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     １．High Plains Drifter


    



    
      一

    


    



    「分かりませんピョン」


    　不意打ちすぎて、吹き出した奴やつがいる。


    　軽いざわめきが走って、何人か体を震ふるわせて笑うのを堪こらえていた。いきなりだったからウケても不思議じゃない。シンプルかつシュール。


    　数学教師はきょとんとした顔で、俺の顔を見ている。


    「……何だって？」


    「ですから、その問題は分かりませんピョン」


    　繰くり返すと、さすがに笑う奴はいなくなった。二度はやりすぎだ。みんなちらちらと、俺の顔を不審げに見ている。何だコイツ、という不安な顔。理解ができないから、落ち着かない。教師も困惑していたが、舐なめられている、と判断したらしい。


    「おい、ふざけてんのか真ま面じ目めにやれ」


    「頑張ってますピョン」


    「だから何なんだ、さっきから！　ふざけるのもいい加減にしろ」


    　俺はちょっと黙だまる。教室を見回す。みんな落ち着かない。多分俺が、頭がおかしくなったんじゃないかとさえ思っている。ウケ狙ねらいで言ったにしてはしつこすぎる。寒々しく外した冗談をしつこく繰り返している様子でもない。


    　教師も怒おこってはみたものの、何が何だか分からない、という顔を隠し切れていなかった。


    　他のクラスならいざ知らず、教師にとっては苦労知らずの、優等生の集まったこの進学クラスで、こんな真ま似ねをされるなど予想外にも程がある。


    「……そうやってふざけた真似をするんなら、こっちにも考えがあるぞ」


    「……すいません。やれってみんなに、言われたもんですから」


    　きん、と教室内の空気が凍った気がした。全員が恐らく硬直した。教師でさえ、放心したようになった。俺はもう少し続けてやる。


    「語尾に全部付けろって命令されてるんですよ。やんないとシカトするとかって」


    「それはお前、イジメられてるって事か……？」


    「助けてください」


    　がたん、と椅い子すが動く音がする。誰だれかが慌あわてた顔で立ち上がっていた。


    「先生、俺ら誰も言ってません」


    「知りません、私たち」


    　他の生徒が唱和する。怒鳴るように。授業中でなかったら教師に詰め寄るのではないかという有様。ざわざわと立ち上ってくる動揺と、それを覆おおい隠そうとする憤いきどおり。教師が俺を見ていて、俺は軽く、顔を伏せる。


    「……冗談ですよ。そんな事、言われてません」


    　そう、冗談だ。誰だれも俺にそんな事は強制していない。ちょっとしたイタズラだ。


    　クラスの連中は血相を変えていた。俺みたいなのが『いじめられています』なんてのは冗談に聞こえない。ましてや転校してきたばかりで孤立していて当たり前の環境だ。弁解しても、すればするほど怪しまれる。消そうとするほど火が燃える、そんな有様。


    　俺が、蚊かも殺せないような優やさしい顔立ちの、無個性な標準体型だったら冗談にもなる。


    　デブの天パの不ふ機き嫌げんヅラじゃしゃれにもならない。


    　数学教師の戸惑った顔を見ながら席に着き、俺は何となく、違和感を覚えていた。何かが違うという感覚。きれいに流れるべきものが引っかかっているような感覚。


    　クラスを見回す。


    　こいつらは、俺を見ていない。俺に何も言わない。


    　普通なら、俺に食ってかかる筈はずなのに、全員が教師の方を向いていた。それが引っかかっていた。手て応ごたえのなさを感じていた。


    　ストレートに言えば、俺は虐いじめられそうにない。


    　嫌きらわれそうにもない。ただ単に、俺に無関心なだけのクラス。


    　俺は太っていて、背は高くない。腫はれぼったい顔に不機嫌そうな目、手入れもしてない天然パーマの汚い髪。事ルックスに関しては準備は整っている。


    　性格がいいというなら、嫌われないかもしれない。


    　気が利きいて優しくて文字通りの太っ腹で鷹おう揚ようで周りを盛り上げて面おも白しろい冗談を言って。そうしていれば虐められないのかもしれない。


    　アホか、と思う。


    　全部他人に何かを譲ゆずって貢みついで提供して我が慢まんして。何だって俺は、そんなセールスマンみたいな事をして自分を売り込まなきゃならないのかと思う。やってられるかとそう思う。


    　だから、やらない。


    　だから虐められる。言葉や、対応や、時には暴力で。


    　それを俺は待っている。


    　俺は、親おや父じの仕事の関係で異常な数の転校を繰くり返している。


    　この学校で七度目だ。冴さえないデブの、社交性のない転校生がどう扱われるかなんてサンプルには事欠かない。そんなやつが、冗談とは言えクラスを誹ひ謗ぼうするような真ま似ねをしてどうなるかだって分かっている。


    　このクラスは違う。俺が初めて見る、おかしなクラスだった。


    　機械の中に放り込まれたみたいな、体温も個性も感じられないクラスだった。


    　もう一度見回して、不意に、俺を見ているたった一人の視線と目が合った。


    　小柄な女子が一人、俺をちらりと見ていた。眼鏡をかけた、左右非対称に切ったアシンメトリーな髪型のその女は、責めたり咎とがめたり苛いら立だっていたりという目ではなく、単純な好奇心で俺を見て、視線が合ったのに気付いてすぐ逸そらした。


    　その眼鏡を、俺はずっと見ていた。


    　メタルフレームと鼈べつ甲こうの組み合わさった、クラシカルなデザインのフレーム。地味だが高いのを俺は知っている。高校生がかけるには少し高すぎる値段のブランド品。


    　同級生の女がかけている眼鏡を、授業中にじっと見ているデブの図だ。我ながら変態としか思えない。


    　鷹たか音ねという名前の女だった。鷹音本人には別に興味がなかった。何なら眼鏡を外して机の上にでも置いてくれればいいと思っているが、それはしてくれなかった。


    「……それでお前」


    　教師が授業の合間に呼びかけてきて、俺は眼鏡観察を中断し、小さく舌打ちさえした。教師は俺の側そばまで歩いてきている。みんなは何か問題を解くのに取り組んでいる。何一つ授業など聞いていなかった。


    「……本当にその、何か問題などないんだな？」


    　怪け訝げんそうな顔は、このクラスでそんな事があるわけがない、という思い込みが、俺のルックスがもたらす説得力に揺らされているのが伝わってきて少し面おも白しろかった。虐いじめなどあるわけがない。だがコイツならひょっとして。


    　俺は黙だまったまま見上げていた。意地悪をしたくなった。もう少し悩ませてやろうと、そう思った。この瞬しゆん間かんだけ、俺が返事をしない瞬間だけ、周囲の関心が俺に集まっている。問題を解くふりをしながらも耳は俺に向いている。俺が否定してくれるのを待っている。


    　俺はますます答える気をなくした。精々、苛々すればいい。


    「……とにかく、後で話そう。いや、蒔まき絵え先生に相談しろ。私はここの担任じゃないし……それと……二度とおかしな言い方はしなくていいからな」


    　俺を叱しかるというより、俺を気遣うような言い方だった。


    　やや、俺に心情が傾いている。勇気を出してイジメを告発したのではないかと疑っている。俺のルックスが、どう見ても虐いじめられそうなこの姿が、俺の狂言に信しん憑ぴよう性せいを上乗せする。ただの濡ぬれ衣ぎぬというだけじゃない。イジメがあったなんて、このクラスでは致命傷だ。


    　噓うそや冗談じゃ済まされない。


    　ここは『進学クラス』なのだ。


    　数学教師が離はなれていき、俺はまた一人になる。周囲は問題を解くのに取り組んでいる。


    　偏差値の低いバカ学校のバカどもが、精一杯勉強するふりをしている。真ま面じ目めさをアピールするためだけの空そら々ぞらしい行為。


    　付き合いきれなかった。


    　また鷹たか音ねの眼鏡でも見ていよう、とそちらに目をやる。鷹音の後頭部が邪じや魔まで全体像が見えないのが不満だった。


    



    



    　転校してきて最初に、進学希望かと問われた。


    　進学クラスへの編入を希望するかとそう訊きかれた。


    　勉強なんかする気はない。進学も別に希望していない。というか何も考えていない。高校二年にもなって、将来への展望も計画もない。


    　立てようがなかった。


    　七度も転校していれば、その場その場の事だけしか考えられなくなっていた。


    　単純に、優等生揃ぞろいなら他人に干かん渉しようしたりしないだろうから、楽そうだなとそう思ったから希望した。


    　そう思って入ってみれば、そこにいたのは頑張って優等生のふりをしている連中だった。そうだと知っていたら、俺もここには編入を希望しなかったかもしれない。


    　変わったクラス。


    　転校してきて、最初に思った事はそれだった。別に俺と仲良くしようと腐心するでもなく、小こ馬ば鹿かにして肴さかなのように楽しもうというでもなく、『クラスの人数が一人増えた』という程度の扱われ方は新鮮だった。


    　俺の紹介が終わり、俺が席に着くその前から、みんな俺を忘れたみたいに教科書に向かい、授業の開始を無む駄だ口ぐち一つ叩たたかずにずっと待っていた。


    　随ずい分ぶんな優等生ぶりだ。


    　それほど、大したレベルの高校じゃない。都心から外れた中ちゆう途と半はん端ぱな片かた田舎いなかの、恐らく世間的にはしょぼい学校だ。俺はこの学校に転入するのに、大した苦労もなかった。俺が抱いだいていたイメージとは随分違う。


    　このクラスの連中は、基本、優等生の仮面を被かぶるのに夢中で動かない。物陰に息を殺して潜ひそんで、他人の失敗を丁てい寧ねいに待っている。


    　ただの進学クラスでもなければ、優等生でもなかった。その空気が、俺には異常に見えた。進学希望の優等生だというなら、他人に構わず、自分の勉強を進めていればいい。自分の事だけやっていればいい。他人に干渉せずに、孤独に。そんな空気を期待して、俺はこのクラスへの編入を希望した。


    　実際は、逆だ。


    　全員が互いを気にしている。常に互いを見張っている。他人の監視を気にして息を潜めている。


    　だから動かしてやりたくなった。


    　挑発したくなった。何を考えているのか確かめたくなった。


    　俺はいつだってそうしてきた。そうしなかったのは、前の学校でだけだった。あの学校では、影を潜ひそめていた方が楽しかったからだ。


    　もう、虐いじめられているヤツがいた。


    　俺ほどの素質を持つ格好の相手が転校してきても、あいつらは新しい獲物を補欠に回し、目下の相手を虐める方に集中していたから、無理に割り込まずに、珍めずらしく外にいた。外から物事を眺めるのも、それはそれで有意義な気がしたからだ。


    　悠ゆう一いち郎ろうを思い出す。


    　生白い肌をした、女みたいな顔をしたヤツで、それが『可か愛わいい』とか『ジャニ系』とかのプラスに一切働かなかった、憐あわれなヤツだった。瓜うり実ざね顔がおのオカマみたいな印象しかなくて単にキモいと評されていた悠一郎を思い出す。


    　不意に、肉の焦こげる臭においがして、俺はまたかと顔を顰しかめる。


    　錯さつ覚かくだ。


    　幻臭とでも言うのか、鼻の奥にある細胞が記き憶おくしている物を、定期的に、かつ不意に、その臭いを蘇よみがえらせて、俺はしかめっ面つらをして動きを止めるはめになる。


    　寝る間ま際ぎわに、遠い昔にした失敗を思い出して胸をかきむしるような、そんな気分に叩たたき込まれる。


    　視覚も聴ちよう覚かくもより鮮やかな色や音を捕らえていた筈はずなのに、ポピュラーな幻視や幻聴はやってこない。臭いだけが、まるで俺の肉に染しみこんでしまったみたいに蘇って、そして唐とう突とつにまた消える。


    　不意にやってきては俺を悩ませる幻まぼろし。


    　常に誰だれかに見られているような視線。


    　悠一郎の視線に睨にらまれて、俺は、自分のやった事を心の中で詫わびる。ふざけた、趣しゆ味みの悪い冗談をやってこの進学クラスの空気を凍らせた事を詫びる。ちょっと気になってやってみただけだ、と弁解する。


    　もう同じ事はしない、とそう繰くり返す。


    「……大だい丈じよう夫ぶか、お前、本当に？」


    　数学教師が心配そうに声を掛けてきた。お前、という前に少しつかえていたから、俺の名前を本当は呼ぼうとしたのかもしれない。転校してきて日の浅い俺の『享きよう一いち』という名前を思い出せずにいる。


    　どっちだって良かった。他人に名前を覚えられる前に転校してしまう事だって珍しくない。


    『転校生』とでも覚えておいてもらえれば充分だった。


    　俺は、黙だまって教師に頷うなずいてやる。


    　もういつもの俺に立ち戻っていた。幻の臭いも、悠一郎の視線も感じない。あるのは周囲からの警戒と敵意だけだった。


    　数学の時間が終わり、教師が退出する。


    　休み時間に黙だまって座っていても、誰だれも話しかけてこなかった。さっきの真ま似ねは何だと怒鳴り込んでも来ない。それを俺は、ここ数日の観察でつかみ取っていた。こいつらは基本、自分たちで何かを解決しようとはしない。


    　ただ一心不乱に観察している。


    　そして『優等生』であろうとしている。


    　休み時間だというのに、私語というものが殆ほとんど聞こえてこない。みんな次の授業の、予習なんか始めている。漫画本を読んでいる奴やつも、携帯を使っている奴もいない。机を椅い子す代わりにして、くだらない話ではしゃいだり、お調子者が話芸を披ひ露ろうしていたりもしない。


    　クラスはしんと静まりかえっている。


    　外の、他のクラスの連中が立てる音の方がはっきりと伝わってくる。ばたばたと走り回る足音や、大声の突っ込み、笑い声。


    　まるでこのクラスだけが水すい槽そうの中に入れられているみたいだった。


    　隔かく絶ぜつされたような空気の中に、『優等生』という生き物が整然と並び、滅めつ多たに動かない動物園の動物みたいに生活している。誰も、その檻おりの前で足を止めない、退屈な動物の群れ。


    　俺は、所いわ謂ゆる、進学校というやつに転校した事はなかった。


    　だからイメージだけの話になるけれど、例えば一流国立大に入りたくて努力している連中がいると想像するなら、このクラスの光景は実にぴったりだった。イメージ通りすぎて気持ちが悪い。俺と同様にこいつらも想像だけで優等生や進学クラスを演じているのが丸わかりだ。


    　まさか、これほどとは思わなかった。


    　思うわけがない。進学率だってそう高くない、というか数パーセントの高校だ。みんな地元の企業に就職したり、良くて専門学校、ヘタをすれば無職。だらだらと生きていく人生を、この高校に入った時から選択しているような連中だ。


    　大学に行きたくて努力したいなら、もう少しマシな高校に最初から入ればいい。


    　おかしな連中だった。


    　俺を虐いじめるどころか構うつもりもなさそうだった。あれだけ挑発したのに、俺に直接何かをする奴がいない。そのくせ、遠巻きに監視されている事はびりびりと伝わってくる。


    　草食動物の群れの中に足を踏ふみ入れた気分だった。


    　動物番組なんかで見るガゼルやヘラジカ、水牛の群れ。一斉にテレビクルーを観察し警戒する、あの目だ。それは悠ゆう一いち郎ろうが俺を見ていた目とはまるで違う、陰からの視線だった。


    　あの時、悠一郎は俺を見下ろしていた。


    　勝ち誇ったような顔さえしていた。その顔が、目の前の惨さん事じよりも俺の脳裏にはっきりと食い込んで、食い破っていく。


    　あの、肉の焦こげる臭におい。


    　その臭いと共に、悠ゆう一いち郎ろうの視線は俺の体に染しみこんでいる。


    　この学校の、俺の入った進学クラスは、その臭いと悪あく癖へきを忘れさせてくれるかもしれなかった。そう期待するだけの手て応ごたえは感じていた。


    　最初から最後まで、俺と、どころかクラスメイト同士でさえ話をしない。静かで真ま面じ目めな優等生の集まり。


    　この高校のグレードにそぐわない完かん璧ぺきなクラス。


    　転校する度たびに、まず一〇〇パーセントと言っていい確率で付けられる仇あだ名なも、ここじゃ呼ばれる事はないんだろう。みんな他人に無関心で、孤立しているように見えた。あの仇名だけはちょっと馴なれない。毎回、どんなに心構えを作っていてもイラッとする。


    　何もせずに俺はこのクラスで孤独を保てるだろうし、他人の干かん渉しようもなく、こちらから歩み寄る事もしないでいられそうだった。


    　いつの間にか他人に疎うとまれ、嫌きらわれ、蔑さげすまれて、剰あまつさえ憎にくまれていると知った時に、人間はどうなるか。落ち込んで萎い縮しゆくし、他人の顔色を窺うかがい始める。あるいは不条理な扱いに怒いかりを漲みなぎらせ、攻こう撃げき的てきになり、時に暴力さえ振るい、周囲を恐怖させる事だってある。


    　俺はどうなるか。


    　俺は、腹の中で笑ってしまう。スイッチが入る。そのスタートボタンを他人に押される事を俺は娯楽として享きよう受じゆしてしまう。楽しくて、仕方がない。だからいつも俺は、そうされるように振る舞ってしまう。


    　その悪癖に、俺は、些いささか自分自身で倦あぐんでいた。疲れていた、と言ってもいい。


    　ただぼうっとしていられて、そしていずれまた、何ど処こかに転校していく。


    　俺の望みはそれだけだ。俺はただ、少し、休んでいたいだけだった。


    　スマートフォンを取り出してイヤホンを突っ込み、耳にかける。周囲がちらりと俺を見て、すぐ視線を外した。


    　一人だけ、外さない奴やつがいる。


    　また、鷹たか音ねだった。相変わらず、興味深げな顔で、眼鏡の向こうから俺に視線を向けてくる。俺も何となく見返した。その態度に慌あわてた風もなく、充分見た、という感じで鷹音は視線をまた背そむけ、俺は相変わらず眼鏡を見ている。


    　俺の好きな映画に商品を提供しているブランドの眼鏡だった。とはいえ、俺が見たのはサングラスだ。このサングラスは何だろうと思って調べ、見つけてみれば生産終了で、ネットオークションでもやたらに高い。俺がファッションというものにかけられる額を軽く一ひと桁けたは上回っていた。


    　それから未練がましく、そのブランドをチェックしているうちに、やたらラインナップに詳しくなってしまった。鷹音のかけている眼鏡がそうだと、遠目に一発で見抜けるぐらいにはなっている。それほど奇抜なデザインではないのだが、見慣れてくると違いは分かる。


    　目が悪くなったらかけよう、とは思う。ただのファッションではなく実用が伴わないと、あの値段は出せない。俺の目は随ずい分ぶんタフにできているらしく、毎晩ＤＶＤでの映画視し聴ちようを繰くり返しても一向に悪くならなかった。


    　鷹たか音ねは、俺と同じようにスマートフォンを出していじり始めていた。


    　見た事もないごつい機種で、大きな液晶は小さな手が片手で持つにはやりにくそうだった。握力で押さえつけるみたいにホールドし、指先が液晶の上を動いている。国産じゃなかった。海外製のスマートフォンで、多分、個人輸入か何かで仕入れた物だ。


    　何だあの女、と俺の意識が一気に、鷹音に関心を向け始めていた。


    　このクラスの中で、予習もせずに教室の外をぶらつき、戻ってきても携帯をいじっているようなのは、俺と鷹音しかいなかった。そして鷹音は、手にあまるような大きさの、海外製の端たん末まつを使っている。俺が、ポピュラーな林りん檎ご印のスマートフォンを使っているのが負けた気分にすらなる。


    　俺はしばらく、鷹音をじっと見ていた。もう眼鏡以外の、鷹音そのものに興味を移らせつつあった。


    　臆おく病びようで細心で群れをなす草食獣の中に放り込まれた、唯一の肉食獣みたいな女。辺りに襲おそいかかるでもなくただぽつんと、まごついたようにしながらも周囲を睨にらみ続けている。


    　鷹音が、そんな風に見えた。


    



    
      二

    


    



    　蒔まき絵え先生は、あまり進学クラスの担任には似合わない女教師だった。


    　小柄で、あと一息で肥満体に踏ふみ込むラインの体つき。それを似合わないパンツスーツに押し込んでいるものだから体のラインが強調される。セクシーというより、愛あい嬌きようだった。丸顔と相まってぬいぐるみみたいに見える。セミロングのストレートヘアも、いっそ結ってぶら下げた方がよっぽど似合っている。


    　外見だけの話だ。内面はまだよく分からない。


    　ぬいぐるみとしてのポジションが蒔絵先生の持って生まれたルックスだった。それが肩かた肘ひじを張って教師をやっているような印象がある。


    　さぞかし舐なめられるだろうと思う。


    　進学クラスなんてぴりぴりした空気の教室を担当するようにはとても見えなかった。


    　俺はその蒔絵先生と、職員室の片隅で向かい合って座っている。パイプ椅い子すと、小さなテーブルのあるこの空間は、紺色のパーテーションで区切られた、簡易的な面談室だった。


    「……授業中に発言した事は事実ですか？」


    　蒔まき絵え先生はそう確認してくる。堅い、威厳を持たせようと頑張ったような声。


    　鋭いけれども、どこか空回りしている。余計な力が入っている。


    「冗談ですよ」


    　俺は笑ってそう言った。


    「軽いギャグです。やりすぎましたけど」


    「……あまり感心しない冗談だと思いますが」


    「まあ、二度も三度も繰くり返す代しろ物ものじゃあなかったすね」


    「そういう事ではなく、いじめられている、と言ったそうじゃないですか」


    「まあ、俺もオチ考えなきゃなと思いまして。周囲がなんでだよ、って突っ込んで丸く収まるような感じの」


    「冗談にしては悪質です」


    　蒔絵先生はそう切り捨てる。頭が固い、とは思わない。俺だってそんな和なごやかな雰ふん囲い気きになると思って言ったわけじゃないし、単純な挑発行為だった。蒔絵先生が怒おこるのは判断としては正しい。


    　とりつく島もないという、強こわばった顔。


    　この強ばった表情をやめて無理をしなかったら、蒔絵先生は多分、からかい甲が斐いのある女教師になる。


    　まだ新任という年の教師だった。進学クラスの担任を任されて張り切って、それが無む駄だな力に繫つながっているのだろうか。


    　何より楽しくないんじゃないかという余計な忠告まで頭に浮かんでくる。


    　そのぐらい、蒔絵先生は『頑張っている』のが丸わかりな教師だった。鬱うつ陶とうしいぐらいの代物だ。


    「……とにかく、悪ふざけはみんなのためになりませんし、あなたのためにもよくありません」


    「まあ、やりすぎましたよ。反省してます。それとも、何か処分でもあります？」


    「処分？」


    「停学とか謹きん慎しんとか」


    　あるわけがない。授業中にふざけただけの事だ。多少悪質でも、それでも冗談だ。分かっていて、何となく試したくなった。


    　蒔絵先生は、俺のそういう態度が癪しやくに障さわるのか、不ふ機き嫌げんな顔になった。


    　私は今、不機嫌です、というのがよく分かる顔。基本、単純にできている。そういう顔をしていると、ますますぬいぐるみみたいだった。


    「……停学にも謹慎にもしません。転校してきたばかりですし、注意だけで」


    「転校生じゃなかったら、あり得るんですか、そういう処分？」


    「みんなの邪じや魔まになるようでしたら、考えなければなりません」


    「進学クラスですしね」


    　こんなバカ学校で、そんなに厳しくしなきゃならないのかと思う。みんなもよく従っている。確かにあの雰ふん囲い気きは、罰ばつを恐れて萎い縮しゆくしている感じだったけれど、そこまでして上を目指したってたかが知れているレベルの学校だった。


    　進学クラスなどと銘打つ事自体、憚はばかられるような、そんなレベル。


    「……注意って、今回はお説教で終わりって事ですか？」


    「こういう事が続くと、進学に不利になります」


    「……まあ、そうでしょうけど」


    　俺は苦笑を嚙かみ殺す。進学したくて、このクラスに転入を希望したのではなかった。人間関係が面倒じゃなさそうだったから転入したのであって、別に大学に行きたいという強い希望もない。


    「……しっかし、不利になるったって、受験で点数とりゃ入れるわけでしょ」


    「そんな態度で勉強しても成績は伸びません」


    「わかんねえですよ、俺、大天才かもしれないでしょ」


    「……そんな人はこの学校に入りません」


    　俺は遂ついに笑ってしまった。蒔まき絵え先生が、笑った俺を見て言葉を詰まらせ、何か間違ったんじゃないかと困っている。間違ってはいない。呆あきれるほど正解だ。単に、身も蓋ふたもない言い方だっただけで。


    「……面おも白しろいっすね、蒔絵先生て」


    「ふざけないでください。真ま面じ目めな話です。……自力で入れるというなら構いませんけれど、推すい薦せん枠わくがもらえない事は覚悟してください」


    　やけに強い口調で、不ふ機き嫌げん丸出しにそう言った。


    　推薦枠か、と俺は不意を突かれた気分になる。転校してきて、また転校する、というのを繰くり返してきたから、そういう制度ははなから頭の中に入っていなかった。


    「……ここ、推薦でどっか入れるんですか」


    「それなりのところに、何人かは」


    「それなりって、例えば」


    　蒔絵先生は三つほど学校名をあげた。口笛でも吹いてやりたい気分になる。興味のない俺だって知ってる大学だ。


    「……この学校、そんなパイプあるんですか」


    「年に、一、二名ずつ学校推薦で枠があります」


    「少子化ですしね」


    　冗談のつもりだったのだけれど、蒔絵先生はぴくりとも笑わなかった。鉄てつ面めん皮ぴは、演技を繰り返しすぎて引き攣つり、硬直してしまったように見える。


    「……推すい薦せんったって、転校生ですよ、俺」


    「実績と態度次第です」


    「例えば、密告したりとか？」


    　これも冗談のつもりだったのに、蒔まき絵え先生は黙だまって頷うなずいた。俺は瞬まばたきをして、自分の思考を整理した。何の冗談だと思った。


    　この人は、密告したらそれを推薦要因の実績にカウントする、と言っているのだ。


    　いや、正確には言ってはいない。黙って頷いただけだ。言げん質ちは与えない、というようなその態度が、ますます本気で言っているのだと伝わってくる。


    　かつがれているのではないかと思った。


    　何ど処この世界に、クラスメイトを密告したら推薦枠を考こう慮りよしてやる、なんていう教師がいるのだとも思う。蒔絵先生が正にそうだというなら、この先生は何処かおかしい。俺は考えが纏まとまらなくなってくる。


    　色々と腑ふに落ちない思いが湧わいてきて、順序立てて整理しきれない。


    「……分かったら、自覚ある行動を心がけてください。今日はもう、帰って構いません」


    　促されて、俺は挨あい拶さつもろくにしないで立ち上がる。


    「それと」


    　追いすがるみたいに切り出されて、俺はブースから出て行きかけていた体を止め、振り返った。蒔絵先生は可か愛わいげのある困り顔で俺を呼び止めている。うっかり素を出してしまったという顔で。


    「……前の学校での話は、聞きました。辛つらいかと思いますが、立ち直って、頑張ってください」


    　初めてそんな、人間味のある、教師らしい事を蒔絵先生は口にした。


    　俺は興味を惹ひかれて、体ごと向き直る。


    「……聞いたって、何処まで知ってんですか？　ニュースにもなったし、そりゃあ知ってるでしょうけど」


    「ひどいイジメがあったという話は、聞いています。それで、その……」


    　人が一人、死にかけている。


    　それを蒔絵先生は言い出せずにいた。俺も、口に出して言いたい事じゃなかった。できればずっと思い出したくない記き憶おくには間違いなかった。


    　忘れたいに決まっている。


    　俺は殆ほとんどそれを、日常で気にならないレベルにまで修復した。それでも、時折蘇よみがえる鼻び孔こうの奥にへばりついた焦こげ臭くささが、全すべての記憶を数珠じゆずつなぎに引きずり出してくる。


    　俺は黙ってブースを出た。


    　蒔絵先生のあの顔は、嫌きらいじゃなかった。多分、本来の顔。


    　俺の事を心配しているあの顔と、そして密告を奨しよう励れいして生徒に規律を求める強こわばった顔が、蒔まき絵え先生の中で同居して、覇は権けんを争っている。どっちが勝とうと、別に興味はなかった。俺の好みの教師になってもらいたいとも思っていない。


    　考えながら職員室の引き戸を開けると、すぐ目の前に女が立っていて、俺は不意を突かれて動きを止めた。


    　鷹たか音ねだった。俺の好きなブランドの眼鏡を相変わらずかけている。レンズの向こうから、俺を観察して突っ立っている。俺もしばらく、視線を返すふりをして眼鏡を観察していた。


    「……この前っから、何で私の事見てるの？」


    「キモい？」


    「そりゃキモい」


    「お前じゃなくて眼鏡を見てる」


    「もっとキモい」


    　鷹音は反射的に、眼鏡を隠すような手の動きをした。隠せるわけがないし、隠すんなら外すしかないと悟って、また素知らぬ顔で手を下げる。


    「……何なの、眼鏡フェチなの？」


    「そのブランド、好きなんだ。映画で見てカッコイイなって思ったんだけど、高いから買えないんで憧あこがれてる。だから見てた。お前じゃなくても、俺は見てたから、まあ安心しろよ」


    「何を安心しろって？」


    「俺みたいなのに一ひと目め惚ぼれされたわけじゃないって事。気になるんならもう見ない。充分観察したし」


    　鷹音はどう返事をしていいのか迷っているみたいだった。俺という人間を理解できないでいる。俺もちょっと、眼鏡を見過ぎだったと自覚していたから、いい区切りではあった。怪け訝げんな顔を向けたまま、鷹音は唾つばを飲み込んで、気持ちの悪い転校生に言葉を絞り出す。


    「……何て映画？」


    　死ね、とかそういう言葉を予想していた俺は、まさか鷹音が食い付いてくるとは思わなかったから正直、困った。気を取り直して映画のタイトルを教えてやる。


    「ちなみに眼鏡じゃなくてサングラスだったけどな」


    「……そうなの？　見てみるから教えて」


    「二種類使われてる。前半の方な」


    「……何でそんな細かい指摘すんの？　マニアなの？」


    「映画のブログとかやってるから。数だけは見てる」


    　その言葉で一いつ瞬しゆん、鷹音の顔が緩ゆるんだ。それは明らかに好意の表情で、声も掛けずに眼鏡をじっと見ていた気持ちの悪い転校生、から俺は一瞬で格上げされていた。昨今、ブログやってる高校生なんか珍めずらしくもないだろうに、鷹音の顔からは空腹時に濃い味付けの料理を見せられたような飢き餓が感かんさえ感じられた。


    「何てブログ？」


    「……いやホントにくだらない感想だけ書いてあるブログだぞ。笑えないし」


    「ひょっとしてなんだけど、プロジェクトメイヘムってブログ？」


    「……いや、まあ、そうだけど……」


    「うっそ、マジ？　アレやってんの？　私、結構見てるよあれ」


    　鷹たか音ねの顔が明るくなる。俺を感心したように見ている。


    「管理人のハンドルネームと同じ名前だからまさかと思ってたけど」


    「まさかって何だよ」


    「いや本名そのまま使ってブログやってる人がいるとは思わなかった」


    「みんなそう言うけどな」


    「怖くないの？」


    「何が怖いのか俺にはさっぱり分からない」


    　むしろおかしなハンドルネームを付けて、その名前で呼ばれる方がよほど嫌いやだ。俺は始めた頃ころからずっと、本名をローマ字表記にしただけの名前でやっている。ローマ字表記にしたのは、何となく英語圏の文化なのかなと思ってそうしただけで、今から始めたら多分、漢字でそのまま書く。


    「いっつも見てるだけだったけど、今度からコメント書こうかな」


    「無理して書かなくていいけど」


    「何でよ、賑にぎやかしでもあった方が嬉うれしいんじゃないの？」


    「無理して書かれると、俺も無理して返事しなきゃなんなくてめんどくさい。自然に、ならいいけど」


    　たまに、交流が前提とでも思っているのか、更新の度たびにコメントを付けるという人がいる。それはそれで別に悪意もないんだろうけど、明らかに何か書かなきゃというのが先行したコメントをされる事もあって、そういう時は返事も面倒になる。


    　ホラー映画のレビューを書いたのに、最初に付いてるコメントが『手塚治虫だとＭムＷウが好きです』と書かれても困る。何かと思えば、文章中に『火の鳥』のエピソードを一言だけ引用した部分に食い付いたらしかった。要するにその人は、その回の日記で理解できたのはそこだけだったのだ。


    　そんな無理をした交流になんか意味があるのかな、と思ってしまう。俺はコメントなんか一切付かなくても、何も気にならない。


    　誰だれかに見せたくてやってる物でもなかった。備忘録に近い。


    　画像だって殆ほとんど使っていない、地味でしょぼいブログだった。


    「何かでも、イメージと違う」


    「すんませんね、こんなブタで」


    「外見の話じゃなくて、性格。もっと明るくて社交的かと思ってた。ネットだとキャラ変えてんの？」


    「……別にそんなつもりねえけど」


    　意図的にそうしているわけではなく、自然に、そうなっていた。俺はブログ上では人と滅めつ多たに争わないし、揉もめても俺が折れる事の方が多いし、コメントには全すべて返事を書く。何より、気の合うやりとりをしているのが楽しかったりもする。


    　クラスメイトとは絶対に成り立たない人間関係が、容易たやすく、自然に構築できていた。


    　オフ会にだって何度も顔を出しているくらいだ。


    　そこで虐いじめられるとか、こっちから小こ馬ば鹿かにしたような挑発をする、なんて事もないし、そもそも悪意を持っていない。


    「まあいいや。しかしまさか享きよう一いちくんってのが、あのキョウイチさんだとは思ってなかった。落ち着かない。漫画家とか小説家本人に会ったみたいな感じ」


    「んな大おお袈げ裟さな話じゃないだろ」


    「なんかついキョウイチさんって言っちゃいそう。……でも実物目の前にしてると、サン付けってのも変だしなー。どうしよ。あ、私はね、鷹たか音ね」


    「別に俺の名前なんかどうでもいいよ、どうせまたすぐ転校しちまうんだろうし」


    「……転校してきたばっかじゃん」


    「俺はいつもそうなの。ここだってもう七度目だよ」


    「何で？　問題児？　追放されちゃうの？」


    　よく喋しやべる女だな、と少し面倒になってきた。こんなに喋って、好奇心旺おう盛せいだとは思わなかった。少なくともクラスの中じゃ、周囲が全部敵だって顔をして、一人でムスッとして座っている。


    「……とにかく色々あるんだよ。だから名前なんか適当でいい」


    「じゃあ『転校生』でいい？」


    　いいも悪いも、今後話をする機会なんかあるのかと思った。これをきっかけに仲良くしようなんてつもりもない。たまたま、鷹音の飢うえた顔に応じてやっただけで、鷹音だって時間が過ぎれば、俺みたいなデブと仲良くしようなんて思わないだろう。よく読んでるブログの管理人がこんなんで、どうもすみませんとしか言えない。


    「……別にいいけど」


    「マジで？　私、一回誰だれかにそういう仇あだ名な付けて呼んでみたかったんだよね」


    「……何でまた」


    「？　知らないのあの漫画」


    　知るかと思ったから、口に出してそう答えた。鷹音は怯ひるんだ風もなくタイトルを教えてくれる。オススメはボクシング編、とか訊きいてもいない事を付け加えられた。


    「じゃ、ブログ読んだらコメント付けるから」


    　そう言って踵きびすを返そうとして、思い出したようにもう一度振り返る。


    「そうだ、今日のアレ、最高だった。ピョンてやつ。またやってよ」


    「やんねえよ」


    「挑発したの、みんなの事？」


    「……何だそりゃ」


    「何となく、そんな気がしたから」


    　言い残して、今度こそ入れ違いで職員室に入っていく。背中には、プラスチック製のリュックを背負っていた。オレンジと黒のツートンカラーになった、近未来的なデザインのリュックは、やはり高価な代しろ物ものだった。


    「……金持ちの娘さんですか」


    　小声で、小こ馬ば鹿かにして呟つぶやく。もしくはおかしなバイトでもやっているのか。それで買うのが、海外製の端たん末まつとクラシックな眼鏡と、近未来なリュックだというのなら、俺は鷹たか音ねが体を売っていても肯定的になれる気がした。俺が好きなものばかりを買っている。


    　鷹音は、俺と同じように、紺色のパーテーションに区切られたブースの向こうに入って行った。お説教だろう。蒔まき絵え先生は俺に『ここに何な故ぜ呼ばれたか分かりますか』と話を切り出したのだから、あそこは説教部屋なのだ。


    　ブログを本名で運営していて、何か不都合があった事はなかった。強しいて言うなら、これが初めてだ。それも、別に不都合とも思わない。俺はフルネームでブログを書いているのだから、こんな事がいつかあったって不思議はなかった。


    　運営して二年半になるが、クラスメイトなんかから指摘された事はない。転校が多いし、虐いじめられるか無視されているかだから興味もなかったんだろう。昼飯の写真をアップしたり友達関連の事を迂う闊かつに書いたりもしない。書いてあるのは映画の感想だけで、しかもメジャーな作品は殆ほとんどない。そんな代しろ物ものはネットの情報量に埋もれてすぐに見えなくなってしまう。


    　鷹音は知っていた。


    　俺が名前を名乗ったのは、最初の自己紹介の時だけだ。それから、誰だれにも呼ばれていない。教師でさえ忘れるくらいだ。蒔絵先生はさすがに担任だから覚えていたけれど、それは仕事だからだ。


    　サイトの管理人と同じ名前だと気にしていた。


    　俺が、もうちょっと魅み力りよく的てきな外見だというならそれも分かる。このツラと体型と、性格。そんな物を知ったらたとえ同一人物だと分かっても拒絶するのが当たり前だ。あるいはブログも読まなくなるかもしれない。


    　変な女だ。


    　単純に、そう思った。


    



    
      三

    


    



    　やる気なく適当に授業を受けて、休み時間はぼんやりスマートフォンを眺める。


    　特に何事もなく、俺は誰だれと絡からむ事もなく過ごしていた。実にいい環境だった。密告したい奴やつには好きにさせておけばいい。俺は何も困らない。


    　そもそも、停学や退学になるような悪さもしていない。


    　ちまちまと、俺で点数を稼かせぎたいというのなら、そうしてもらって結構だった。むしろ、直接俺に、善人ヅラで『そういうのはやめろ』とか注意してくる方が鬱うつ陶とうしい。生徒同士のやりとりなど必要ない。教師に直接報告して、推すい薦せん枠わくとやらの点数を稼げばいい。


    　そして多分、俺の点数は下がっているんだろう。幾いくら下がった所で、俺はアタマっから大学進学など考えていないし推薦枠をもらおうとも思っていないからどうだっていい。


    　落ち着いて考えてみたが、密告と監視で推薦枠を競わせるというのは、実にいいシステムだった。誰かに密告されるからと自制する。評価を高めようと優等生の『フリ』をするからみんな素直でいい生徒だ。教師にとってはこれほど楽な事もないだろう。


    　こいつらは、フリしかしていない。本心から優等生なわけじゃない。予習だってポーズだけで、意識は周囲の監視に飛んでいる。


    　自分がどう見られているか。


    　他人はどうしているか。


    　そればかりが頭を支配している。だから、例えば俺が音楽を聴きき始めたり、鷹たか音ねが教室に入って来たりするのに過敏に、そして素早く反応できる。ノートや教科書になど一切集中していない。


    　こいつらは、学力レベルから言っても、自力で大学入試など考えていない。


    　自力でやろうとすれば、学費を無む駄だにするだけの三さん下したみたいな大学にどうにか滑すべり込めるというレベルでしかない。推薦枠を勝ち取って初めて、『大学』と呼べる代しろ物ものに入れるだけの実力しかない。


    　プレッシャーに耐えて辛つらい努力を重ねるより、密告を繰くり返していれば推薦枠に近づけるというなら、そっちの方が楽に決まっていた。


    　蒔まき絵え先生はそのシステムを、口に出しては認めなかった。


    　恐らく文章にもしない。具体的な形としては一切公式には認めていないんだろう。それでもこのクラスには、それが当たり前だという空気が浸透し、何の裏付けもなくそのシステムの上でお互いを監視し合っている。


    　俺は興味本位で、三年の進学クラスを覗のぞきに行った事もある。


    　そっちは、ごく普通のクラスだった。何の変哲もない、普通の高校生としてのクラス。単に大学進学を志望しているというだけの集まり。要するに、俺のいる二年のこのクラスだけが、学校内でも唯一、浮いている。


    　よくよく観察すれば、進学クラスの生徒とすれ違う、他のクラスの生徒は急に黙だまり込むし、廊下を走っていれば歩き始める。目線を逸そらし、なるべく遠くに離はなれようとする。通り過ぎたあとは陰口を交わしたりもする。


    　他のクラスの連中も、進学クラスが異質な、そして厄やつ介かいな物だと思っている。


    　恐らく、『密告』は他のクラスの人間がやった事でも有効なのだろう。進学クラス同士では監視し合って警戒し合っているから、中々隙すきがない。そうなれば、監視の目は他のクラスへと向いていく。


    　異常だった。


    　まるで秘密警察か何かみたいなクラスになってしまっている。


    　クラスが変わったって友達ぐらいいるだろうに、そんな風に見られるのは辛つらくないのだろうかと疑問に思う。それは、俺にとっては見慣れた光景で、吸い馴なれた空気だ。俺は転校生で、そして周囲と解け合うのを拒絶して一人でいる。


    　だからいつだってそういう扱いを受ける。


    　決して、愉快ではない。それでも俺は、馴れた。


    　進学クラスの連中は、それが平気なのだろうか。平気ではないとしたら、そんな不愉快さを補ってまで、こいつらは密告によって大学への推すい薦せん枠わくを得るという、どう考えたって浅ましい行為を実直に繰くり返すのだろうか。


    　俺には、それほど、大学への推薦枠という物が魅み力りよく的てきに思えなかった。


    　進学するつもりもないのに進学クラスに入って来た俺の感覚だから、みんなはまた違うのかもしれないが、『そんな真ま似ねをしてまでやりたくない』という青あお臭くささがあったっていい筈はずなのだ。


    　そこまで考えて、俺は鷹たか音ねを見る。


    　俺と同じように、スマートフォンで時間を潰つぶしている。あいつが、このクラスの『青臭さ』なんだろうか。密告なんてしたくない、そんな汚れた真似をして推薦枠なんかもらいたくない、という純粋さが、あんな行動を取らせているんだろうか。


    　教師が入ってくると、一層、教室の空気は引き締しまる。


    　誰だれよりも自分を優等生に見せようと競い合っている。レースに参加していないのは、俺と鷹音だけだった。気け怠だるげに端たん末まつをしまい込み、退屈な時間が始まったという顔で教師を出迎える。


    　この学校は、俺が今までに転校したどの学校よりも、おかしかった。


    　俺という転校生、俺という異物が存在を埋まい没ぼつさせてしまうぐらいに異形だった。そして俺は、いつになく好奇心を煽あおられて、周囲をくまなく観察し、興味を抱いだいている。


    　こんな事は、今までなかった。


    　俺は常に周囲を遮しや断だんしていた。そうしないと、何かしら干かん渉しようされる。それが煩わずらわしくて、俺は色々な策を講じた。誰だれとも関かかわらない立ち居振る舞いを実じつ践せんした。


    　ここじゃそれが必要ない。むしろ俺の側から興味を示す始末だ。


    　反はん撃げきが必要ない。そのための準備も必要ない。シミュレーションも一切しなくて構わない。他人の事情をかぎ回ったり、誰かに噓うそを吹き込んだり、焚たきつけたり、何一つやらなくて済んでいた。


    　それが、俺には必要だった。


    　何もしない時間。ただ孤独でいる時間。できる事なら、学校になど行かずに引きこもっていたかったけれど、親おや父じを心配させたくもなかった。優やさしさとか親孝行じゃなく、心配されて構われるのが鬱うつ陶とうしかっただけだ。


    　蒔まき絵え先生は、『前の学校でイジメがあった』なんて言っていたけれど、内容までは把は握あくしていないと思う。報道でも、イジメの内容なんか誰も言わなかった。


    　調理用の広角ビンにガソリンを詰めて、それを一気に浴びせかけた。


    　着火は、ライターなんかじゃなく、専用の着火具を使った。ライターが点つかない、なんてハメになりたくなかったんだろう。


    　燃え上がったのは虐いじめられていた悠ゆう一いち郎ろうじゃなかった。


    　悠一郎を虐めていた、主犯格の生徒だ。


    　被害者と加害者はその瞬しゆん間かん、逆転した。悠一郎が散々に舐なめさせられた苦難と屈くつ辱じよくを全すべて清算するような炎。


    　気化したガソリンが燃える様は火の玉が破裂したみたいに見えた。転がって、暴れ回ったところで火の勢いはまるで衰おとろえなかった。


    　誰も、助けなかった。動けなかったのだ。


    　悲鳴はもう言葉になっていなかった。ガソリンが燃え尽きて火の収まった顔面が黒く焼け焦こげてまだらに剝はがれ、赤黒い、体液の滲にじんだ中身が露ろ出しゆつしていた。髪の毛はまだ熾おき火びのように燻くすぶり、体毛の焼ける不快な臭においを発散させ、それが妙に香ばしい肌の焼けた臭いと混ざり合って教室に拡散していた。


    　ばたばたと周囲は気を失い、あちこちで嘔おう吐とが始まり、教室内は様々な悪臭が漂い充みち満ちていた。


    　俺はそれを、椅い子すに座ったまま見ていた。


    　悠一郎は焼けて死にかけた主犯格を見下ろす前に、俺を見た。


    　その目を思い出して、俺は初めて吐はき気を催もよおす。周囲には幾いくらでも不快な臭いと光景が転がっていたのに、俺は、俺を見る悠一郎の目に胸を抉えぐられて、込み上げてくる胃液を抑えるのに必死だった。


    　あいつは、悠一郎は、俺に見せたのだ。


    　俺に見せるためだけに、自分を虐めていた生徒を、無残に焼き殺そうとした。相手への復ふく讐しゆうというより、俺への示じ威い行為だった。


    　殺さなかったんじゃなく、死ななかっただけだ。


    　俺が転校する時点では生きていた。入院していた。同時に悠ゆう一いち郎ろうも逮捕拘こう留りゆうされていた。


    　思い出すと、授業中だというのに吐はきたくなってくる。


    　何とかそれを抑え込む。


    　鼻の奥に充満する、錯さつ覚かくの臭におい、存在しない筈はずの異臭を忘れようとする。握りしめた拳こぶしの指先が掌てのひらに食い込んで、爪つめが肌を破る痛みを自分に与えて意識を逸そらす。


    　落ち着いて呼吸を整える。荒く乱れ始めていた。


    「……大だい丈じよう夫ぶですか、気分が悪いみたいですが」


    　教師が俺に、訝いぶかしげにそう、呼びかける。面倒だからさっさと保健室に行ってくれ、という響ひびきに聞こえた。そんなつもりはなかったとしても、知った事じゃなかった。俺は本気で、教室内で胃の中身をぶちまけそうだった。


    「……すみません、保健室に行かせてください」


    　そうしなさい、と少し慌あわてたように教師は言った。俺の顔色は傍はた目めにも悪くなっていたらしい。それとも、前の学校での事を聞かされているのか。俺には精神的なケアが必要だと言い含められて寛容なのかもしれなかった。


    「一人で大丈夫ですか？　歩けます？」


    「大丈夫です」


    　そう言って立ち上がって、眩暈めまいのする視界を堪こらえて歩き始める。さっさと教室から出て行きたかった。


    「私が行きます」


    　そんな声がしたが、俺は無視して教室を出て歩き始めた。一人になると、少し、動どう悸きが落ち着いてくる。後ろから駆け寄ってくる足音にも反応できた。追いかけてきた鷹たか音ねの、眼鏡ばかりを俺は相変わらず見ていた。


    「……大丈夫なの？」


    　それなりに心配そうな声を鷹音はかけてきた。


    「大丈夫だって。最近、たまにこうなるんだ」


    「転校生、何かの病気？」


    「ベトナム帰りだからフラッシュバックに悩まされてる。両目のない医者とか見える」


    　言っても、鷹音はきょとんとした顔で首を傾かしげていた。別に、ついて来なくて良かった。むしろ一人にしておいて欲しかった。


    「本当に大丈夫だから、もう戻れって」


    「いや、正直、抜け出したかっただけだからさ、私も。気にしなくていいよ」


    　あっけらかんとそう言われると、俺ももう何も言えなかった。


    「……心配して欲しかった？」


    「まさか。心配なら眼鏡だけ外して貸してくれ。それ見てると落ち着く」


    「気に入ってるから、やだ」


    　俺は溜ため息いきを吐ついて、それ以上の会話を諦あきらめた。何となく保健室に向かって歩いていく。鷹たか音ねが俺の横を、やっぱり黙だまってついてくる。校舎内は、授業中でもそれなりに騒さわがしかった。教室内からはたまに笑い声が聞こえてくる。教師と冗談を言い合いながら授業を進めたり、実習が多いのか私語が飛び交っていたりしていた。


    　二年の、進学クラスだけが、しんと静まりかえって浮いている。


    「……そういえば、ブログにコメント付けた。プロジェクトメイヘム」


    「ブログ名を言うな。なんか恥ずかしい」


    「やっちゃった系だよね。嫌きらいじゃないけど」


    　そう言われると立つ瀬せがない。


    　しかし文字で読まれるのと、それを音読されるのはまた別の話ではないかとも思う。プロジェクトメイヘムという、俺が好きな映画に出てくる単語から取ったブログのタイトルは、我ながら青あお臭くさい気恥ずかしさを覚える。


    　本当はもう少し軽い、やる気のなさに満ちたタイトルに変えたいのだけれど、もう二年以上やっているから中々変更もできない。それなりに、読んでくれている人もいて定着しているのだ。


    「大体、お前映画とかあんま見ないみたいなのに、何で俺のブログ知ってんだよ？」


    「え、だって前に軽く炎上してたじゃん。あれをまとめサイトみたいので見て知った。アニメの悪口書いてるやつがいるーって」


    　俺は舌打ちをして顔を顰しかめる。


    　以前、たまたま見たアニメの劇場版がどうにも面おも白しろくなかったのでそう書いた。その時の俺は何かのスイッチが入っていたらしく、自分でも驚おどろくようなバリエーション豊かな語ご彙いで罵ば倒とうを並べ立てて、その結果、熱心なファンに否定され、スイッチがまだ切れていなかった俺は残りの弾丸を全すべて投入する勢いで喧けん嘩かを買った。


    　後悔している事の一つだ。最後にはこちらから詫わびた。


    　ネット上で揉もめると、俺はどうにも、嫌いやな気持ちになる。きれいな湖に排水を流し込んだような台無し感に頭を抱えてしまう。俺はネット上の人間関係には臆おく病びようで、そして愛あい想そ笑わらいを忘れないし、それを面倒とも思わない。


    「なんか文章が面白いんだよね、転校生のブログ。映画見てなくても読んでて面白い」


    「そら、光栄だ。だったら荒らすみたいなコメントしないでくれ」


    「荒らしてないっしょ」


    　俺が気に入っている映画の、珍めずらしく褒ほめて平伏している感想のエントリに『眼鏡フェチ』とか一言書き込むのは、俺にとっては荒らしコメントでしかない。控えて欲しかった。仕方がないので返事もせずに放っておいている。


    「なんか教えてよ、面おも白しろい映画」


    「知るか。勝手に探せ。十本くらい何でもいいから借りてくりゃ当たりが一本くらいある。俺はそうやって映画見るようになった」


    「……愛あい想そないなー」


    「俺はお前のコンシェルジュじゃない」


    　鷹たか音ねは黙だまる。それで会話は途切れた。保健室の前まで行って、どこまでついて来るんだという顔で鷹音を見る。


    「もうここで戻るよ。寝ててもつまんないし」


    「何しに来たんだよ、お前」


    「映画教えてもらおうと思って」


    「……だから、趣しゆ味みなんか人それぞれなんだから、『なんか面白いの教えて』ってのが一番ハラ立つんだよ、面白くなかったら俺のせいになるじゃねえか」


    「んなに怒おこらなくても。じゃあアレ借りる。ハンティングシリーズ」


    「……言っておくけど面白くも何ともねえからな、アレ」


    　俺が最近、熱心に感想を書いているシリーズだった。シリーズといっても、提供元が恐らくは格安で買いあさってきたであろうクソ映画に片かたっ端ぱしからハンティング何とかって邦題を付けて勝手にシリーズと言っているだけで、それぞれ繫つながりは一切ない。何本かは作られた国まで違う。


    「ま、適当に借りて見る。今日はサボって早く帰ろうと思ってるし」


    「……密告されんじゃねえの、んな事してたら」


    「お、それもう聞いた？」


    「まあ、何となく……なんつうかイカレてんな、あのクラス」


    「バカばっかりだからね」


    　吐はき捨てるように言った。冗談めかした口調でもなく、本音の評価という言い方。


    「別に密告なんか好きにしろって話だけどさ。大学なんかどうでも良かったけど、あんな有様だとアタマきちゃって。自力で行く事にしたから全然平気」


    　至し極ごく、真っ当な反応だった。


    　鷹音のリアクションは、別に反抗的でもなければ奇抜でもない。上からそんな話を持ちかけられたら、そう思うのが当たり前だと思う。ただ俺は、大学なんかどうでもいいと思っているから、その辺りは分からない。


    「んじゃね、転校生」


    　手を振って、鷹音は背中を向ける。話し好きの、ぽんぽんとよく喋しやべる女だった。本来ならそういうスタイルで生きている女なのかもしれない。あのクラスの中にいるのは、さぞかし苦痛だろう。


    　蒔まき絵え先生とよく似ている。あの先生も、自分を押し殺してクラスに合わせている。


    　違うのは、自分から密告を推すい奨しようしておいて勝手にしんどくなっている、という部分だけだ。鷹たか音ねは巻き込まれたに過ぎない。


    　考えていたって仕方がなかった。


    　吐はき気も眩暈めまいも収まっていたけれど、せっかく来たのだしと思って、俺は保健室の扉を潜くぐり、授業が終わるまで寝ていようと、そう決めた。


    



    
      四

    


    



    　早さつ速そく、学校をサボった。


    　別に進学クラスの連中の目を躱かわそうと思っての事じゃなく、単館上映をハシゴするオフ会に参加したかったからだ。平日の、料金の安い日を狙ねらって行くという流れで、『学校あるんじゃないの？』なんて言われたものの、サボると返したら盛り上がっていた。


    　俺が関東圏に引っ越してきたお祝いも兼ねてとなると、中々断れないし、断る気も全くなかった。


    　メンツは俺を入れて四人。


    　みんな一回りぐらい年上で、普通に生きてたら一いつ緒しよに映画を観に行くような付き合いにならないような人たちだった。平日に映画を観られるくらいだから、仕事もそれなりに自由が利きく、あまり安定していない人たちだった。


    　もっとも、一人外回りのサラリーマンもいて、その人は背広を着ていた。二本ばかり付き合いたい、という趣しゆ旨しで参加している。その他は高校生の俺と、ライター稼業だというおっさんと、イラストレーターの女性が一人。


    　実に統一感がない。


    　趣味とセンスだけでピックアップされて集まってきたメンツだった。


    　朝から一本、まずは結構有名な監督の作品を観る。有名監督の割りに全く世間に宣伝されていない、難解というか理解できないようになっている作品だった。俺は内容なんかより、登場人物がみんな痛々しい目に遭あってグロい表現が満載だったので楽しめた。


    　終わってから次の映画館の近くまで移動して、軽く食事を取る。


    「あの映画、分かんないって言っちゃったら負けたみたいで悔くやしいんだよな」


    　ライターのおっさんが、本当に悔しそうにそう言う。


    「かといって映像がとか演技がとかは逃げたみたいだし」


    「ストーリーはおまけですって言い切るのもねー」


    　イラストレーターが同意した。それなりに、映画を見る姿勢に哲学を持っている人たちだ。俺みたいに、爆発シーンではしゃぐガキみたいに、人が死んだり不幸になったりグロかったりだけで喜ぶような思考回路は持っていないらしい。


    　ブログも持っていて、俺のとは比べものにならないメジャーなところだから、それなりの発言も求められる。既すでに個人的に、つまんないだの面おも白しろいだのの一言で済ませる事はできなくなってしまっている人たちだった。


    　俺は、それに抵抗するように、よくそんな一言で済ませる。


    　つまらん、とかの一言で終わらせるんだけど、新鮮なのか、却かえってこういった大手の人たちにウケていた。


    「キョウイチさんの文章って、結構ツボなんだよな」


    　サラリーマンがそう言ってくれた。完全に年下の俺にもさん付けをする。みんなそうする。年齢による上下関係を忘れたみたいにそうする。ある意味、適度な距きよ離り感かん、馴なれ馴れしさを出さないための工夫でもある。


    「ツボってなんすか、ツボって」


    「いや、なんかいいタイミングで入ってくるからさ。色々言いたいなあって思ってるとこに『つまらん』って一言書かれちゃうと、ああもうこれでいいやって」


    「あれ、羨うらやましいんだよなー」


    　ライターが冗談とも思えない口調でそう言った。俺にしてみれば、何となく理屈を述べたり分析したりするのもかっこ悪いし、そもそも大した事は言えそうにないからストレートかつシンプルにそう評価しているだけだ。


    「でもキョウイチさんたまに長文で悪口書くよね」


    「ああ、あのアニメの」


    「それやめてくださいよ、何となくだったんすから」


    「でもあれでキョウイチさんのブログ知ったよ、俺」


    　サラリーマンは俺のブログが好きらしい。この人もブログをやっているのだけれど、正直、俺はあまり面白いと思った事はない。無難で、ありきたりな事しか書かないし、とにかく有名どころにすり寄りたがる。


    　ただこうして会うと、そんなに悪い感じはしなかった。こういうのが、ネットで損をするタイプなんだろう。ネットは人付き合いのできないコミュニケーション不全が集まるみたいに言われるけれど、現実でまともなのに、ネットでパッとしない人というのもかなりいる。


    「アニメのやつって、何がそんなキョウイチさんの琴きん線せんに触れたの？」


    「アニメがそもそも嫌きらいなんでしょ？」


    　イラストレーターは自分の仕事にも関かかわってくるからか、少し言い方が冷たい。とは言え顔は笑っていた。


    「嫌きらいじゃないですよ、だからあれたまたまですって」


    「じゃあ好きなアニメ、何？」


    「……スキャナーダークリーとか言っても納得してくんないですよね」


    「国産がいいなー」


    　面おも白しろがってイラストレーターが煽あおってくる。俺は少し考える。


    「……じゃあ、もののけ姫」


    「何それ、安パイに逃げてない？」


    「いやいや面白いじゃないですか、もののけ姫。首も飛ぶし」


    「そこかい」


    　他愛たわいもない、そんなやりとりをして、時間が来たから次の映画を観るために店を出た。サラリーマンが金を払って、領収書をもらっている。


    　ライターの人もイラストレーターの人も、多分領収書は欲しい。いらないのは俺ぐらいだ。サラリーマンは営業だと言って精算してもらうと言っていたけど、本当かどうかは分からない。いいところを見せたかっただけかなと冷たい目で見てしまう。


    　いい人なのだけれど、どうしてもネットでの立ち回りが、ブログのつまらなさが、俺の評価をおかしくする。別に面白い事を書けなくても平凡でも、分析が甘くてもどうでもいいじゃないかとは思うのだけれど、それが全すべてだと一方でも思ってしまう。


    　次の映画はＲ15指定のバカげたエロコメディだった。今時、この程度で検閲かけなくてもという感じの内容。


    　サラリーマンはこっちが観たかった様子だった。アメリカ人の若い女の裸が山盛りで出てくる、しょうもない映画。


    「おっぱい成分補給しましたので、自分はこれで！」


    　元気よくそう言って、サラリーマンは離り脱だつしていった。携帯の番号を訊きかれたので教えてしまったのだが、大して仲良くなりたいとも思わなかった。高校生と番号交換とかちょっと感動するな、なんて言ってたけど、愛あい想そ笑わらいしか出てこない。こっちはつまらんおっさんの電話番号を登録しているのだ。


    「……あの人もしっかし、オフ会好きだね」


    　イラストレーターが多少、バカにしたようにそう呟つぶやいた。


    「オフ会好きなんですか、あの人」


    「いや皆かい勤きん賞しようじゃない。こんなちっさいのにまで顔出すんだから」


    「俺の主催には必ずいるね。そういや」


    　ライターが今いま頃ごろ気付いた、みたいに言う。ずっと前から気付いていたのは間違いなかった。ネットで知り合ってみたところで、誰だれだって仲良くなれるものじゃない。取りあえずは受け入れられるけれど、社交辞令みたいなものだ。


    　映画が好きにも色々ある。他人と会話するためのツールとして好きなら、マニアックに走る意味はない。話題を合わせられるような見方をする。


    　誰だれか有名どころが面おも白しろいと言えば、すかさず追つい随ずいして面白がるタイプ。


    　実際に会って話せば普通の人なのに、と思うと、サラリーマンがいなくなって少し楽になったみたいな顔をしているライターとイラストレーターの姿に悲しい気分は覚える。俺もそういう扱いなのかなと不安になる。


    　俺のやってるブログだって、大して人も見に来ない、メモ帳みたいな内容のブログだ。ただ、変に趣しゆ味みが合ってしまって、このライターやイラストレーターみたいな有名どころと仲良くしている。それが箔はくみたいになってんだろうな、とは自分でも思う。


    　始めた頃ころは中学だったし、今でもまだ高校二年だ。若い、というのも構ってもらえている要因なんだろう。いい年をしたサラリーマンが書いてウケなくても、同じような内容でも高二のガキが書いていれば見る目も変わる。その辺は、このオフ会が丁ちよう度ど縮図みたいなものだった。


    　俺はネットの付き合いに関しては、慎しん重ちようで臆おく病びようになるし、色んな事を気にするし、嫌きらわれたくもない。ただ、いい顔をしてあちこちに頭を下げていると、後から面倒になりそうで、ブログじゃ素で通している。


    　それで知り合えれば、それは素のセンスでいいという話だ。


    　好きでもない映画を人間関係だけで褒ほめて、誰かと仲良くした所でしんどいだけだ。


    「次、行きますか。本番って感じで」


    　ライターがそう誘いざなって、次の映画に行く。サラリーマンがいなくなってから本番というのも露ろ骨こつだった。前から仲がいいイラストレーターと、あとは俺しかいないから、少し本音を出している。俺は、本音を漏もらしてもいい相手と認定されている。


    　くだらない事だけど、俺はそれが少し嬉うれしい。


    　本番というだけあって普通に面白かった三本目は、湾岸戦争を題材にした映画だった。新兵たちが戦争だと意気込んでやってきたものの、だらだらと退屈に日々が過ぎて全く戦争という実感がなく、勝手にパーティを開いて怒おこられたりする。最後にようやく戦せん闘とうになり、遂ついに人を殺すのかと思えば空爆にかっさらわれて何もせずに終わってしまう。


    　ドキュメンタリー要素を盾たてにした、やや皮肉なコメディとも思えて、こういう客の期待を外す嫌いやがらせみたいな映画はライターの趣味なのは分かっている。俺も嫌いじゃなかった。


    　外に出ると、日が暮れかけていた。


    「あとはレイトショーで一本だな。キョウイチさん時間大だい丈じよう夫ぶ？」


    「終電に間に合えばいいですよ。次のが俺の本番ですから」


    「劇場公開に踏ふみ切った意図を知りたいアレな」


    　ハンティング・ビギニング。


    　それだけ聞くと『ハンティング』という映画の、プロローグ的な作品に思える。当然の事ながら、実際はまるで関係がない。ハンティング・ビギニングも何も、原題は『ブラッドオーシャン』という、これまた全く何ら関係もない映画だった。


    　俺はそのシリーズが気になって仕方がなかったので、週に一度のペースで一本ずつ借りて、そのレビューを続けていた。みんな気になっていたらしく、俺のブログは珍めずらしく盛況で、有名なブログで紹介されたりもしていた。


    　だから今日のイベントは、まさにハンティング・ビギニングこそが本番なのだ。それを見ないで帰ってしまったサラリーマンは、別のところに本番を設定していたんだろう。


    「キョウイチさんのブログで流は行やってるって勘かん違ちがいしちゃったんじゃないの？」


    「俺のブログに、んな影えい響きよう力りよくないっすよ」


    「またまた、結構持ってるでしょ、影響力」


    「だったらあの恥ずかしいブログのタイトル変えたいっすけどね」


    「何で？　いいじゃん、メイヘム計画」


    「同級生にやっちゃった系って言われましたからね」


    　鷹たか音ねの顔が過よぎる。イラストレーターは『そういやお前高校生だっけ』みたいな、意外な表情をしていた。


    「ブログとかって同級生に見せるもんなの？」


    「まあ、見たいって言われたら」


    「俺だったら知らないフリしてると思うけどな。家電量販店で『インターネットください』って言っちゃうキャラで貫くね」


    　ライターがそう言って笑う。


    「なんていうか、友達とかさ、そういうのに演出してる自分みたいの見られるの落ち着かなくねえ？　絵とかもさ、見られると恥ずかしくない？」


    　イラストレーターが苦笑した。


    「モノによるけど、そりゃ。オタク趣しゆ味みは気ー遣うしね」


    「キョウイチさんって、周囲にそういうの隠す？　隠さない？」


    　悪意もなくライターはそう訊きいてくる。隠すも隠さないも、そんな相手もいない。俺には鷹音の顔しか浮かばなかったし、鷹音には別に、趣味を隠したりしない。


    「……別に隠しませんけど。自分からアピールしたりもしませんけどね」


    「そういう感じはするよなー、素、って感じがいいんだよな、キョウイチさんの。造ってないもん」


    「造ってるもんなんですか、みんな」


    「そりゃある程度は。日ひ頃ごろできない事やったりするのもいるけど。俺なんかは一応、売り物意識してるからそういう気遣いもあるし」


    　ブログを売り込んで書籍化し、そこからこの人のライター稼業は本格化したらしい。インターネットはビジネスの場になっているんだろう。趣しゆ味みもある程度は残っているだろうけれど、基本的には営業の面が強い。そういう、作り込み。俺はそれを知っていて、このライターの素顔なんて知らないけれども、多分、普通に、尊敬している。


    　有名な映画評論家、というわけじゃない。音楽ライターもやるし、コラムでその時の話題を扱ったりもするし、どれかで一流、というものでもなかった。業界で言えば中堅どころなんだろう。


    　俺はこの人の書く文章の切り口や、視点や、単純に文体が好きだった。


    　好かれたいと思うし、嫌きらわれたり軽んじられたりしたくないとも思う。それは俺が、実際に顔を合わせているクラスメイトなんかには絶対に抱いだかない感覚だった。


    　スクランブル交差点を、人混みに紛まぎれて横断する。


    　いつもは人目なんか気にしない俺も、誰だれかと、人混みの中を歩いていると、自分をつい客観視してしまう。サラリーマンがいなくなって、ごちゃ混ぜな感じは薄うすれて、俺だけが浮いているような錯さつ覚かくを覚えてしまう。


    　ライターとイラストレーターは、見た目は普通だ。オタクっぽさもない。カップルを邪じや魔ましているブタがいるように見えないかと気にしてしまう。実際、この二人はお互い既婚者で、別に色恋沙ざ汰たの類たぐいもない友達同士なのだけれど、俺は自分に引け目みたいな物を抱えてしまう。


    　クラスメイトには欠片かけらも払わない、交友のための代価を、俺はネットの知り合いには惜しげもなく払う。まだ足りませんかと自分の中を漁あさってさえいる。そして実際、俺は巧うまくやっていた。


    　何でなのか、たまに考える。考えても分からなかった。


    　ただ、息苦しさがない。暑苦しさがない。ドライで、心地よい距きよ離り感かんがあって、そして何より自然と仲良くなっていく。波長が合う、とでも言うのか。それにしたって、クラスメイト相手に探した方が、年も同じなのだしよっぽど見つかりやすい筈はずだった。


    　それなのに俺は、わざわざ嫌われて孤立し、孤立している事で安心する。


    　周囲を引っかき回して挑発さえする。それを楽しむ悪趣味さがある。鷹たか音ねが、『ネットではキャラを変えているのか』と訊きいてくるのも分かる気がした。それでも、俺は何も変えていない。


    　映画館についてチケットを買い、パンフレットやグッズを覗のぞいて回り、時間を潰つぶす。


    　窓の近くで、不意に足を止めた。外は暗くなっていて、街灯と看板のネオンが控えめに周囲を照らしている。そこに連れ添って歩いている男女に見覚えがあって、つい、視線をそっちに奪われた。


    　蒔まき絵え先生に間違いなかった。横にいる長身は、クラスメイトの統とう吾ごだ。


    　教師と生徒がこんな場所で、こんな時間に並んで歩いているというのは俺の好奇心をくすぐった。単館上映の映画を見るために俺はこんなところに来ているが、この街はあの学校に通う生徒らの活動範囲からは外れているし、来るにしても休日を選ぶ。


    　学校が終わってから、わざわざこんな離はなれた街で並んで歩いている。


    　俺は映画などどうでもよくなりかけていた。ここを飛び出して後をつけてみたかった。それをどうにか堪こらえられたのは、この学校では何もするまいと決めていたからだ。


    　無理矢理に視線を外して、壁に貼はってあるポスターに目を向ける。ダリオ・アルジェント監督作のポスターがコレクション風に並んでいる中で『トラウマ』のポスターが目にとまった。若かりし日のアーシア・アルジェントの、恐怖に引き攣つった顔。親おや父じが監督している作品で容よう赦しやなくヌードを撮影される、業ごうの深い俳優で、俺が大好きな女優だ。


    　その顔が、迂う闊かつな行動をするとおかしな機械で首を切り落とされると警告しているような気がした。


    　振り返ると、もう蒔まき絵え先生と統とう吾ごの姿はどこに行ったか分からなくなっていた。


    　どうでもいい。興味がない。


    　俺は自分にそう言い聞かせたまま映画を観て、結局、内容が今ひとつ頭に入らなくなっていた。
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    　汗だくで、帰宅する。


    　俺の住んでいるアパートは、街灯もまばらな真っ暗な路地の突き当たりで、間取りは１ＬＤＫ。ちょっと豪勢な、大学生の一人暮らしって感じの部屋だ。少なくとも親子で住むには不便が多い。


    　とは言え、親父は殆ほとんど家にはいない。帰ってくるのも遅いし、出て行くのも早い。寝るためだけに帰ってきているようなものだから、俺は親父の金で優雅に一人暮らしをしているようなものだった。


    　ポストに俺宛あての郵便物が突っ込まれていた。緩かん衝しよう材ざい入りの封筒だから、通販で買ったＤＶＤのようだった。部屋に入って、封筒を開封もせずに放り投げる。一刻も早く、この不快なシャツを脱ぎたかった。


    　体に、シャツがコールタールみたいにへばりついている。引きはがすように脱ぐ。体脂肪が化学反応でも起こしているのか、俺の全身からはとんこつラーメンみたいな体臭が漂っていて、我ながら不快だった。


    　これだけ汗をかいたところで痩やせる気配はない。


    　体重は九〇キロ前後をゆらゆらと増減している。背がそれほど高くない俺にとってはかなりの肥満体重になる。別に痩せるつもりもなかった。ルックスを気にして生きてこなかった。健康そのもので肥満の弊へい害がいも出ていない。一〇〇キロを超えたら考えるつもりだった。人間の膝ひざが耐えられる重量がそのぐらいで、そこを超えると膝に故障が出ると聞いてから、それだけは意識していた。


    　シャワーを浴びて髪を洗い、疲れた体に一息入れる。


    　親おや父じが帰ってくるのはまだ先だった。俺が寝ようかという頃ころにいつも帰ってくる。間取りの中で区切られた一室は俺の部屋で、親父はリビングに寝ていた。帰ってきても、壁越しに『帰ったぞ』なんて言うくらいで、いちいち顔を合わせようとはしてこない。


    　世間に言わせれば放置気味の子育てなんだろうけど、俺はその方が有あり難がたかった。


    　変に親子の繫つながりを意識しなきゃならない年でもないし、いっそ一人暮らしをしないかと言われた事だってある。


    　自分の部屋に戻って部屋着に着替え、折りたたみ式のパイプベッドに腰掛ける。


    　小さなテーブルと、このパイプベッドぐらいが俺の家具だった。リビングにあるのも、ソファの形にしかした事のないソファベッドと、それほど大きくもない液晶テレビにＤＶＤプレーヤーぐらいだ。


    　料理人の癖くせに自宅のキッチンは放置しっぱなしで、食器だって引っ越し用の段ボールに入ったまま、必要に応じて取り出して使ったりしている。あとは飲み物しか入っていない小型の冷蔵庫と、大して使っていない炊飯器といったところだ。


    　日本中、どこにいつ移動するか分からないから、こんな有様になっている。


    　トラックの荷台に積みきれるだけの家具に納めるのが習慣になってしまっている。俺の身の回りぐらいは多少増やしてもいいような気がするけれど、親父の影えい響きようからか、なるべくコンパクトで質素に収まるようになってしまっていた。


    　多機能のスマートフォンというのはその点、俺にとっては好ましいアイテムだった。昔は古いノートパソコンも併用していたのだけれど、壊こわれたので捨ててしまい、それ以来買っていない。ＰＣなしでの、単体での使用になにかと不便が伴う機種で、おかげで音楽ファイルのデータが随分前から変わっていない。


    　大して音楽は好きではなかったし、映画を見るのは自宅のテレビか映画館でと決めているから、それほど不都合はなかった。


    　充電端たん子しをコンセントから繫いで、机に置く。気に入って買った削り出しの頑丈なアルミケースが、ごとりと重い音を立てた。液晶に指を走らせて音楽を鳴らしながら、ベッドに寝転がってウェブサイトを色々と閲覧する。


    　全身の脂肪に溜たまった熱量がなかなか去っていかない。


    　水を浴び、お湯を被かぶって全身を洗い、それからまた水を被って出るスタイルを取ってみても、すぐにまた、熾おき火びみたいに体温は少しずつ上がって溜まっていく。窓を開けて風を取り込み、ぼんやりと寝転がっているとそれは宥なだめられるみたいに落ち着いていく。


    　俺のブログを覗のぞく。


    　二年ぐらい更新を続けているから、ブログとしては安定期といったところだ。開設したものの半年もせずに更新しなくなるブログは数多い。実のところ、中学二年の時にそれをやらかした。あの頃ころは方向性も定まっていなかったし、何をしていいのか分からなかった。


    　ネットの世界に、初めてアクティブに、発信側で回ってみた、という感じだった。


    　瀬せ踏ぶみをするように色々とやって、他人のブログを荒らす寸前にまで踏み込んで、適当なところでやりたい事を見つけて切り上げた。


    　再スタートを切った『プロジェクトメイヘム』は、事前の経験を踏まえて、マイペースにリズムを保って更新できている。それは俺が唯一持ち合わせている社交性だった。


    　それを広げようとも、特に思っていない。


    　別に、誰だれも読まなくなったとしても、俺は相変わらずブログを更新し続けるだろうとは思う。そうしないと、観た映画の事さえ忘れてしまいそうで、それは少し勿もつ体たいない。


    　しばらくぼんやりと、自分の書いた文章を読み返して誤字やおかしな表現を探したり、更新された他人のブログを読んだりしていた。俺も、オフ会で観た映画の感想など書きたいのだけれど、正直、あまり記き憶おくに残っていない。文字に起こす気力が湧わかない。


    　携帯端たん末まつを放り出し、俺はぶん投げたままの封筒を引っ張り出した。


    　梱こん包ぽう用の、緩かん衝しよう材ざいでふわふわとした手触りの封筒。何を注文したんだっけな、と記憶をまさぐりながら機械的に開封する。開封しながら、中身がＤＶＤのソフトケースではないのに気付いていた。からん、と金属音を立てて、棒のような物が転がり落ちてくる。


    　一いつ瞬しゆん、何か分からなかった。それは本当に一瞬の事で、俺の記憶は瞬またたく間にそれが何かを教えてくれる。俺は分からないままのフリをしようとして、それが無む駄だだと諦あきらめた。横から殴なぐりつけるように、俺の記憶は容よう赦しやなく答えを弾はじき出す。


    　安っぽい、なまくらなバタフライナイフ。


    　規制がかけられていて、購入するのに苦労した事まで思い出せる。結局、ブログで知り合った人から譲ゆずってもらった代しろ物ものだ。誰か刺すの、なんて笑って言われて、刺しませんよ、と俺も笑って答えた。


    　噓うそは言っていない。俺がこれを使うわけじゃなかった。


    　悠ゆう一いち郎ろうにやった物だ。何も言わずにこっそりと鞄かばんの中に放り込んでおいた。俺が仕組んだ、誘ゆう導どうしようとした、悠一郎の最後の手段。悠一郎が、自分を虐いじめていた奴やつを火だるまにした前日だった。


    　全部分かっている、とでも言いたげな悠一郎の目を思い出す。


    　あの目が、俺の何かを抉えぐり取った。


    　お前のお膳ぜん立だてなんかより、もっと強きよう烈れつで、派手な事をしてやったという、言ってみればそれは勝利宣言だった。虐められていた悠一郎が、相手をナイフで刺す、なんてのより比べものにならないほど激しいやり方。


    　バタフライナイフを開いて、刃を露ろ出しゆつさせ、その刃に指を走らせる。


    　親指は薄うすくへこんだ線がつくだけで、皮一枚、切れなかった。


    　これをくれた人は登山が趣しゆ味みだと言っていた。元々、バタフライナイフは登とう攀はん中に片手で開閉ができるという理由で使っていたのだという。使い勝手が悪いのでしばらく放っておいたからなまくらで切れたもんじゃない、と笑っていた。


    　切れなくて良かった。尖とがった刃先は、思い切り突けばそれなりに刺さる。


    　その程度で良かった。俺が悠ゆう一いち郎ろうに期待したのは、その程度のイベントだった。


    　悠一郎は、それを全すべて見抜いたみたいに、俺のナイフは使わずに自分で考えたであろうやり方で復ふく讐しゆうを実行した。


    　あの虐いじめ方は、度が過ぎていた。


    　悠一郎は完全に人間として扱われていなかった。


    　仇あだ名なはＣＲ。パチンコ台のアタマに付けられるアルファベット。


    　クラスのど真ん中で、自分の肛こう門もんに自分の手で、年齢と同じ数だけのパチンコ玉を入れろと命令されてやらされていたのがきっかけだ。泣きながらそれを実行して、途中で限界が来てぼろぼろと無残にパチンコ玉が吐はき出されてくる様は、やらせていた連中によって携帯のムービーに保存されていた。


    　尋常な状況じゃなかった。


    　だから、やり方はどうあれ、悠一郎が復讐に走ったとしても仕方ない、という空気はある。そこまで人間性を踏ふみにじられたら、誰だれだって何かが壊こわれる。常軌を逸いつした行動に走る。


    　悠一郎が自殺しなかったのは、俺がいたからだ。


    　俺は虐めに参加しなかった。悠一郎にごく普通に接していた。一いつ緒しよに映画の話なんかも、たまにした。鷹たか音ねに言ったように十本借りろと言ったら素直にそうして、ゾンビ物にはまっていたのが分かりやすい奴やつだと思った。


    　あいつは俺との繫つながりだけで自殺を選ばなかった。


    　俺が優やさしさでそうしていたわけじゃない。同情でもない。虐めへの反発でもない。


    　俺は、あいつが、自殺しないようにコントロールしていただけだ。味方がいると錯さつ覚かくさせただけに過ぎない。そもそも、悠一郎への虐めが加速していったのは俺が周囲に、色んな話を虚実入り交じらせて伝えていったからだ。軽く虐められていた悠一郎への暴挙を加速させるには、背中を押してやるだけで充分だった。


    　クラス全体を悠一郎への虐めで一本化させて、悠一郎には偽いつわりの救いをさしのべて。


    　悠一郎に鬱うつ屈くつした狂気が眠っている事は分かっていた。俺との付き合いのためだけに映画を観始めてハマったというゾンビ映画の、ディティールにも監督にも俳優にも、パターン化したカテゴライズにも悠一郎は興味を示さず、知識は浅く借り物のままで、ただ残ざん酷こくな描写だけを追い求めていて、似たような殺害シーンを何度でもあいつは観ていられた。


    　決して、作品を俯ふ瞰かんして、観客になろうとはしなかった。


    　悠ゆう一いち郎ろうにとって映画作品は、自分が入り込んで妄想するためのバーチャルリアリティ空間そのものだった。俺ならこうして戦う、こうして殺す、こんな風に殺してやる、『自分ならこう行動する』という感想しか、悠一郎は俺に話さなかった。


    　悠一郎に踏ふみ込ませるにはきっかけ一つあれば良かった。あいつには交渉も駆け引きもできない。どんな目に遭あっても我が慢まんするか、一気に爆発させるか。


    　ナイフで刺してくれれば、それで終わりだった。クラス全体の人間関係に暗い影を落とすには、その程度で良かったのだ。


    　それが、人一人を焼き殺そうとするまでになった。


    　しくじったのだと俺が悟る頃ころには、俺は今の学校に転校する事が決まっていた。九州から関東への転居。俺はいつもの数倍規模でクラスをめちゃくちゃにして、他人の人生を叩たたき壊こわして、跡あとを濁にごしまくっていなくなった。


    　悠一郎は捕まって、どこに収容されているかも分からない。


    　クラスの連中には、一生モノのトラウマが残っただろう。俺でさえ、フラッシュバックに悩まされているぐらいなのだ。何も知らずに虐いじめていた方など、それこそまともな状態に戻れないかもしれない。


    　これは、俺の、習性だ。


    　いつの間にか染しみついた癖くせ。


    　クラスを最悪の空気に叩き落としてから転校していく。俺はずっと、そういう行為を繰くり返していた。


    　何だってそんな人間になったのか、自分でも分からない。


    　それは俺の生き甲が斐いみたいになっていた。転校初日から、どうやってここを無む茶ちや苦く茶ちやにしてやろうかとそればかり考えていた。誰だれかに悪意を微かすかにでもぶつけられ、向けられると、俺のシステムは正当性を得たとばかりに作動を開始した。


    　それがあんな事になるなんて想像もしていなかった。


    　他人を、悠一郎を人とも思わない扱いで遇して、踏みにじり、高笑いをしていたような人間が、ガソリンで焼かれて死にかけた。因果応報なんて言葉じゃ納得できない。それは俺の考えていた物とは違う。


    　死なない程度に刺す。その程度の事しか俺は想定していなかった。


    　悠一郎は俺を見抜いていた。最後の最後で俺を見抜いて、復ふく讐しゆうではなく俺の度肝を抜くためだけにあんな事をした。


    　封筒を見返す。よく見れば、転送された代しろ物ものだった。宛あて先さきの住所は、九州にいた時の物だ。差出人の名前はない。


    　誰が俺に、こんな物を送ってきたのか分からなかった。


    　悠一郎はまだ鑑別所か少年院にいるか、病院に措そ置ち入院している筈はずだ。こんなものを郵送できる筈はずがない。じゃあ誰が、何のために、こんなナイフを俺に送ってきたのか。まるで何も分からずに、俺は吐はき気が込み上げてくる。


    　バタフライナイフの刃を閉じる。フックをかけて開かないようにし、見えないように封筒に収めて放り投げる。


    　何かのイタズラかとも思った。すぐに取り消す。


    　悠ゆう一いち郎ろうしか知らない筈だった。たとえ悠一郎の親が持っているのを見つけても、俺から送られたなんて分かるわけがない。そもそも本人が直接使ったわけでもない。そして悠一郎は、俺にナイフを送れるような環境にはいない筈なのだ。


    　頭の奥が痺しびれるように疲れ果ててきて、俺はそれ以上、考えるのを止やめた。


    　ベッドに横になり、携帯端たん末まつをいじりもせずに目を閉じる。


    　何のメッセージもなく、ぽんとナイフだけを送ってくる。それは俺が、悠一郎にしたのと同じ事だった。刺せとも何も言わない。ただ送る。手元にそれを忍ばせる。ナイフの使い方など一つしかないという相手にそうすれば、刺しに行くに決まっている。


    　俺は、ナイフなど使う用事はない。


    　たとえ、今の学校で悠一郎レベルの虐いじめられ方をされていたとしても、ナイフなんて物を使って反撃はしない。それは、くだらない。もっと破は壊かい力りよくの高い、面おも白しろい、楽しめる反はん撃げきを用意する。


    　どれだけ考えても、意味も意図も分からなかった。


    　ただぽつんと送られてきたナイフに悩み、怯おびえながら俺は夢を見る。寝苦しい夢の中で、また悠一郎が現れる。オカマみたいな顔をした、青白い小柄な男が俺とすれ違い、俺が挨あい拶さつしただけで、嬉うれしそうにしている光景。その光景が俺の意識を殴なぐりつける。


    　何でもないそんな記き憶おくが、悪夢でしかなかった。


    



    
      六

    


    



    　鷹たか音ねが、メールを寄越した。


    　俺のブログに付いているメール送信フォームから寄越したのが最初だった。返信してからは、直接そのメアドに飛んできている。特にアドレスを交換したわけではなかった。


    　一度か二度のやりとりで、鷹音とのメールはいつもぴたりと止まる。何だって鷹音が、そうやって妙に俺にまとわりついて来るのかは分からないし、深く考えようとも思わなかった。


    　鷹音は学校じゃいつも一人だった。


    　進学クラスの連中は、元々あまりつるんでいるのを見かけないが、その中でも際きわだって一人だった。いつすれ違っても一人で歩いていて、たまに校舎の隅でぼんやりしていて、図書館で一人で本を読んでいたりする。


    　要するに俺と同じ動きをしている。だから一人なんだろうなと思う。


    　そしてちょくちょく、職員室に呼び出される。あのパーテーションで区切られた空間に、蒔まき絵え先生と二人で籠こもり、何かしら説教されている。自分たちのクラスのみならず、他のクラスを密告してもいいとあって、他人の油断を見張り自分たちは保身に長たけている進学クラスの中にあっては、不用意な方だと言えた。


    　進学クラスの、他の生徒が呼ばれているのは、見た事がない。


    　放送で呼び出される名前はいつだって鷹たか音ねだった。


    　保健室の前で、クラス全員を『バカしかいない』と吐はき捨てていた鷹音の顔を思い出す。それは腹の底からの蔑さげすみと言うよりは、不満と不平を無理矢理『バカしかいない』という一言に代弁させたような、複雑な心境が読み取れた。


    　メールには、メッセンジャーのアドレスがぽつんとひとつ、書かれてあった。


    　何か話でもしたいらしい。メールでのやりとりよりも、リアルタイムで投稿が反映されるからスムーズで、俺もよく使うが、同級生とそれをやるのは初めてだった。


    　メッセンジャーを立ち上げる。


    　鷹音をコールして、しばらく待った。向こうが告知に気付いて同じくメッセンジャーを立ち上げるのをぼんやりしながら待ち続けた。メールか何かで伝える事もしなかった。気付かなかったらそれまでだと思っていた。


    　しばらくして、接続される音がした。


    「何か用か」


    「漫画読んだ？」「読んでなかったら今から送る」


    「それ読まなきゃいけないのか」


    「読みなよ」「面おも白しろいから」


    　送るというからには電子書しよ籍せきの形式で送ってくるのかもしれないが、貧弱な俺の携帯回線にそんなものを送られても困る。ただでさえ使いすぎで帯域制限の嵐あらしなのだ。


    「そんなデカいの送るな」「ダウンロード時間一二日とか真ま面じ目めに出る」


    　鷹音は何でそんなに時間がかかるんだと不満そうだった。うちには回線環境というものがない。引っ越しが多いから、いちいち固定回線を契約していられないし、無線回線の契約も俺が金を出すわけじゃないのに俺しか使わないから言い出しにくい。


    　携帯代金だってうちは親おや父じ持ちなのだ。通話は滅めつ多たにしないし、データ回線だけなら定額で収まっている。それが俺の中での、親父に甘えられる暗あん黙もくの了解だった。


    「つまらん」


    　鷹音はそんな一言を投稿して、黙だまってしまう。接続はオンラインのままだった。何か他に話したい事でもあるのかと俺はしばらく待っていたが、沈黙したままだった。


    　こっちから切っても良かった。


    　それをせずにいると、無意識に、俺は投稿していた。


    「この前学校サボって映画観てきた」


    「へえ」「私も誘さそえ」


    「クソ映画ばっかりだぞ」


    「そういえば観た、ハンティング観た」「全然面おも白しろくない」「辛つらい」「吹き替えもないし」


    「ホントに観たのか」「ご苦労さん」


    　しばらく返信はなかった。


    　鷹たか音ねが何でわざわざ、メッセンジャーでの会話をしたがったのか分からなかった。漫画を見たかと訊ききたかったのか。このまま適当に、切断してしまったって構わない。俺は好奇心に負けて、話を変えた。


    「……訊いていいか？」


    「何？」


    「何なの、お前のクラス」「密告とかって何で流は行やってんの？」


    「密告すると成績が上がるから」


    「あのクラスって」「ちょっとは反抗心とかねえの？」


    「最初はあった」「みんなバカにしてたし」


    「それが何で」「んなことになってんだよ」


    「バカが一人自己申告したの」「蒔まき絵え先生の事からかうつもりで」「私イジメやってますって」「実際、やってたんだけど」


    「……そんで？」


    「停学になった」「そんで虐いじめられてた子が評価上がった」


    「イジメで停学かよ」


    「他にも悪さしてたのがぼろぼろ出て来てさ」


    　虐められている奴やつの強みは、虐めているバカの情報を入手しやすいという事だ。相手の内側に入り込みやすいポジションにいるという事だ。それを有効に使うやつは滅めつ多たにいない。反はん撃げきにも使わない。


    　ジュースを買ってこい、とパシらされたのなら、その飲み物に農薬でもぶち込んでやれば一撃で終わりだ。相手がこれから呑のむに違いない物を預けられているのだから、どうにだってできる。あいつらは決めつけて、そして信用する。自分が相手に貼はりつけたラベルを疑わない。


    　そうしない理由は勿もち論ろんある。誰だれだってそんな事はなかなかできない。


    　結局の所、人間関係なんてものは『ずっと一いつ緒しよにいる』『自分もここにいなきゃならない』の二つの縛しばりがもたらす。いなきゃならないのだから無む茶ちやはできない。そうしてなし崩しのまま押し込められていく。誰にだって『次』があるのだ。


    「……そいつ、そんな事してもっとイジメられたりしなかったの？」


    「した」「それも全部蒔まき絵え先生に言ってみんな処分された」「その頃ころにはぼつぼつ密告する人増えてきてて」「あとランキング表が流出したりした」


    「流出って」


    「多分わざと」「それでみんな自分が何位か見当つけちゃって」「それから雰ふん囲い気きが険悪になってって」「イジメてた子は学校辞めちゃうし」「そして今に至る」「以上」


    「……はめられてんなあ」


    　そうとしか言えなかった。一連の流れに作為を感じないとしたらアホだ。どう考えたって蒔絵先生が描いた絵図の通りに進んでいる。そして進学クラスの連中は、多少の作為を感じ取った上でその流れに乗る事にしたみたいだった。


    　元々、実力じゃ大学に行けるかどうかも危ういような学校だ。


    　推すい薦せん枠わくにしたって例えば生徒会長をやるとか、優秀な成績を残すとか、表彰でもされるとか、とにかく面倒な事をこなした人間に与えられていたものなんだろう。それが、たかだか他人を密告するだけという条件で開放されるのなら気持ちは揺れる。


    　そしてましてや、密告がぼつぼつ始まって、具体的なランキングまで分かってしまったとしたら、乗りたくもなるだろう。


    　そこまで纏まとめて蒔絵先生の掌てのひらだとしても、ともあれ推薦枠が手に入るのだから取引は成立する。


    　規律を守れという命令でも、自治でもない。


    　他人を密告すればメリットがあるという提示。


    　自然と、規律は守られていく。よそのクラスの事まで積極的に報告してくるのだから教師は生徒の状態を把は握あくしやすい事、この上ない。


    　教育や指導を放ほう棄きして取引に切り替えて得られた規律ある教室。


    　完かん璧ぺきなクラス。


    　何の事はない、蒔絵先生はそうやって、あの進学クラスを丸ごと一つ、自分の手足に作り替えてしまったというだけだ。


    「……ちょっと感心するな」「そのやり方」


    「褒ほめてんの？」


    「褒めるよ」


    　まるで俺を見ているようだ、と言ってしまえば、自画自賛になるのだろうか。やり方は、嫌いやになるほど酷こく似じしていた。はっきりとは伝えない。匂におわせて、その上で相手がどう考えるか、こう判断しろという誘ゆう導どうを欠かさない。


    　俺は何年もかけてそのシステムを体に叩たたき込んだ。


    　似ている、と思ったケースを外から眺めたのは初めての事だ。


    「蒔絵先生ってなんでそんな権力あんの」「そもそもの話」


    　学校の方針とも思えなかった。方針であるにせよ、それは蒔まき絵え先生の代から、まさに今年から始まった事に違いなかった。三年の進学クラスにそんな空気はない。唯一、あの学校の中でこの学年のあのクラスだけが『秘密警察』じみた雰ふん囲い気きを醸かもし出している。


    「分かんないけど」「一年の時から雰囲気変わった」「昔はまっきー先生とか呼ばれてて」「言ったら舐なめられてたんだけど」「今じゃそんな呼び方誰だれもしなくなったし」


    　見た目通りに評価するなら、蒔絵先生にそんな冷れい酷こくな政治を敷しくような雰囲気はなかった。おっとりした新任の女性教諭。そんな空気しか感じ取れない。それが何をどうしたかスイッチを切り替えて、推すい薦せん枠わくをエサにしてクラスを掌しよう握あくした。


    「……あの先生って新任？」


    「去年から」「要するに私らが最初の受け持ちクラス」


    　そんな教師に推薦枠をどうこうなんて権限があるとも思えない。学校ぐるみにしか思えなかったけれど、それなら何な故ぜ突然、今、よりによって蒔絵先生の受け持った進学クラスにそれを適用したのかとも思う。


    「何つうか」「イカレてんな」


    「でしょ？」「もうぜんっぜん面おも白しろくない」「つまらん」


    　鷹たか音ねはこれを言いたくて、ずっと俺に、どうでもいいメールを送ったりしていたのかもしれない。


    　要するに愚ぐ痴ちりたかったのだ。


    　ネットに書いたって、多分理解してもらえない。そんな馬ば鹿かなと信用さえしてもらえない。実際に見ている人間でなかったら分かってもらえない。俺はその条件に合う、実際にあの雰囲気を見聞きした上でネットに繫つないでいる数少ない人間だった。


    　その上、あの空気を馬鹿げていると思っている転校生なら完かん璧ぺきだ。


    「……前はさ」「面白かったの、あのクラス？」


    　鷹音は、以前は友達がいて、楽しく普通に過ごせていたんだろうかという、どうだっていい疑問。それが不意に訊ききたくなって、俺はそう、打ち込んでいた。クラスの雰囲気が変わったから孤立したんだろうかという疑問。


    「面白かったよ」「普通で」


    「普通でってなんだよ」


    「見てて面白かった」


    　他ひ人と事ごとみたいな返答。俺はその言葉を咀そ嚼しやくするのに時間がかかる。


    「言ってる意味が分からないんですけど」


    「みんな色んな事するから」「生でドキュメンタリー見てるみたいで面白かった」


    「今はつまらない？」


    「だって誰も何もしないで」「真ま面じ目めに勉強して他人の顔色窺うかがってるだけだし」「そんな映画あったって面おも白しろそうじゃないでしょ？」


    「そりゃそうだろうけど」


    　えんえん、授業風景だけを長回しで、何の変化もなく映されたら確かにつまらないだろうけど、鷹たか音ねが見ている風景は映画でもドキュメンタリーでもない。自分を取り巻いていて、自分もその中に所属している現実だ。


    「見てて何にも面白くなくなった」「つまらん」


    「……自分もそこに参加したりとかしないの？」


    「何で？」


    「いや何でって」


    「転校生は役者になりたいとか自分で映画撮りたいとか思うの？」「映画観てて」


    「全く思わない」


    「そういう事。私は見てるだけで楽しいの」「今は楽しくないけど」


    　何となく、分からないでもない。鷹音は人の輪に加わるよりも、それを遠巻きに眺めている方が楽しいんだろう。それは恋愛物であったり友情物であったり、愛憎劇であったりする。同級生の動きを俯ふ瞰かんで眺めてドラマ性を見いだして、その中に関かかわろうとはしない。


    　孤独な人間は大抵、そうだ。


    　俺にもそういう気配はある。


    　バードウォッチングの精神とでも言うのか。自然をあるがままに観察していたいという欲求。他人を多少、見下している、ねじまがった視点。それは輪に入れない人間の持つ微かすかな楽しみでもある。


    　それは痛いほどによく分かっていた。


    　鷹音が、どういうポジションにいてどんな学校生活を送ってきたのか、その考え方だけで理解ができる。


    　そして俺は、もう少しそこに踏ふみ込む。それが俺の習性だった。


    　完かん璧ぺきに調和している生態系に手を入れて破は壊かいする、俺は外来種そのものだった。


    「転校生さ」「ちょっと私に協力する気ない？」


    　その文字列に、何となく俺は嫌いやな物を感じた。背せ筋すじが軽く緊きん張ちようする、予感めいた何か。あるいは単に、鷹音が俺に近づきすぎているという事が、拒絶反応を引き起こしたのかもしれない。


    　学校で顔を合わせても滅めつ多たに喋しやべらず、俺と似て孤独で、そしてネットユーザーで、ついでに言えば変わっている。そういう距きよ離り感かんの女なら、俺のシステムは作動せずに眠っていられる。


    「何だよ」「協力って」


    「ちょっとしたテロ」「革命運動」


    　鷹音はどんな顔でその文字を投稿しているのかと思った。楽しげな顔か。イタズラ心か。それとも真剣になのか。文字のやりとりじゃ顔色も、声色も分からない。何の含みも察する事はできない。言葉の意味だけが唯一のやりとり。


    　そのシンプルさこそが俺を落ち着かせる。


    「何やらかす気だよ」


    「まっきーの言いなりになってるバカどもに思い知らせてやるの」「一人じゃ面倒」


    「……詳しく聞かないと何とも言えねえよ」


    　断ればいいものを、俺はそう返してしまった。


    　興味がないと拒絶すればいいものを、飛び込んでしまっている。


    　自分から深入りしてしまっている。やはり俺は、どこかおかしくなったのかもしれなかった。悠ゆう一いち郎ろうのあの目が、あの時の光景が、俺の何かを叩たたき壊こわした。システムの自律制御を司つかさどっていた部分をショートさせた。


    「興味持った？」「じゃあ今度話す」「学校じゃなんだから」


    　そこで鷹たか音ねのメッセージが一いつ旦たん止まる。


    　続きを待って、俺は液晶をバカみたいに眺めている。


    「明日」「ライブ観に行かない？」


    　唐とう突とつにそんな事を言い出した。


    　何が何だか分からず、俺は馬ば鹿かみたいにどういう事か聞き返す。


    「ちょっと遠くでやるライブだから」「学校早退するか」「最初からサボって」


    「何でそんな事しなきゃいけねえんだよ」


    「共犯関係を築くのって大事だと思わない？」


    　したり顔でそんな文字を打っている鷹音を想像すると笑えてくる。別に、学校をサボる事ぐらい何でもなかった。鷹音の話にも興味があるし、この条件にも挑発されたような気分が高まってくる。


    　俺は申し出を了承した。


    　詳細はメールで、と言い残して、鷹音はあっさりとログアウトする。メッセンジャーに一人きりでログインし続けている俺が取り残されていた。あほらしくなって、俺もメッセンジャーを落とす。


    　蒔まき絵え先生の作り上げた、一面的で一色に塗りつぶされたクラスを変える。鷹音はもっと彩いろどり豊かな、変化に富んだ、普通のクラスが見ていたいのだろう。そのために何か企たくらんでいて、よりによって俺を誘さそっている。


    　俺は、今のままが丁ちよう度ど良かった。


    　ぎすぎすした距きよ離り感かんを保って、表面上は関かかわり合いを持たず、陰でこそこそと他人を蹴けり落とそうとしている教室。そのレースにさえ参加しなければ、俺は望み通り、独りぼっちでいられる。


    　仮に、鷹音が何かを企んでいて、その企みが成功したとしたら。


    　彩りを取り戻した教室の中に放り込まれたら、俺はきっと、耐えられない。その色の全すべてをぐちゃぐちゃに混ぜ合わせて、使い物にならなくする事に血道を上げてしまう。そうせずにいられる自信がない。


    　俺は俺の中に宿っているシステムを、強制終了させる方法を知らなかった。


    　鷹たか音ねは、自分が誘さそっている相手がどんな代しろ物ものなのかを理解していない。


    　俺の望むのは、きっと鷹音の期待とは真逆だ。


    　平へい穏おん無事に回っているところにトラブルをまき散らしていなくなる、はた迷惑な転校生が俺だった。いるだけで周囲が壊こわれていく有害な外来種。


    　俺はしばらく、ホーム画面に戻った液晶を見つめてから、枕まくら元もとに放り投げた。
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     ２．Million Dollar Baby
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    　ウッドベースがリズミカルに響ひびく。


    　古くさい音色が腹にわだかまるように響いて溜たまっていく。


    　狭い入り口を抜けて、混雑した地下室に入っていく。俺みたいな肥満体が入っただけで、不快指数が増すような人混み。そんな中で踊っている奴やつまでいる。最前列の奴らは大盛り上がりで手を振り上げている。


    　このくそ暑い密室の中、ハロゲンの照明が室温を更さらに上げている。


    　爆音が耳みみ障ざわりで、湿気以上の苛いら立だちを俺に抱いだかせる。


    　俺は、ライブハウスの中を見回した。入るのに二千円ばかり取られている。ドリンク一杯分のチケット付き。それほど喉のどが渇いていなかった筈はずなのに、煙草たばこの煙と人の熱気、室内を反はん響きようして転げ回る爆音が、喉の渇きを加速させた。


    　たまらず、瓶びんに入ったジンジャーエールを一本もらう。


    　辺りを見回してみても、俺みたいに上下ジャージなんて格好の奴はいなかった。大して大きなライブハウスじゃない。一〇〇人ちょっとのキャパしかないだろうけれど、俺にはその数倍も群がっているような錯さつ覚かくさえあった。


    　学校を早引けするか最初から休むかの選択で、俺は休む事にした。いちいち帰らせろと面倒な事を交渉するより、朝から電話一本で今日は休みますと伝えた方が楽に決まっている。それに、休んだ方が賢明な場所でのライブだった。


    　何せ県境を二つも越える。距きよ離りはそれほどでもなかったけれど、乗り継ぎと歩きを含めれば家からかかる時間は片道三時間程度。開始は五時からだった。


    　鷹たか音ねは休んだのか早退したのか、知らない。そもそもここにいるのかどうかさえ分からない。噓うそでも吐つかれたのなら、三時間もかけてこんな所に来て、金まで払っていいツラの皮だ。


    　ジンジャーエールを片手に、俺はステージを見る。


    　ジーンズにＴシャツ姿、ギターをたすき掛けにぶらさげたボーカルが目に入る。黒髪をごてごてのリーゼントに固めた、見事なロカビリースタイル。俺は全く興味がなかった。鷹音は何を考えて、こんなライブに俺を誘さそったものやら。


    　騙だまされたかな、と本気で思った。


    　ジンジャーエールを口に運ぶ。慎しん重ちように呑のんだ。音楽に興味がなかったら、このジンジャーエールの値段が二千円だ。


    　その瓶を持つ右手の肘ひじが、ぐっ、と引っ張られた。


    　振り返ると、鷹音がいる。学校の制服姿のままだ。俺は『いたのかよ』なんて声をかけたけれど、音に搔かき消されて何も聞こえていない様子だった。鷹音は俺を引っ張るようにして誘ゆう導どうする。それに従って、さっきジンジャーエールをもらったカウンターの後ろに付いていく。


    　そこにはパイプ椅い子すが二つあって、しゃがみ込むと、音も少しは静かになった。


    　少なくとも人の声は聞こえる程度に。


    「……何だ、これ」


    「ベルベットスピリット」


    「はい？」


    「バンドの名前。趣しゆ味みじゃなかった？」


    　オールドスクールな『ロックンロール』とでも言うか、ロカビリーというか。客の年齢層は全体的に高いけれど、若いのも混ざっている。とは言え俺や鷹たか音ねぐらいの年齢はさすがに見あたらない。


    　そして俺は勿もち論ろん、こんな音楽は趣味じゃない。


    「俺は映画のサントラと、あとはインストしか聴きかない」


    「真逆だねえ」


    「お前はこういうの趣味なのか？」


    「全然。別に趣味じゃない」


    「じゃ、なんで来てんだよ」


    「お兄ちゃんのバンドなの。たまにこうして観に来てあげてる」


    「兄貴いんの、お前」


    「二人。小さい方のお兄ちゃんのバンド。後ろでウッドベース叩たたいてるのがそう」


    　背を伸ばしてステージを覗のぞこうとしたけれど、座ったままじゃ人の頭に隠れて見えなかった。大して興味もなかったから、放っておいた。


    「……何で俺を付き合わせてんだよ、こんなのに」


    「別に。誘さそったら来るかなって思っただけ」


    　学校をサボるか抜け出すかしないと間に合わないライブに。


    　鷹音は早退したのだろうか。制服姿に、いつものプラスチックでできたリュックを背負っている。


    「……早退したの、お前？」


    「女は何とでも体調で言い訳できるから」


    「そうだろうけど、同じ女には気付かれるもんじゃないの？」


    「そりゃね」


    「いいのかよ、お前のクラスでそんな真ま似ねして」


    「好きなだけ密告すりゃいいよ。ズル休みだぐらいしか言えないだろうし。ここまで付いてきてたらそれこそ褒ほめてやりたいくらい」


    　それもそうだ。あれは仮病だと騒さわぎ立てるくらいしかできない。他にどうしようもない。鷹たか音ねの行動を本当に探りたければ、一いつ緒しよに早退するか、学校をハナから休むかしかなくて、どっちも急には無理だったし、そもそもそれじゃ共犯にしかならない。


    「……ちょくちょく休んでるよ、みんな。ローテーション組むみたいに。気付いてた？」


    「いや」


    　纏まとめて休むならともかく、たまに一人か二人ぽつぽつ休んでいたって気になどしない。言われてみれば、女子なんかは全員揃そろっていない事の方が多いような印象があった。


    　そして鷹音が言うように、女に朝から体調が悪いと言われたら、そうですかとしか言いようがない。そういうもんだろうと、何も気にしていなかった。男も休んでるやつは確かにいたけれど、女子に比べたら少ない。


    　男は口実を考えなきゃならないから、面倒という事か。


    「……なんで休んでんだよ。取り決めでもあんの？」


    「ないけど、まあ暗あん黙もくの了解」


    「何でそんな事やってんだよ」


    「そうしないと、羽のばせないでしょ。休むか早退すれば監視はないんだから」


    　あの進学クラスでしか生まれない発想だった。


    　平日の昼日中にうろついていたら、補導される事を気にするものを、それよりもクラスメイトの視線を躱かわしたがっている。確かに休むか早退するなら、厄やつ介かいな秘密警察は全員纏めて教室にいる。


    「息抜きしたり、なんか密告されそうだなって事やる時は、みんな休むし早退する。そればっかりは誰だれも密告できない。あとは、不自然にならないように調整するんだけど、この辺りの調整が、ね」


    　暗黙の了解、という事か。例えば、一か月に一回、などのペースを作って、他人が休むのを見て、自分の休みも調節する。そうやってあのクラスの連中は、監視から逃れられる日を設定する。


    「私は別に気にしてないけど。今日は早退しないと間に合わなかっただけだし」


    　ステージで演奏が一区切りし、ボーカルが何か喋しやべっている。メンバー紹介を適当に始める雰ふん囲い気きだった。みんな紹介と同時に、挨あい拶さつ代わりに楽器を鳴らす。鷹音の兄貴だけ、ウッドベースを鳴らし損ねた。ボーカルが待ってくれなかったのだ。その分の時間を潰つぶすみたいに、ドラムが長々とタイコを叩たたく。


    　鷹音はその様子をぼんやり見て、ちょっと短く、溜ため息いきを吐ついていた。


    「……どう思うあの扱われ方？」


    「よろしい感じじゃないな」


    「ヘッタクソだからね、お兄ちゃん」


    　俺には巧うまいもヘタも分からない。そもそもこの狭い中で大音量が反はん響きようし、観客の声も混ざると何が何だか判別すらできない。要するに騒そう音おんの固まりでしかなかった。


    「ヘタなのか」


    「そこそこ演奏できるけど、バンドの足引っ張ってるのは確実」


    「遠回しに辞めろって事か、あれ」


    「ところがお兄ちゃんが辞めるとそれはそれであのバンド困るんだな。お兄ちゃん、お金出してるから。このライブだって殆ほとんど全額負担してるし、この前なんか全国ツアーだとか言われて、バンドの旅費とか出してるし」


    「……その割りにゃ扱い酷ひどいな」


    「みんなにもう気付かれちゃってるからね」


    「何を？」


    「お願いするより、命令した方が言う事聞くんだなって。お前なんかいなくてもいいんだけど在ざい籍せきさせてやってんだよってポジションに置かれると、お兄ちゃん、抵抗できなくなっちゃうから。……引っ込み思案で他人の顔色ばっかり窺うかがってるタイプ」


    　実の兄貴に容よう赦しやがない。


    　かといって見下している風でもなかった。観察して、評価しているような、そんな顔。鷹たか音ねはそうやって、クラスメイトの事も観察し続けて、眺めているんだろう。鷹音にとっては、これはしょぼくれたながらもバンドの中の物語だ。


    　そしてクラスメイトの物語が、鷹音は面おも白しろくない。


    　去勢されて、他人を窺って、小こ狡ずるく立ち回って教師の目もく論ろみ通りに動いて。


    　眺めていて一つも面白くないクラス。


    　中に入って行こうとしないのは、兄貴を見ていたからなのだろうか。自分が、他人と仲良くしようとしたら、兄貴みたいに金を遣って何とかしてしまうんじゃないかという不安が、鷹音をそうやって傍観者の席に釘くぎ付づけにしてしまっているのかもしれない。


    　鷹音は、手にしていたトマトジュースを呑のんだ。演奏がまた始まる。少しばかり注意して聞いてみても、やはり俺には、ウッドベースの巧こう拙せつなど判断できない。別にいてもいなくてもいいなとは思ったけれど、鷹音に言われてバイアスがかかったのかもしれない。


    「……大きい兄貴の方は？」


    「大学出て、海外行ってる。アメリカの大学に入り直したって」


    「漫画みてえなエリートだな」


    「おかげで、小さい方のお兄ちゃんは、好きなだけバンドやったりできる。私もそんなに、プレッシャーないから、進路なんかどうでも良かったんだけどね」


    　仮病で早退して、こんな酒と煙草たばこに塗まみれた場所に制服姿で顔を出す。密告の材料には事欠かない。これを全部報告したら、あいつらの推すい薦せん枠わくレースで一気に前へと迫せり出せる。俺がその気になればそうする事だってできる。鷹音にとっても、俺をそうすればいい。


    　そしてお互い、そんな事には毛ほどの興味もない。


    「……転校生はさ、前の学校でどうだったの？」


    「どう、って言われてもな」


    　パチンコ台みたいにされた奴やつが、人を焼き殺しかけた。言ったって多分、すぐには信じない。一学期の話だ。夏休みを挟んだ今となっては、随ずい分ぶん風化の進んだ話題だ。あれだけの事件を起こしても、二か月もすればみんな忘れてしまう。気にならなくなってしまう。


    　結局、当事者だけが、その場に居合わせた人間だけがいつまでも引きずられていく。


    「イジメられたりしてた？」


    「生あい憎にく、それはない。別の奴がもういたからな」


    「ふーん。ちなみに友達とかいた？」


    「一人もいない」


    「多分だけど、作ろうともしないタイプでしょ？」


    「間違いなくそうだな」


    「だと思った。わっかるんだよね、私。自分と同じ人種は」


    　そりゃあ、休み時間のつぶし方まで同じなのだから、似たような感覚の持ち主だと思うだろう。超能力か何かみたいに言われても大おお袈げ裟さだなとしか思えない。それに、似ているようで、違う。


    「……私があのクラスの空気、元に戻したいって言うの、ひょっとして迷惑？」


    　いい所を突いてくる。


    　友達がいない、欲しくないタイプにとっては、あそこは居心地がいい。密告などしないのならそれでもいい。勉強するのにだって集中できて、都合がいい。進学クラスらしい優等生であろうとみんなが努力しているのだから、当たり前だ。


    「迷惑っつうか、どうでもいい。どうせ転校しちまうだろうから興味がない」


    「元に戻ったら、いじめられたりするかもよ？」


    「そりゃ、楽しみだ」


    　口ではそう返したし、実際、俺はいつもそう思っていた。今は悠ゆう一いち郎ろうの件が尾を引いていて、言うほど、楽しみなわけじゃない。本音ではやめて欲しいと思っている。そんな俺の気持ちに鷹たか音ねは気付いていない。ふてぶてしい俺の物言いに感心したような顔さえ見せている。


    「……やっぱ転校生、なんか変」


    「苦労してるからな」


    「転校続きってどうなの、面倒なの、やっぱり？」


    「手続きは親おや父じがやってたから、別に。中学までは楽だったけど、高校からはそれなりに大変みてえだな」


    「そういうんじゃなくて、人間関係」


    「すぐいなくなっちまうのに人間関係もクソもねえだろ」


    「……それ、転校してばっかりだから、人間関係どうでも良くなったんじゃなくて？　順序の話なんだけど」


    「どっちが先でもいいよ、別に」


    　実際、どっちだって大した問題じゃない。何で俺がこうなったかなんて探ったって、好奇心を満たす意味しかない。現状は何も変わらない。俺は人間関係を拒絶して、そしてそういう俺を排除している連中に対して、身につけたシステムを発動させる。


    　あちこちに爆弾を仕掛けて、連れん鎖さ爆発するのを待っている。


    　その挙あげ句く、前回は思わぬところが予想外の火力で爆発した。俺が人生に後悔や反省と言える感情を持ったのは、それが初めてだった。そして俺は、その教訓をどう生かしていいのか分からない。


    「……そんななのに、私に協力してくれんの？」


    「するとは言ってない。話が聞きたいと思っただけだ。興味はある」


    「ふーん。……まさかとは思うけど、転校生、私に好かれたいとか思ってないよね？」


    　冗談と本気の入り交じったような、どこか固い、警戒した声。


    　そういう目的で協力してもらうのは困る、という本音。自うぬ惚ぼれというより、単純な警戒心なんだろう。俺は苦笑一つも浮かべずに、つまり馬ば鹿かにするような心の余裕もなく、本心から疲れた溜ため息いきで鷹たか音ねの警戒心に応じた。


    「俺が興味あるのは、お前の眼鏡だけだよ」


    「……なら、いいんだけど」


    　自分より眼鏡に興味があると面と向かって言われても、鷹音は微動だにしなかった。勿もち論ろん、俺みたいのに好かれても困るだろうし、動機がそうじゃないと言ってもらえた安あん堵どの方が強いだろう。眼鏡本体が好きな変態とあれば完かん璧ぺきだ。


    　喉のどが渇いて、俺はジンジャーエールを口に含む。


    　こんな風に言葉にして、他人に、自分の事を説明したのは初めてかもしれないと思った。


    　バンドの曲が切り替わる。盛り上がりが沈静化する。


    　バラード調の、しんみりと聞かせる歌。俺には派手な演歌にしか思えない。歌っているのも、演奏しているのも若い。若い癖くせに古くさい音楽を再現しようとしていて、それが微妙な違和感になって伝わって来て、俺を苦笑させる。


    「転校生はさ、面倒なの、人と付き合うの？　みんなそんなに意地悪だった？」


    　不意の質問は、バラードにうんざりしていた俺にはいい刺激だった。


    　俺は珍めずらしく、自分の事を話したいと思っている。俺の中にあったシステムは、明らかにどこか壊こわされてしまっている。悠ゆう一いち郎ろうのあの目が、燃やされて無残な有様になったあの生徒よりも、俺を見た悠一郎の視線が弾丸みたいに俺の何ど処こかをぶち抜いた。


    「……大たい概がい、ツラでまず選別されるだろ。外見ってかさ。俺なんかこの通りだし、かといってご機き嫌げん取れる話もしないしさ。無ぶ愛あい想そうで、人付き合い悪いし。だから誰だれとも付き合わないのが一番ラクで、輪に入ろうとしたら無理しなきゃならないし、それは面倒くさい」


    「……じゃあ、面倒じゃなかったら、輪に入る？」


    「一千万円、宝くじで当たったらどうする、みたいな仮定の質問されてもな」


    「おーう、なるほど」


    「何だよ？」


    「確かにノリ、悪いね。納得した」


    　鷹たか音ねは俺と視線も合わせず、トマトジュースをストローで吸う。鷹音だって似たようなものだろうに、他人にずかずかとよくも訊きくものだと呆あきれてくる。もっとも、鷹音が人の事は言えないと分かっているから、俺も苦笑混じりにこうして答えている。


    　俺はここで、『お前はどうなんだよ』なんて聞き返したりしない。


    　だから鷹音は焦じれる。それを、いい気味だとも思う。


    　性格はとことん悪くできている。


    「……で、あのつまんない教室なんだけどさ」


    「本題か」


    「本題だよ。……私なりに色々、考えてみたんだけど、どうかなと思って。他人の意見が聞きたかったから」


    「俺の意見で良ければ」


    　そういうのは馴なれている。クラスの空気を叩たたき壊こわして最悪の状態にするのなら、俺はいいアドバイザーになってやれる。ただ、向かう先が、いつもとは違うのだけれど。鷹音がやりたいのは、みんなのための革命だ。


    　俺のは意味の分からない虐ぎやく殺さつに過ぎない。国を悪くするための方策。


    「……私、今、みんなの事調べてる」


    「調べてるって？」


    「誰がどこで悪さしてるかとか、そういうの。……分かりやすくすると、先生に報告してないだけで、いつでもそうできるっていう材料を溜ため込んでる」


    「……んな事して、どうすんだよ。一発逆転したいってんなら分かるけど」


    　それにしたって溜め込んだって意味がない。口座に毎月千円入れようが、年に一度、一万二千円入れようが、貯まる金額は同じ事だ。むしろ情報が劣化する分だけ意味がない。何な故ぜすぐ先生に言わなかったんだと、逆に咎とがめられかねない。


    「……しゃれにならないほど悪い、ってなったら別でしょ」


    「何だそりゃ」


    「みんなのランキングがケシ飛ぶくらいの大きさに固めたら、別だと思わない？　必死になって積み重ねた功績が全部崩されて、最下位にいた私が、絶望的な差でトップになったら、みんなそんなレースに参加したくなくなると思う。……どう？」


    　俺は、言われた事を頭の中で転がして、考える。ステージの音も、周囲の喧けん噪そうも気にならなくなってきた。


    　密告で積み上げて構成されたヒエラルキーを、密告で叩たたき潰つぶす。


    　一度ゼロにまで戻されたら、もう挽ばん回かいする気力はなくなる。


    　ちまちまと長年貯め続けた小銭を一気に奪われたら、二度と貯金なんかしたくなくなる。


    「……悪くない」


    「でしょ？　そんでさ」


    「でも問題がある」


    　鷹たか音ねの言葉を遮さえぎった。俺は、批評家の立場だった。先輩からの、後輩に対する苦言。見えている問題点が分かっていない、未熟な相手への指摘。


    「吹き飛ばすほどの悪さをしてなかったら、意味がない」


    「それはそうだけど、でも油断して……」


    「どんなに油断したって、そうそうヤバい橋は渡らない。そんなに人間、バカじゃねえし、度胸もない。ちょっとした息抜き程度の事をちまちま積み重ねたってインパクトないし、お前が思ってるほどの威力もない」


    　鷹音は反論を抑え込んで、口を噤つぐむ。


    　苛いら立だったような顔は、まるで俺が空気を読まない事への不満に見えた。いいから一いつ緒しよになって盛り上がってろよという顔。


    　その程度なのかもしれない。


    　鷹音は、クラスの空気に我が慢まんならなくて、そのストレス解消のために、他人の失点を探して溜ため込むなんて事を始めたのかもしれない。結果が出なくても構わない。鷹音は、面おも白しろい遊びを見つけたというだけの事だ。そして、一緒になって遊んでくれと俺にせがんでいる。


    「……転校生が思ってるほど、あのクラス、まともじゃないよ」


    「インパクトのでけえ情報でも摑つかんでんの？」


    「薬物売買。盗撮。不法侵入」


    「……そらすげえ爆弾抱え込んだもんだな」


    　口笛でも吹いてやりたくなる。どれか一つでも大した代しろ物ものだ。少なくとも、クラスの人間関係を叩き壊そうと思ったら、そんなにはいらない。どれか一つだけでも爆発力には事欠かないだけの威力がある。


    「……よくそんなの探り出せたな」


    「調査会社に頼んだから」


    　さらりととんでもない事を言う。クラスメイト相手に、本職を頼たのんで調査させるなんて無む茶ちや苦く茶ちやだった。鷹たか音ねも充分、まともじゃない。


    「……あのクラス二〇人いるだろ。全員に張り付かせたのかよ。どんだけコストかけてんだ」


    「三桁けた万円に指先かかった感じ。貯金、全部吹っ飛んじゃった」


    　金持ちの娘。鷹音は自分に配られたカードを全部使い込んだらしい。金さえかけられるなら大抵の融ゆう通ずうは利きく。鷹音の兄貴みたいに、本来ならいられない場所にも居続けられる。普通なら知る事のできない情報だって得られる。


    「最初は、誰だれかが休んだらその個人に張り付くようにいちいち指示出してたんだけど、面倒になってきたから片かたっ端ぱしからやってもらった。そしたらまあ、出るわ出るわでさ」


    「騙だまされてんじゃねえの、調査会社に。言っちゃなんだけど女子高生相手に、真ま面じ目めに調査なんかしてんのかよ」


    「お父さんが使ってるとこだから平気。それにこれでも安くしてもらったし」


    　金だけじゃなくツテまでフル稼か働どうさせている。


    　進学クラスの連中は、自分たちの中に、こんな危険な女が潜ひそんでいると気付いているんだろうか。何もかも次元が違う女が、しれっと混ざり込んでいる事に。


    　多分、薄うす々うすは、気付いている。言葉にならないまでも肌で感じている。


    　だから鷹音は、クラスの輪に入れない。孔く雀じやくを雀すずめの群れに放り込んだって、そりゃあ、お互い眺めているぐらいしかできない。


    　育ちが違う。


    　この年で個人的に動かせる金を一〇〇万前後持っている。そのぐらいなら、何人かいるかもしれない。だがその金を平然と、クラスメイトの素行調査にぶち込める女なんて別次元の存在に決まっていた。


    　そこらの連中とはレートの違う世界で生きてきたのだ。


    　多分、鷹音は、あんなしょうもない高校に通うべきじゃなかったんだろう。幼稚園から大学までエスカレーター式に登っていくお嬢じよう様さま学校にでも入るべきだった。そうしていたら、もう少し普通の女になっていたかも分からない。


    「……それで、その調査結果をぶちまけて、クラスが元通りになるって？」


    「自信がない。正直、分かんなくなっちゃった」


    　予想外に破は壊かい力りよくの高い爆弾を手に入れてしまって、どうしていいのか、鷹音は分からなくなっている。それほどの破壊を鷹音は望んでいない。それは俺が、前の学校でやった失敗を連想させた。


    　俺は悠ゆう一いち郎ろうという爆弾の、爆発力を見誤った。


    　鷹音の持っている情報は、全すべてぶちまければ元通りになるどころか、クラスが一つ、吹き飛んでしまう。人間関係がどうこうというレベルじゃない。


    　鷹音だってそれが分かっている。


    「こんなに酷ひどいと、思わなかったから、私」


    「じゃあ、どうすんだよ」


    「分かんない。転校生はどうしたらいいか、何か閃ひらめかない？」


    　手にあまる代しろ物ものを抱え込んだ不安を言う相手。


    　鷹たか音ねが欲しかったのは、単純に、そういう相手だったのかもしれない。何のしがらみもなくやってきて、自分と同じように一人でいて、クラスに迎合せず、そしてそのうちまた、何ど処こかにいなくなってしまうという、俺みたいな相手。


    「……それはそれでしまっておきゃいいだろ」


    「それじゃ意味ないでしょうが」


    「威力がデカすぎる」


    「小出しに使ってもダメ？」


    「デカすぎる爆弾を不用意に破裂させたら、仕掛けた方にも飛び火するハメになる。俺なら、捨てちまうね、そんな物ぶつ騒そうな調査ファイル」


    　鷹音は押し黙だまる。


    　ステージは一ひと際きわ盛り上がっていた。ボーカルのＭＣからは最後の曲らしい事が伝わってくる。イントロはドラムソロ。ここまで聞いていて、ウッドベースのソロパートは一いつ瞬しゆんもないのだけはさすがの俺にもよく分かった。


    　金をぶち込んで面倒を全すべて受け持って、表舞台で一瞬の主役も張らせてもらえない鷹音の兄貴は、それでも満足そうに演奏していた。


    「……どうしても使いたいんなら、脅おどすだけにしろよ」


    「脅すって？」


    「核兵器なんかでもそうだろ。こういう爆弾がありますってチラつかせて交渉の道具にする。そういう遣い方。撃うっちまったらそれこそ大だい惨さん事じだけどな。その気になったら撃てる、って背景で使えよ」


    　黙り込んだままの鷹音を見かねて、俺はそう言った。


    　鷹音の兄貴は、雀すずめに取り入って群れに加えてもらっている。それをしない、そういう生き方を選ばなかった鷹音に、俺は少し、感心していた。媚こびて、顔色を窺うかがって、持っているカードを全部周囲のために使って。そうしたらきっと俺だって、輪には加われる。


    　まっぴらだと思ったから、俺は今、こんな人間になっている。鷹音は、やっぱりそれなりには、俺と同種の人間だった。


    「……どれか一つ、ネタくれよ、じゃあ」


    「何言ってんの？」


    　きょとんとした鷹音の顔は、少し怒おこっているようにも見えた。俺が、好奇心で他人の秘密を聞きたがっているように聞こえたのかもしれない。


    「大した事じゃなくていいよ。密告できる程度の話」


    「……そんな事してどうするの？」


    「そりゃ、密告する。ちょいと反応が見たい。蒔まき絵え先生がどう出るかが見たい」


    　軽い勝負のできるカードと賭かけ金。


    　花火程度の爆弾。


    　それがあれば、俺もゲームには参加できる。鷹たか音ねという切り札を残したまま、様子見ができる。小さなリアクションを確認してみたかった。


    　鷹音はしばらく考え込んでいたけれど、諦あきらめたみたいにぽつぽつ話し始める。


    　何にせよ協力するというのなら、俺が矢や面おもてに立って視察するのは悪くないと考えたみたいだった。


    



    
      二

    


    



    　昼休みに職員室を訪ねる。


    　蒔絵先生は、弁当を片付けているところだった。淡いピンク色の、丸っこい小さな弁当箱を銀色の保温袋にしまい込んでいる。外見通りの印象で何も間違っていない小道具。


    　その横に立って呼びかけると、きょとんとした顔をこちらに向けて、取り繕つくろうように表情を強こわばらせ始める。弁当箱を見られた、みたいな慌あわてた顔は涙ぐましい努力さえ感じられる。


    「……どうかしましたか」


    「この前の事で、ちょっと」


    　少しだけ考えるような顔をしてから、蒔絵先生は保温袋をバッグに収めて俺に向き直る。


    「……この前の事？　って言うと？」


    「密告しろって言ってたじゃないすか、先生」


    　俺の一言が職員室に響ひびく。さすがに、蒔絵先生が焦あせった顔になった。突然、何を言い出すんだという不ふ機き嫌げんな顔。


    「……ちょっとあっちに来なさい」


    　蒔絵先生は開いていたエクセルファイルをモニタの中で最小化させた。現れた壁紙は意外にも車が走っている画像だった。フィアットの文字が見える。イタリアの小さくて丸っこい車。それはそれで似合っていたけれど、ファンシーな動物柄にでもしておいた方がよっぽどいい。


    　俺を連れて、職員室の視線を逃れるように、蒔絵先生はパーテーションで区切られた、職員室の片隅へと誘ゆう導どうする。俺は暢のん気きにそれに従った。視界の隅で、他の先生が呆ぼう然ぜんとした顔を向けているのが見える。


    　おかしいぐらいで丁ちよう度どいい。蒔絵先生の動揺を誘さそえる。


    　俺は、蒔絵先生と向かい合う形で、テーブルを挟んでパイプ椅い子すに座り込む。蒔絵先生は強ばった顔で俺を睨にらんでいた。ぬいぐるみが俺を睨んでいる、みたいな違和感。そんなホラー映画なら何本も観ている。アイム・チャッキーとでも言い出してくれないかと思う。


    「……密告、なんて言わないように」


    「堂々と言ったら密告じゃねえですしね」


    「報告です。……それで、どんな事ですか」


    　どちらにしようかな、と俺は一いつ瞬しゆん、迷った。蒔まき絵え先生を揺さぶりに来ただけだから、何でもいい。単純に考えるのなら、鷹たか音ねの素行を密告してもいいのだ。あいつなら何を密告されようと気にもしない。蒔絵先生も挨あい拶さつ代わりに流す程度の事だ。俺はもらったカードを温存しておける。


    　面おも白しろくない。


    　俺は俺の言葉で他人が動揺するのが見たい。


    　だからわざわざ、鷹音が調べ上げたという情報を一つ、渡してもらったのだ。


    「……芹せり雄お、いるじゃないですか」


    　ぴくん、と蒔絵先生の眉まゆが反応した。進学クラスの、生徒の一人。俺や鷹音を除いたら、取り締しまる側の人間。他クラス生徒の行状を密告されるのに馴なれきっていて、身内の密告は久しぶりなのだろう。


    　かなり気を配り、『休暇』まで設けて運営されているクラス。


    　その休暇の過ごし方にボロが出る。過か剰じようなストレスの発散に走る。


    「あいつ、変態ですよ」


    「……はい？」


    「いやだから、変態。変質者」


    　目を瞬しばたたいて、蒔絵先生は思考を混乱させている。当たり前だ。これじゃただの悪口であって密告でもなんでもない。どんな性せい癖へきがあろうと内に秘めている限りは犯罪でも何でもなかった。


    　内に秘めているのなら。


    「誰だれかの事ストーキングしてますよ、あいつ」


    「ストーキングって……」


    「この前、俺休んで医者行ったんですけど、芹雄を見たんですよ。学校あんのに何やってんだろうと思って声かけようとしたんですけど、何か周り確認しながら隠れたりしてるし、何だよと思ったら壁乗り越えてマンションの裏に入ってって」


    　蒔絵先生は黙だまって聞いている。


    　俺も実際に行って現地を確認してきた。そのマンションは、裏のフェンスが建物に近すぎて、配管と巧うまく組み合わせると二階部分に簡単に取り付く事ができる。周囲も建物の裏面が向き合っていて、素早く登れば目もく撃げきされるリスクは少なそうだった。


    　とはいえ、ベランダに誰かがいたら一発でばれる。そんなリスクの中で、芹雄は他人の部屋に侵入しては数時間をそこで過ごす。


    　部屋の持ち主は一人暮らしのＯＬで、洗せん濯たく物ものを干してから出かけるのだが、ベランダのサッシを施せ錠じようせずに出かける悪あく癖へきがあるようだった。


    　芹せり雄おはそのＯＬが好きになったもののどうしていいか分からず、無意味に後を付けて、部屋を調べた。その後、自分を抑えきれなくなって、ベランダに侵入可能な事を発見して入り込み、施錠されていないサッシに後押しされるように侵入を果たした。ちなみにＯＬは調査報告書に添付されていた写真を見る限りは幼児体型の小柄なタイプで、芹雄の性せい癖へきが露ろ骨こつに伝わってきた。


    　その辺りは、鷹たか音ねが全部調べていて聞いただけだし、ここで伝えるには詳細に過ぎる。


    　芹雄が、他人の部屋に不法侵入して数時間を過ごしている。


    　それを伝えるだけに留とどめておいた。


    「……数時間って、見てたんですか？」


    「多分ですよ。俺、何となく出てくるの待ってましたけど、一時間しても出てこないし」


    「親しん戚せきや友達の家という、事は……？」


    「知りませんけど。住所覚えてますし、それは先生が調べられるでしょ、教えますから。何なら本人に問い質ただしたっていいんだし」


    「大体、数時間も他人の部屋にって、何か盗んだらさっさといなくなれば……」


    「盗んでないでしょ、何にも。……先生、芹雄が何やってると思ってんですか」


    「え……泥棒、じゃないの？　その、下着とか、お金とか……」


    　考え方がストレートに過ぎる。それならさっさと出てくる。ここで大事なのは『他人の部屋に入り込んで数時間過ごす』という行為だ。だから俺は変態だと前置きした。下着泥棒くらいならそんな事は言わない。


    「部屋に入り込んで、寝て帰ってんですよ。オナニーの一回や二回はして、使用済みティッシュをなんかのゴミに紛まぎれ込ませたりしてっから変態だっつってんですよ。ゴミ箱の中にあるゴミぐらいは持ち帰ってっかもしりませんけど」


    「……ちょっと、声を……！」


    　わざわざ大きめの声で言ってやった。蒔まき絵え先生がうろたえるのは実に面おも白しろい。仮面がぼろぼろと剝はがれ落ちていくのがはっきり分かる。紅潮した顔で周囲を見回す様はコミカルで愛あい嬌きようがあった。


    「……とにかく、その、本人に確認してみますから」


    「早い方がいいですよ。そこの部屋の住人と鉢合わせしたら、もっとデカい事件に発展するかもしれないですし」


    「まだ、そうだと決まったわけじゃありません。確認が大事です。享きよう一いちくんの勘かん違ちがいかもしれませんし」


    　少しずつ蒔まき絵え先生は、仮面を修復し始めていた。


    　まだ決まったわけではない。芹せり雄おは、進学クラスの生徒は犯罪など犯していないかもしれない。そういう流れで話を進めている。俺がたまたま、怪しげな動きを目もく撃げきしたというだけだからそうも言っていられる。


    　実際は鷹たか音ねの雇った探偵だか調査会社だかが、証拠写真付きで詳細に裏を取ってある確定事項だ。ここで切ってしまうのは惜しいほどの手札。俺がいつもの調子でやるのなら、芹雄の背中を押す事を考える。


    　それを敢あえて手放した。


    　蒔絵先生の出方を窺うかがうには丁ちよう度どいい性能の爆弾だった。発覚しても傷は小さくて済む。外部に漏もらさず内々で処理して、厳重注意を与えて。被害者にも知らないままでいさせる方がいいなんて図々しい発想まで出すだろう。


    　要するに、なかった事にできるのだ。今なら、まだ。


    「いないうちに自分の部屋に、誰だれかが入り込んで興奮しながら転げ回ってるとか、気持ち悪いでしょそんなの。ぞっとしません？　俺なんか男だからそんなでもないですけど、キッツイでしょ先生、自分の部屋で、んな事されてたら」


    　挑発してみる。煽あおってやる。芹雄への嫌けん悪お感かんを高めてやる。


    　ぞくりと背せ筋すじの毛が逆立った。


    　俺は、面おも白しろがっている。


    「……これで俺も推すい薦せん枠わくに一歩近づくわけですか？」


    「何ですって？」


    「だから、俺が近づくか、芹雄が最下層に落ちるから一段せり上がるっていうか。そういう話になってんでしょ？」


    「……私は、生徒としてきちんと生活してほしいと指導しているだけです」


    「推薦枠に何点近づいた、とかじゃないんすか」


    「……そんなのは努力次第です」


    　答えになっていない。俺に言げん質ちは与えないという話し方。ただこちらの思考を刺激して、勝手な深読みをさせて、そして結果的に操るように、思い通りの場所へと誘ゆう導どうする。


    　ずっと俺が繰くり返してきた事と同じやり方で、蒔絵先生はクラスを統括している。破滅に導く俺とは真逆の形で。


    　蒔絵先生は俺をどう理解しているんだろうか。同じ種類の人間だと分かっているのだろうか。鷹音よりも尚、蒔絵先生は俺に近い。はっきりとそうは分からないまでも、居心地の悪い直感に苛さいなまれて戸惑っているというところか。


    　俺が、おかしな正義感を振りかざしに来たとは思っていない筈はずだ。俺が推薦枠レースに大した興味も持っていない、クラスで浮いた、協調性のない転校生である事なんて分かりきっている。


    　そんな俺がわざわざ、際きわどいネタを密告しに来たのだ。


    　蒔まき絵え先生は再構築した固い仮面を、ようやく顔に被かぶせ終わったところだった。既すでに脳裏では、芹せり雄おをどう処理したものかと考え始めている。単なるポイントダウン。今ならまだ、そこで手を打てる。強引で、ギリギリの線だが内々で処理できる。


    　もっと大きな、隠しきれない問題を持ち込んだ時に蒔絵先生がどうするのか。その瀬せ踏ぶみ。ルールを優先させればクラスごと吹き飛ぶようなネタを俺が『密告』したら、蒔絵先生はどうするのか。


    　表情からは何も読み取れない。今回の処分を、様子見するしかなさそうだった。


    「……話は、それだけですか？」


    「質問があるんですけど、いいですか」


    「……何でしょう？」


    「……進学クラスしか推すい薦せん枠わくないってのもおかしな話だと思いますけどね。スポーツ推薦とかないんですか？」


    　蒔絵先生はそれだけでしどろもどろになる。訳が分からなくなる。会話に脈絡がない事に焦あせり始める。俺はそうやって相手を揺さぶる。引っ張っておいて矛ほこを逸そらす。ハシゴを外す。そうしているうちに相手は勝手に走り始める。


    「……転校してきたばかりで、よく知らないのかもしれませんけど、この学校は推薦できるようなレベルの部活動はしていません」


    　相変わらず、自分の高校のレベルをあけすけに蔑さげすむ。


    　俺だってこの高校が三さん下したレベルなのは分かっていた。だからといって、教師が自分でそう評価するのもおかしな話ではあった。可能性で言えば、スポーツならどんな怪物ルーキーが眠っていたっておかしくはないし、その本人が希望するなら、それこそスポーツ推薦を考えてやるべきだ。


    　部活動を除外するのは、進学クラスに推薦枠候補を絞るためだ。


    　受験に備えるために、二年の時点で形ばかりの所属になっている。部活動まで含めてしまうと、クラス一つには収まらなくなってしまう。


    「……ま、それもそうすね」


    　そう言って引き下がる。蒔絵先生は、話が逸れて俺が何もかも忘れてしまったような錯さつ覚かくに陥おちいったのか、さっきより落ち着いた表情をしていた。そこへまた、俺は踏み込んでやる。いやらしくまとわりつくように。


    「……先生は」


    　俺の言葉に、蒔絵先生の肩が微かすかに震ふるえる。緊きん張ちようの狭はざ間まに偶然、俺が言葉を突っ込んだ。蒔絵先生の微かな気の緩ゆるみが伝わってくる。作り上げた仕草と雰ふん囲い気きほど、この人は気丈じゃない。かなりの部分を演じて偽ぎ装そうしている。


    　素の部分では、蒔まき絵え先生は外見がもたらす第一印象そのままの人間だ。


    　新任の時は、そうだったと鷹たか音ねも言っていた。


    「先生は、何で進学クラスの担任やってんですか？」


    「……そんな事、言う必要はありません」


    「いやでも、新任だったんでしょ？　それが、言ったらかなり責任ある事やってるわけじゃないですか。そういうのって普通、学年主任とかでしょ？」


    「……だからあなたに、何の関係があるんですか」


    「好奇心ですよ」


    　進学クラスの担任になったと同時に、蒔絵先生はこの、生徒を寄せ付けないような雰ふん囲い気きを纏まとったんだろうか。自分には似合わない、偽いつわりの、冷れい酷こくな司令官。何かのフリをしている人間の仮面を剝はぐのは、俺の得意技だ。


    　色んな生徒がいた。


    　喧けん嘩か自じ慢まんだったり、人脈を誇ほこったり。自分には何かしらの才能があるのだという顔をしてみたり。それは害のないハッタリで、虚飾というレベルですらない、ほんの些さ細さいな個性を演出する程度のウソだった。


    　俺はそれを暴き出してやる。いつもそうやってきた。


    　大抵はそれだけで壊こわれていた。一番簡単な、クラスの壊し方。


    　あいつの経歴も、みんなが認めていた才能も、全部ウソだと晒さらしてやる。あいつは彼女なんかいないし、芸能人やスポーツ選手の知り合いもいない。誰だれかから褒ほめられた事もないし、褒めるような事もない。ただの平凡な、地味な人間だ。


    　その平凡さに耐えられずに、大抵の人間は自分をウソで飾る。


    　蒔絵先生のそれは、もう少し目的意識を持っているみたいに思えた。そう演じざるを得ない何か。


    「……好奇心というか、覗のぞき見ですね、不作法な」


    「いやまあ、答えてもらおうとも思ってないですけどね」


    「あなたは」


    　何か言いかけて、蒔絵先生は黙だまる。


    　俺を見る目つきが険しい。俺は多分、『厄やつ介かいな生徒』として認識されていて、事によったらもう少し危険なレベルに振り分けられたかもしれない。何せ、ご自慢の秘密警察を出し抜いて、逆に密告してのけている。俺に言わせればあんなのはただの素人しろうと集団だ。やるなら、鷹音ぐらいのコストをかけなきゃ意味がない。


    「……あなたは、少し、おかしいんじゃないですか」


    「よく言われますよ」


    「前の学校であった事は痛ましいと思いますけど、でも」


    「昔からですよ。前の学校の事がなくても、俺はずうっとこうなんですよ」


    　むしろ、少しばかりまともに戻っていたぐらいだ。このクラスがこんなにおかしくなかったら、鷹たか音ねや蒔まき絵え先生がいなかったら、俺は大人しくしていたかもしれない。しかしそれで、俺が気に入っていた、転校生に無関心な進学クラスの空気が維持されていたかどうかは分からない。


    　あちらを立てればこちらが立たない。


    　俺はまだ、自分の意志で止まるという事ができずにいる。


    　蒔絵先生は俺をじっと見つめている。俺が何を考えているのかを見通そうとしている。そうそう、分かるものじゃなかった。口で説明したって俺のやりたい事、俺の目的なんて簡単に理解できない。


    　あんたのクラスを叩たたき潰つぶしたい。


    　答えを、俺は頭の中で形作ってやる。蒔絵先生がテレパシーでも使えていたら、答えはすぐに分かるように。


    「……うちの学校がちょっとおかしいなって思ってますか、ひょっとして」


    「そら、まあ」


    　蒔絵先生が突っ込んでくる。腹を割った話し合い。俺の底が見えないのに焦あせって、俺が何を摑つかんでいて、それをどう動かそうとしているのか分からなくて、手札のオープンを求めてきている。


    「前の学校は、半年しかいなかったそうですけど……今度も長くはいないんですか？」


    「一年以上、同じところにいるのは希まれですけどね。親おや父じの都合次第なもんで、どうだか分かりませんけど」


    「ずっと、そうだったんですか？」


    「小学二年の時からこんな感じですよ」


    　そういう、俺の生い立ちから、蒔絵先生は何かしらの理由を見つけるかもしれない。このおかしな、理解できない生徒を、自分が理解できるように整せい頓とんし、ラベルを貼はって、それで良しとする。


    　俺にラベルを貼った人間は、その瞬しゆん間かんから俺を見失う。


    　例えば『イジメられっ子』や『オタク野郎』でもいい。そう分類した瞬間から、そいつの中で俺はイジメられっ子やオタクでしかなくなって、それ以上の想像ができなくなる。俺にとっては都合のいい印象操作。


    　俺に、蒔絵先生は、どんなラベルを貼ったんだろうか。


    　異常者。破は綻たん者しや。そんなところか。


    「……この学校は、実験的に今のシステムを採用しています。この学校は、偏差値レベルにそぐわない推すい薦せん枠わくを持っていて、その枠に誰だれを推薦するかでいつも不公平や、不平等が生じていました。だからそこをはっきりとさせたいと考えて、こういう形にしています」


    　立て板に水の口調は、あらかじめ決められた台本のようだった。


    　外部から突っ込まれた時のために用意された言葉を、一生徒相手に使うとは蒔まき絵え先生も思っていなかっただろう。


    「推薦枠自体を争わせる、って事ですか」


    「評価基準や選定が曖あい昧まいでしたから。学校側が一方的に、個人の判断で選ぶには影えい響きようが大きすぎる事もあります」


    　俺は考えを休めて、蒔絵先生に視線を戻す。


    　蒔絵先生は、俺にカードを開いて見せた。手札を開帳した。それは一部であって全部ではなかったけれど、どんな手を揃そろえているのかは推理できる。


    「……何でそこまで教えてくれるんですか？」


    「好奇心で、踏ふみ込まないで欲しいからです」


    　その声ははっきりしていて、曖昧さがなかった。演技ではなく、本心から、蒔絵先生は俺に強く何かを主張していた。


    「あなたは、一年もしないうちにいなくなる可能性が高い生徒です。進学クラスにも、推薦枠にも興味がないでしょうし、そもそも関係ないとも言えます。……ですから、関かかわらないようにしてください」


    「……はっきり言いますね」


    「はっきり言う方が効果的な生徒でしょう、あなたは？」


    　少しは俺という人間が伝わったらしかった。阿あ吽うんの呼吸や空気を読む、という部分に俺はつけ込む。暴走させる。デマを吹き込み猜さい疑ぎ心しんを煽あおる。不安にさせる。はっきりと言葉で問われて確認されれば、俺はそれを明確に形にするしかなかった。


    「はっきり、させましょう。……進学クラスでやっている事に、関わらないでください。それが私からのお願いです。不都合があれば、申し出てください。あなたに関する限りは、優先してどうにかします」


    「俺、邪じや魔まですか、ひょっとして」


    「正直に言えば、邪魔です」


    　開き直ったように、そう断言された。やるもんだ、と思う。言えない事を抱え込むから面倒になる、と分かっている。邪魔ならはっきり邪魔だと言ってしまえば、解決する事だって世の中には多い。


    　何ど処こに行ったって、誰と関わったって、大抵、俺はこんなもんだ。もう、馴なれている。


    　何の理由もなく侮あなどられている。


    　何の理由もなく虐いじめられている。


    　俺はそんな台詞せりふは絶対に口にしない。理由は、ある。俺がいつも作っている。俺は目め障ざわりで、邪じや魔まな人間としてしか動けない。排除されるのは当たり前だ。単に、黙だまって排除されてやるほどお人ひと好よしじゃないというだけだ。


    　蒔まき絵え先生は、一つ、大きく勘かん違ちがいをしている。


    　こうしてはっきり言えば、俺が手心を加えてくれるんじゃないかと期待している。俺が自分の引火性を自覚せずにうろついているのだと思っている。興味本位で引っかき回さず、触っちゃいけないものなのだと分かってくれと暗に示している。


    　生徒に性善説でも求めているのか。腹を割って、好奇心を満たしてやれば、それ以上は近寄らないでくれると期待している。


    　違う。


    　俺は破裂するつもりでうろついている爆薬で、引火性を自覚しながら火種を探してる。


    　触っちゃいけないと知っているから手を伸ばしている。


    　だから蒔絵先生の態度も、その一言一言も、俺にとっては起爆剤に過ぎない。俺に関して言うなら、何もしないで放置しているのが比較論としては正しい。余計な手間をかけずに済んだという結論にしかならないけれど。


    　どっちみち俺みたいな人間は、遠からず破裂して周囲を巻き込むようにできている。


    　蒔絵先生は俺に、この学校がおかしいという事を、そのおかしなシステムが半ば公認され保護されているという歪ゆがみを、教えてくれたに過ぎなかった。


    



    
      三

    


    



    　久しぶりに、殴なぐられた。


    　当たった瞬しゆん間かん、手元に拳こぶしを引き戻して振り抜かない、手加減した殴り方。きれいに三発を立て続けに入れられて、俺の頭がくらくらと、首振り人形みたいに動いた。


    「……おっ？」


    　自分でも驚おどろいた声が出た。足元が覚おぼ束つかなくなったのだ。気付いた時には、俺はデカい尻しりを砂じや利りの上に落として、しゃがみ込んで動けなくなっている。そんな俺を、使った拳を撫なでるみたいにして統とう吾ごが見下ろしていた。


    　手慣れた、格かく闘とう技ぎ経験者の殴り方。目立った外傷もなく、脳だけが揺れる。


    　俺は、次はどう出るかと統吾を見上げていた。


    　何の恐怖もない。痛いのは嫌いやだな、という当たり前の感想ぐらいしか出てこない。むしろ、きょとんとした顔になっていたかもしれない。


    　放課後に、帰ろうとしたところを呼び止められた。


    　校舎裏に引き出されて、このザマだ。何を言うかと待っていたら、何も言わずにまず殴ってきたのが意外だった。懐なつかしい気さえした。小学校の、何校目だったか、あれは。俺を見るなり容よう赦しやなく蹴けってくるバカがいた。あいつも、格かく闘とう技ぎの道場に通っていた。


    　そいつは、出会い頭に俺を蹴るのを楽しんでいた。ガキの蹴りとは言え、やられる俺もガキだったからかなり効いた。


    　その時の事をぼんやり思い出している。


    　俺を殴なぐっているのはその時の同級生じゃない。


    　統とう吾ごだ。


    　背の高い、スポーツマンタイプの男子生徒で、進学クラスなんかで周囲を見張り、密告するような真ま似ねをしていなければ充分にモテる顔をしていた。体育の時に盗み見た体は年の割りに鍛きたえられていて、格闘技でもやっていたのかなという筋肉の付き方をしていた。俺の脂肪にくるまれた体とは真逆の体脂肪率。


    　統吾は俺を突然殴る事を躊ちゆう躇ちよしなかった。昔の、俺を蹴っていた同級生と同じ顔で見下ろしている。これが当たり前だという迷惑な信念みたいな物がある。


    「……イジメ開始か？　突然殴っちゃったら、幾いくら何でもマズいだろ、お前。口実っつうもんがねえとさ」


    　軽口混じりに立ち上がろうとした所を、前蹴りで蹴り倒された。みぞおちに食い込むスニーカーの、ゴムの臭においが鼻に来る。俺はまた砂じや利りに掌てのひらを突いて、重い体を支えるハメになる。


    「立とうとしてんじゃねえよ、立つの禁止な、お前」


    「……あいよ」


    　面倒になって俺は溜ため息いきを吐つき、その場に蹲うずくまった。統吾の出方が見たかった。


    　これほどストレートに来るとは思っていなかった。蒔まき絵え先生の差し金か、と勘かんぐりたくなるが、殺せとでも言ったんならともかく、痛い目に遭あわせてやれ、なんて指示を出すほどバカでもなければ芝居がかってもいない女だとは思う。


    　バカで、尚かつ芝居がかかっているのは統吾一人だ。


    　多分、勝手にやっている。問題は、統吾が何の理由でこんな事をしているかだ。


    「……んで？　俺を蹴り飛ばして楽しいか？」


    「楽しいわけねえだろ」


    「ふーん。俺を殴ったり蹴ったりなんて奴やつは、大たい概がい、楽しそうにしてたもんだけどな」


    　殴られて、蹴られて、地面から立つなと命じられても俺の口調は変わらない。それが、統吾には気味が悪い。落ち着かない。


    「蒔絵先生におかしなちょっかい出してんじゃねえぞ、お前」


    「……別に、お前らと同じ事やってるだけだよ」


    「ふざけんな。お前、どういうつもりで蒔絵先生に脅おどしかけてんだよ？　あ？」


    　そういう事か、と俺は納得する。


    「……蒔まき絵え先生が、何だって？　お前に何の関係があんだよ。というか、何でお前がそんな事知ってんだ？」


    　言った矢先に、靴の底が飛んできた。丸太を突き入れてくるみたいな、まっすぐな蹴けり方で俺の顔面を狙ねらう。さすがにそれは防御した。黙だまって蹴られたんじゃ前歯がなくなりかねない。むき出しの、俺の右腕に靴底の形が刻まれて骨が軋きしんだ。夏服なのが悔くやまれる。


    　受けられる事は統とう吾ごも織り込み済みだったらしい。とにかく俺の体に打だ撃げきが届いていれば満足、というやり方。


    「……クソデブが、白々しいんだよ」


    「いやいやいや、だから何でお前が俺を蹴ってんだって。蒔絵先生にやれって言われたのか？　お前、あの先生の何？」


    　また、今度は左の前蹴り。反応したところをきれいにスイッチされ、カメラが切り替わるようにコマを飛ばして編集された右の蹴りが、俺の顔面を蹴り抜いた。意識が一いつ瞬しゆん飛んで、真っ赤になり、砂じや利りが頰ほおに突き刺さる。


    　俺はだらしなく地べたに這はいつくばっていた。


    　今のは、効いた。耳に当たったのか千ち切ぎれそうに痛む。口の中に鉄を含んだような味がする。しばらく俺は倒れたまま、呼吸を整えていた。


    「死んだふりしてんじゃねえぞ、病気の牛か、てめえは」


    　腹に、容よう赦しやなく蹴りが入る。脂肪の奥に眠っている腹筋を引き締しめて耐えた。エビみたいに身を丸めて、断続的に襲おそってくる重い打撃を受け止め続ける。腹の肉が、中でぶちぶちと、脂肪細胞が断絶している錯さつ覚かくさえ覚える。


    　一人に殴なぐられて蹴られる、なんてのはどうって事はない。


    　三六〇度全方位から、バスケットボールを投げつけられる方がよほど効く。敵を認識できない事の不安の方が、どこから何をされるのか分からない方が。そして最終的に、周り全すべてが自分の敵なのだと確認せざるを得ない方が。


    　それを訴えかけても理解されない事が。


    　世界から一人だけ浮き上がり切り離はなされ孤立する事に比べたら、一人に殴られるなんてのは痛いというだけに過ぎない。


    　そして俺は、こんな程度の痛みになら馴なれている。


    　蹴っている統吾の方が疲れたらしく、蹴るのが収まった。息を乱している。現役ではないな、と判断する。たかだか一分にも満たないラッシュで疲れるとは練習不足もいいところだ。


    　道場に通っているという、俺をいつも蹴っていた同級生は、三分のキックミットラッシュをこなしていたと自じ慢まんげに語っていた。


    　誰だれあろう、この俺に。


    　親しげに。友達に接するように。


    　あいつは俺を虐いじめているつもりなど、毛頭なかった。ただ、格かく闘とう技ぎを習っているという優位を誇ほこれる便利な相手を、友達として欲していただけだった。いつも先輩にやられているような事をやってもいい相手を探していて、転校してきて一人きりだった俺に目を付けただけだった。


    　あいつは、容よう赦しやなく相手を蹴けるという行為が親愛の情なのだと勘かん違ちがいしていたから、躊躇ためらいなく蹴れた。統とう吾ごは、何だ？　俺をここまで叩たたきのめせるバックボーン。


    　蒔まき絵え先生しかいなかった。


    　オフ会で見かけた光景がまざまざと浮かび上がる。暗くなった道を並んで歩いている統吾と蒔絵先生の姿。俺は見なかった事にし、忘れてやろうとさえ思っていたのに、向こうからこうしてやってくるのだから因果な話だ。


    「……お前さ、蒔絵先生と付き合ってんの？」


    　地べたからそう言ってやると統吾の顔色が変わった。蹴ろうとして、足が巧うまく動かなくなっていたのか諦あきらめる。こんな大質量の肉を蹴り続けていれば、練習不足の統吾の足だってただじゃ済まない。


    　俺の襟えり首くびをねじ上げて、持ち上げて顔を上向かせ、睨にらみ付けてくる。


    「殺されてえのか、デブ」


    「勘違いすんなよ。別にそれネタに脅おどそうなんて思ってねえよ」


    「じゃあ何で蒔絵先生に……」


    「好奇心だよ、気になったら触ってみたくなるだろ？　大体、脅してどうすんだよ、金でも巻き上げんのか？　それともやらせてくれってか。俺、あの先生、趣しゆ味みじゃねえんだよ。リンジー・ローハンみたいなビッチタイプの方がいいね、俺ァ」


    　分かりやすいラインを言ったつもりだったのに、統吾は訳が分からない、という顔をしていた。本当はアーシア・アルジェントと言いたかった所を堪こらえてやったってのに、語りがいのない奴やつだ。


    「……もうちょっと教育されてえのか、お前」


    「何だよ、意味の分かんねえキレ方してんじゃねえよ。とにかく脅すとかいうつもりは」


    　言いかけた所を、襟首を離はなされた。離すと同時に、落ちる脳天に膝ひざを軽く入れてくる。小技の多い奴だった。跳ねた頭を抱え込みながら、俺はまた砂じや利りの上に蹲うずくまる。全身埃ほこりまみれで、腹が痛い。多分、内出血している。


    「……気味が悪ィんだよ、お前は。参加する気がねえんならおとなしくしてろ」


    「……俺だけに言ってんのか、それ」


    「何だって？」


    「もう一人いるだろ、気味の悪いのが。まさか気付いてないわきゃァねえよな」


    「……鷹たか音ねの話してんのか？」


    　統吾の口の中で舌打ちが響ひびいた。


    「あいつも相当なもんだけどな。お前ほど不気味じゃねえよ。協調性がねえだけだし、チクり放題のボーナスステージみたいなもんだ。お前は単に、気持ちが悪い」


    「チクり放題と言えばよ」


    　俺はうつぶせの姿勢をひっくり返して、仰あお向むけになった。少し、呼吸がしやすくなる。好き放題に蹴けり続けてくれたおかげで、腹の中に異物を抱え込んでるような不快感が消えない。ちっちゃなガン細胞を埋め込んだ気分だった。


    　懲こりずにむくりと、俺は上体だけを起き上がらせる。蹴りやすい体勢を取ってやる。


    「こんな所、誰だれかに見られたらマズいんじゃねえの、お前？」


    「知るかよ。密告したけりゃそうすりゃいい。お前がやったっていい」


    「何だ、お目こぼしか、お前だけ？　……しっかし俺に言わせりゃ、お前らの方がよっぽど気味が悪いっつうんだよ。推すい薦せん枠わくごときで密告繰くり返して、学校ん中でも浮いてるしな。バカ学校に入った癖くせに、そんなに大学なんか行きたいのか、お前ら？」


    「俺は最初っから、推薦枠になんか興味ねえんだよ」


    　食い付いた。


    　あんまりにも派手に、無造作に、統とう吾ごは俺を痛めつけすぎた。誰かに見られる可能性だって低くはないのに、周囲の目など気にもしていない。あのクラスの生徒にしちゃ不用意に過ぎた。


    　伏せられている統吾の手札。


    　間違いなく何か、変わった手札を配られている。


    　手札は、みんな開きたがる。伏せ続ける方が難しい。見せびらかして、みんなに吹ふい聴ちようしたくなる。機会さえ与えてやれば、こいつらは何か言いたい事を主張し始める。煽あおってやれば尚なお更さらだ。


    　違うと叫びたいのを口を噤つぐんで黙だまっていられる人間なんて、そうそういない。


    「……推薦枠もいらねえのに、あんな真ま似ねに賛同してんの、お前」


    「お前にゃ関係ない」


    「先生、大好きっ子か、お前。何それ、愛のために協力してるとか？」


    　疲れ切っている右足を使った、最大風速の蹴けりが来た。予期していたから、両腕を重ねて受け止める。俺のデカくて重い体が砂じや利りの上をずれ動くほどの一いち撃げき。腕が折れたかと錯さつ覚かくするような激痛が走って、手が動かせなくなっていた。


    　追撃は、まずい。俺は大おお袈げ裟さに痛がって悲鳴を上げて、転げ回った。


    　統吾が満足するようなリアクションを取ってやる。腕が動かないところに、もう一度あの蹴りで顔面でも撃うち抜かれた日には酷ひどい有様になるに決まっていた。


    「……舐なめた口利きいてっと腕の一本ぐらい折っちまうぞ、クソデブが」


    「お前こそ、やりすぎると大問題にしちまうぞ？　立派な暴行傷害だからな。警察にでも駆け込まれたら困るんじゃねえの？」


    「やれよ、やりたいんなら」


    「お前はいいかもしれねえけどよ、蒔まき絵え先生が困るだろ？」


    　もう一発、来るかと思った。腕は持ち上げるくらいなら何とかなる。


    　殴なぐらせて、蹴けらせて、自分の体を好き放題に壊こわさせて。


    　そうして俺は言葉を引き出す。自分の痛みと交換に、相手から情報を引き出す。圧倒的優位の中で口を滑すべらさせる。何事もタダじゃない。鷹たか音ねだって安くはない金を払って、調査させている。俺は金がないから、このやり方しかない。


    　どんな奴やつも情報の誘ゆう惑わくには勝てない。


    　殴り返すなんてあほらしい真ま似ねをするより、噓うそでも吹き込んでやった方がよほど効く。


    　ところで聞いた話なんだけど。あいつがこんな事を言っていたけど。


    　そう匂におわせるだけで殴るのも蹴るのも、止まる。聞き出そうとする。自分の利害に直結していたら、尚のこと聞き出そうとする。


    　俺はそういうやり方を覚えてきた。


    　相手に噓を吹き込み、方向を曖あい昧まいに指し示してそちらに走らせ、崖がけから落ちるのを仕込む。そいつ一人だけじゃなく、何人も巻き込まれて一いつ緒しよに落ちていく。


    　蹴りは来なかった。俺の言葉がそうさせた。


    「困りゃしねえよ、蒔絵先生は。俺をクビにして終わりだ」


    「……いいのかよ、それで」


    「いいよ。だから俺は別に、お前を殺したって困りゃしない。つうか、殺しちまった方が厄やつ介かい事ごとがなくなっていいんじゃねえかと思ってる」


    　とんでもないイカレ方をしている。


    　蒔絵先生の信者に近い。こんな生徒が一人いるだけで、あのクラスの運営はさぞかし楽になるんだろう。蒔絵先生と統とう吾ごがどういう仲なのか、はっきりとはまだ分からない。だけど統吾が『その気』なのは傍はた目めにも明らかだった。


    　俺が監視し俺が制御し俺が排除し、そして俺が犠ぎ牲せいになる。


    　そんな意志を持った、蒔絵先生の手足同然に動く、クラスの細胞の一部。


    　単純で、自己陶とう酔すいの激しい男子生徒一人をそうするのに、蒔絵先生はさしたる手間もかからなかっただろう。特別扱いの入り交じった関係を構築してやれば、この手のタイプは自分から有能であろうとする。


    　あなただけが頼たよりだと囁ささやいてやるだけで、頼れる人間になろうと努力する。


    　これほど自分は頼りになるのだとアピールし続ける。承認欲求の塊かたまりみたいになっていく。


    「どうするよ、殺されてえの？」


    　やれるものなら、やってみろ。殺せもしない癖くせに。


    　そう言い返すのはつまらない。


    　立ち上がって殴なぐり返す。もっとつまらないし、大体、立ち上がるほどの気力もない。だから俺は別の事をする。


    「……俺を殺したらお前、さすがに捕まるぞ。少年刑務所行きだな」


    「構わないって言ってんだろ？」


    「お前も俺もいなくなったら、鷹たか音ねを止めるのは誰だれなんだろうな？」


    　びくん、と統とう吾ごの眉まゆが動いた。怪け訝げんそうな顔。


    　さてどうだ、と俺は自分の仕掛けた言葉が統吾に及ぼす影えい響きようを見ていた。猜さい疑ぎ心しんという名前の杭くいを、統吾という建物の基礎に叩たたき込んでやった。


    　鷹音よりも俺を不気味だと、そう思っている。そこに鷹音を推すい薦せんしてやる。俺さえいなくなれば何もかも終わると単純に考えているこのバカに、選せん択たく肢しを増やしてやって思考を混乱させてやる。


    　何と言う事はない、考えすぎの、小さな可能性。


    　それを少しばかり吹き込んでやるだけでいい。


    　これだけ殴る蹴けるの扱いを受けたにしては貸した金を回収しきれていない気もするが、俺は基本、分割で請求する事にしている。気付けば首が回らなくなるほどの負債に膨ふくらませながら回収し続ける。


    「ま、殺されるのもイヤだし、そもそも痛いのも嫌きらいだ。もうやんねえよ」


    「……次、蒔まき絵え先生に何かやったら、本気で潰つぶすからな」


    　目が覚めたように表情を切り替えて、統吾はどうにか体てい裁さいを保つ。俺はそれに気付かないふりをしてやる。


    「分かってんよ、痛いのは好きじゃねえんだ」


    「……っとムカつくな、てめえは」


    　相当に痛めつけたという自負の割りには、俺がへこたれていない。そう思っているんだろう。冗談じゃなかった。本気で痛いし、へこたれている。そう見せないのは俺の性格の問題というだけだ。相手の思い通りになりたくないという、おかしな意地だけだ。


    　吐はきそうなほどに腹は痛いし、腕は握力がなくなって持ち上げるのも困難だ。蹴り飛ばされた耳は、スニーカーのヒモと擦こすれて血が滲にじんでいる。


    　統吾は脅おどすように、蹴る真ま似ねをした。仕方がないからビビってやった。


    　それで満足したように、統吾は俺に目もくれず、ポケットに手を突っ込んで歩き去っていく。しばらく待っていなくなってから、俺は下半身だけで重い体を持ち上げ、ようやく、立ち上がった。


    　膝ひざの調子を、曲げ伸ばして確認する。足を攻められなかったのは幸運だった。俺みたいなデブは下半身を大事にしなきゃならない。


    　正直、立つのも面倒なほど疲れ切っていた。


    　あとは精々、統とう吾ごの前では縮こまったふりでもしてやればいいだろう。そうすればあいつの中での、俺のラベル付けは完了する。力で脅おどしておとなしくさせた、それでおとなしくなる、薄うす気き味み悪いデブ。そんな程度でいい。


    　誰だれかに勝手なイメージを持たせるほどに、俺のステルス性は強化される。


    　本質を摑つかめなくさせていく。


    　精々、侮あなどらせておけばいい。それは、侮られるルックスを持った俺にとっては一番効果の高いやり方だった。こんな冴さえない外見にも使い道はそれなりにある。


    「……に、しても思いっきり蹴けりやがったな、あのバカ」


    　上半身のあちこちで走る痛みについ、そうぼやく。


    　冷静に笑っていられるほど、俺も大人ではない。


    　あの野郎ブッ殺してやる、ぐらいの事は頭の隅で少しは考えているし、むしろそれが広がっていかないように抑えつけるのに必死になっていた。そして何より問題なのは、統吾がこんな余計な事をしたせいで、俺には理由ができてしまった事だった。


    　何はなくとも統吾にだけは、俺の爆弾を叩たたき付けるだけの理由が。


    　俺のシステムは攻こう撃げきに反応して容よう赦しやなく作動する。


    　あの、居心地の良かった無関心の教室は既すでに過去の話でしかなかった。


    



    
      四

    


    



    　全身が痛んで熱も出たから、翌日は学校を休んだ。


    　腹には青あざが広がっていて動くたびに痛みを走らせるし、両腕は折れたんじゃないかというほど動かすのが難なん儀ぎな有様で、ベッドから動く気は全くなかった。学校に連絡を入れただけで、もう腕は限界になっている。


    　左耳の皮が擦こすれていて、寝る体勢まで制限されるストレスに俺は苛いら立だっていた。


    　痛み止めを呑のんで横になる。俺がちまちまと溜ため込んでいる常備薬だ。体を張って他人を煽あおる事の多い俺は鎮ちん痛つう剤ざいにはよく世話になる。別に毎日呑んでいるわけじゃないから耐性がつくという事もない。


    　体が痛むのには馴なれていた。


    　それはトレーニング後の筋肉痛にも似ていて、俺が他人に与えられた痛みは、その痛みの分だけ何かを積み重ねたのだというおかしな充実感も併せ持っている。


    　虐いじめられる方が落ち着く。


    　そういうルックスと性格だった。虐められず、阻そ害がいされない方が落ち着かなかった。相手の行動をコントロールできてないのではないかと不安になる。


    　俺は、太っていなくてはならない。


    　冴さえない間まの抜けた顔でなくてはならない。


    　まるで無防備な有様で相手の一いち撃げきを誘さそい込む。俺が覚えた戦い方。カウンターを誘うボクサーに似ている。他人に、勝手な印象を持たれて、苛いらつく仇あだ名なで呼ばれて、そして虐いじめられる。ロボットか何かなのかと思うほど、同じ行動をみんな繰くり返す。


    　そうならなかったのは、前の学校でだけだ。


    　思い出すと胸がざわつき、吐はき気が襲おそってくる記き憶おくを、無理に思い返す。何で悠ゆう一いち郎ろうはあんな事をしたのだろうと考える。


    　何度考えても、思考は纏まとまらなかった。


    　脳に爪つめを立ててくるような記憶を精査する事ができなかった。


    　周囲は悠一郎をそこまで追い込んだ。俺が煽あおって、追い込ませた。それは完全に計算のうちだ。俺が贈ったナイフで刺したのなら、死んでしまっていても俺は何とも思わない。


    　ガソリンをぶっかけて火を放つ。


    　ガソリンが、濃硫酸か何かだというなら分かる。


    　いきなり髪の毛にでも火を点つけたというなら、それも分かる。


    　どちらも一度の動作で終わる。必死になって掘り起こして構築した復ふく讐しゆう心しんなど、それで燃え尽きてしまう。


    　偶然、連れん鎖さしただけとも思えない。例えば、階段から突き落としたとする。それで一いつ旦たんは収まってしまうが、全身を打ってもがき、動けない相手を見て、行動力が再起動する。そういうシチュエーションならともかく、広角ビンに詰めたガソリンを被かぶせるのも、着火装置で火を点けるのも、計算ずくの行動だった。


    　キレていない、という事だ。


    　冷静に、落ち着いて、キレた風な演出を口実にして。


    　まるで俺のように。


    　考えが纏まりそうになるたびに、俺を見ていた悠一郎の視線が蘇よみがえってきて思考をばらばらに砕いてしまう。


    　あの目から逃げたくて、俺は慌あわてて転校したようなものだった。


    　悠々と、爆破解体を終えて引き上げるのではなく、泡を食ってパニック気味にその場から駆け去って、それでも悠一郎の視線は俺に張り付いたまま、今も俺の行動を観察している気がした。


    　俺はあの後遺症から立ち直れずにいる。


    　統とう吾ごに、これだけ殴なぐられ、蹴けられても、俺のシステムは鈍い起動音を立てたまま、まだ完全に動こうとはしていない。


    　薬のおかげで俺は眠れていたけれど、夢には断続的に、過去に俺が繰り返してきた他人への悪意ある行動が、第三者の視点で、映画を見せられるように再生されていく。姿形だけじゃなく性根まで曲がっている俺を見て、俺は早く、そいつが死ねばいいのになと期待して見ていた。


    　寝汗がいつになく凄すさまじい。積み重なった脂肪の間に、ぬるりと染しみ出した汗の量は尋常じゃなく、寝返りを打つたびに水が零こぼれたようなぴちゃんという音がする。


    　何度も、それで目が覚めた。首に手をやると、滴しずくが垂れるほどの汗が掌てのひらに付いてくる。


    　完全に眠れなくなったのは夕方の三時過ぎだった。昼下がりの余熱も手伝って全身は汗だくで、布ふ団とんに染みついて乾いて固まった長年の汗その他までもが、その汗で戻されて悪臭としか言えない臭においに満ちた部屋になっている。


    　俺の臭いだから耐えられているだけで、他人だったらまず耐えられないと思う。


    　腕も腹も痛いままだったけれど、動くのに支障があるわけじゃなかった。立ち上がってシャワーでも浴びようかとした時、スマートフォンが鳴って、そして止まる。メール着信を報しらせる音。俺はその音に心臓を鷲わしづかみにされるような痛みさえ覚えた。スマートフォンを拾い上げて確認する。


    　鷹たか音ねからだった。


    



    



    　喫茶店で鷹音と向き合って座っている。


    　男女が制服姿でそうしていたら、付き合っているのかなと周囲は思うかもしれない。多分、俺らはそう思われていない。座ってから殆ほとんど会話もせずに、お互いに携帯の液晶画面を覗のぞいて指でいじり続けている。


    　映画を観た帰りだった。チケットがある、などと言われて、大して興味もなかったハリウッド製のポリゴンアニメを一いつ緒しよに観に行ったのだけれど、『一緒に』観たのかも怪しい有様だった。


    　俺らはてんでばらばらに好きな席に座って、それぞれ勝手に観ていた。鷹音はやや前よりの端はしっこの席で、俺は最後尾の中央。


    　映画館を出てから合流して、喉のどが渇いたし座りたい、という事で合意して、喫茶店にいる。そのまま別れて帰っても良かったのだけれど、鷹音は何か用事があるみたいだった。いつもの、プラスチック製のリュックの他に、今日はアルミ製のカートを引いていて、俺も何やら好奇心をそそられたから一緒にいる事にした。


    　そして俺は目の前にいる鷹音をほったらかしにしたまま、ブログを更新し続けていた。なるべく曖あい昧まいで、主観的な、素の感想を『書き殴なぐる』という感じで。ネタバレはしないようにして、その代わり曖昧なキーワードは盛り込む。好奇心をそそられる程度のさじ加減。


    　一番大事なのは、ネタバレはしませんとか、この先ネタバレ注意とか、そんな文言を書かない事だ。俺はそんなに親切でユーザーフレンドリーな映画ブログを運営していないし、する気もない。基本、しないが、いつ何のきっかけでネタバレしようと俺の勝手だ。


    　俺は適当に、箇条書きに近いような書き方で感想を纏まとめて、アップロードする。サイトに掲載された自分の感想を確認して、おかしな事を書いてないか、誤字がないかと確認する。サイトに段組みされた形ではっきり分かるような誤字が、投稿中は分からなかったりするからだ。


    「……更新した？」


    　画面を睨にらんでいる俺の仕草を見て、鷹たか音ねがぼそりと言った。


    「更新した」


    「じゃあ、読む」


    　短くそうやりとりする。


    　誤字脱字の確認も終わり、手持ち無ぶ沙さ汰たで、だらだらとネットを回る。


    　鷹音を見ると、割合熱心に、液晶画面を見つめていた。


    　アイスコーヒーを呑のみながら、俺は鷹音の眼鏡を眺め、眺めながら今日観た映画を反はん芻すうしている。ハリウッド製のポリゴンアニメはそこそこにいい出来だったけれど、人間の首は吹っ飛ばないしチェーンソーでおばさんを何度もどついたりもしないのが不満と言えば不満だった。


    　そういうアニメをハリウッドもさっさと作って欲しい。コミカルじゃなく本気で。ブログにもそう書いた。


    　ブログにはコメントがついている。鷹音だった。


    「アニメをばかにするのをやめてください」


    　文脈も何も関係なしにそう書いてある。別にばかにはしていない。首のひとつも飛ばせと書いただけだ。俺は目の前にいる鷹音に言わずに、コメント欄らんに返信を返す。


    「そんな事言ってません。病やんでらっしゃるんですか」


    「だまれ天然パーマ」


    　その返信に、さすがに俺は直接、鷹音に抗議する。


    「……お前、こういうのやめろよ」


    「どうして？　天パーだし」


    　俺の髪が生まれつきくねくねしている事は、この際どうだっていい。


    「なんか直接の知り合いみたいなの醸かもし出すなよ。知り合い同士で馴なれ合ってるとか思われるのヤだろ」


    「アニメに必ず変な文句言うから」


    「んな事ねえよ、別に必ずってこたねえよ、たまたまだよ」


    「……前におもくそ炎上したくせに」


    「だから、ああいうのが嫌きらいなの、俺は！　アニメそのものじゃなくて、取り巻いてる環境がイヤなの！　それこそ作り手と受け手が馴れ合ってる感じの！　わっかるだろ？」


    「分かんない」


    　鷹音はストローで、ストレートのアイスティーを啜すする。


    「……分かんないけど、嫌いやみたいだからコメント消す」


    　俺の相手が面倒くさくなったみたいに、鷹たか音ねはタッチパネルを操作し始める。やがてコメントは消され、俺の『病やんでらっしゃるんですか』という返信だけが取り残されて、病んでいるのは俺の方みたいに見えた。


    　鷹音はコップの中の氷をストローでつついている。俺と会話するのが面倒くさいという仕草。


    　また俺らは通信回線を介したコミュニケーションに戻る。


    　唐とう突とつに会話を止やめて、携帯電話のタッチパネルに指を走らせ続ける。


    「……つーかさ、鷹音はアレ、面おも白しろかったの？」


    「そこそこ」


    　アイスティーにとどめを刺さない飲み方で、鷹音は目も合わせずにそう呟つぶやく。自分から誘さそってきた割りには、それほど満足している様子ではなかった。俺はというと片かたっ端ぱしから劇場公開作品を観られるほどの余裕はないから、枠を一つ、アレに割さいた形になるわけで、元を取る意味でも帰ったら飽きるまで分析してやろうと思っている。


    「わざわざ誘った割には面白くなかったんか」


    「面白くないとは言ってない。そこそこ」


    「なんだその曖あい昧まいな評価」


    「集中できなかった」


    「？　なんでまた」


    　鷹音はそれには答えない。こいつは時々、唐突に会話を中断して、こうして何も喋しやべらなくなる。そしていずれ、全然違う話を始める。相手が俺じゃなかったらあっという間に人間関係に破は綻たんを来きたすタイプの女だ。気にもせず、俺はネットをさまよい続ける。他人のブログを覗のぞいて、面白い記事があればコメントしたり、自分のブログについたコメントに返事をしたりを繰くり返す。


    　ふと気付くと、鷹音は熱心にタッチパネルをいじくり回している俺をじっと見ていた。俺は気まずくなって、ブログに書きかけていたコメントの返信を中止する。


    「……何だよ」


    「いや。楽しそうだなーと思って」


    「そりゃまあ、楽しいけど、急に何だよ？」


    「……転校生ってさ、何でブログなんかやってんの？」


    　俺は目を瞬しばたたく。


    　何でと言われたって困る。


    「……その質問の意味が分からない」


    「だってさ、ブログだと付き合いあるじゃん、誰だれかと。私結構読んでるんだよ、転校生のブログ。コメントのやりとりとか普通だったし、コメント付けてくれた人がブログやってたら、わざわざ見に行ってたし。何でそういう付き合いはやんの？」


    　鷹たか音ねは別に、映画に詳しそうではなかった。鷹音が詳しいのは偏かたよった少年漫画なんかで、そういう人間が俺のあんな、話題作の事さえロクに書かない映画ブログを隅々まで覗のぞいている。映画を観ていなくてもそれなりに読める、という俺の文章。そうなるまでには努力だって必要だった。わざわざ、俺はそんな努力を重ねた。


    「……何でだろうな」


    「そうやって、ごまかす」


    「ごまかしてねえよ。分かんないんだ、本当に」


    　ぼんやりとは分かる。例えば付き合いが限定されるから、不用意に仲良くならずに済むとか適度な距きよ離りがあるとか。ただそれは、矛む盾じゆんする。俺は、生なま半はん可かな『実際の』人間関係、例えばクラスの同級生と仲良くなるという以上の親密さを、長い事、ネット上の連中数人と築き上げてきた。


    　それを鬱うつ陶とうしいと思った事はない。


    　叩たたき壊こわしてやろうとも思わない。


    　言うなればもっとも自然に、空気を呼吸するみたいに意識せずに、俺はネット上の、会った事もない、言葉のやりとりだけの関係を円滑に続けていく事ができる。何年それを繰くり返しても一向に気にはならない。


    　それが、何でなのか考えた事はなかった。別に考えたって仕方ないとも思っていた。


    　ネットと現実の俺は、真逆だ。


    　別に、リアルとネット、なんて言い方で区切りたいわけじゃないし、そんな考え方は嫌きらいな方だった。インターネットはリアルに、現実に存在するコミュニケーションツールに過ぎない。電話やテレビと同じだ。何も変わりはしない。そこに別の世界はない。


    　それでも、やっぱり何かが違った。


    　相手を本当には知らないという匿とく名めい性せいか、あるいは実名を知って実際に会って、それでも縮まらない強固で透明な壁に阻はばまれた距離感が存在するからなのか。俺は、その距離感を好んでいる。回線の向こう、テキストだけのやりとりがもたらす空間の中でだけ俺はまともな人間でいられる。


    　四六時中、同じ空間に強制的に閉じ込められてやりたくもない交流を繰り返させられる、そんな『リアル』よりもネットのやりとりを、その中の交流を、この上なく大切にしている。


    　他人が積み上げた人間関係を壊して回るのは、作り上げた砂の城を蹴けり飛ばして壊すのや、積み上げた小石を突き崩すのに似ている。俺はそうする事に、たまらなく興奮する。感動さえ覚える。充実感が半はん端ぱじゃない。


    　単純に、仲良くしている連中が羨うらやましいとか、そういう事じゃない気がした。


    　嫉しつ妬とは俺のエネルギーじゃない。もし、そうだとしたら、俺は誰だれかに話しかけられたり、受け入れられたりする事に僅わずかでも喜びを感じる筈はずなのだ。例えばこうして、鷹音が俺と個人的に話してくれている事なんかを楽しいと思う筈はずなのだ。


    　実際は、別に嬉うれしくもない。


    　興味本位でここに来たに過ぎない。俺は鷹たか音ねを、好奇心で眺めている。観察するように接している。そこには見えない壁があって、俺はその壁を取り除く事を欲してはいなかった。俺は他人を眺めて、それが暴走して壊こわれていって、全員が俺を睨にらみ付けるような空気の中で去っていく。


    　いつだってそうしてきた。


    　受け入れられないから壊すんじゃなく、壊したいから受け入れられるのを避さける。


    　これからだってそうやって生きていく。


    　楽しいのだから、仕方がない。それを望んでいるのだから。


    　それなのに。


    　そういう人間である筈なのに、俺は一いつ旦たん、回線越しに自分を据えてしまえば、そんな意識は欠片かけらもなくなってしまう。


    「……転校生ってさ、よくイジメられるって言ってたじゃない？」


    　鷹音の声。俺に対する、肉声の問いかけ。悪意もなく、傷つける意図もない普通の声。


    　どうだっていい。俺はそんな物には何の価値も、そして喜びも感じない。


    「言ったね」


    「それってさ、わざと？　望むところだなんて楽しそうに言ってたけど」


    「……ま、そんなとこあるけど、それがどうしたよ？」


    「んー……まあ何て言うか、これ、私の勝手な考え方なんだけど、……ひょっとして、周りを嫌きらいになるための儀ぎ式しきなのかなあって」


    　俺は何も答えない。


    　何と答えたらいいのか分からなかったし、そんな風に考えた事もなかった。それよりも、何な故ぜ、鷹音がそんな風に、俺の中へ踏ふみ込んで来ようとするのかが分からなかった。


    「何なんだ、急に。んな話したくて呼んだのか？」


    「いや、用件は別にあったんだけどさ。興味あるから私、転校生の事」


    「……何でだよ」


    「変わってるから」


    　そう言われてしまうと、俺も納得するしかない。変わっているのは自覚している。他人から見たらさぞかし奇妙な生き物なんだろうと、自分でもそう思う。


    「じゃあ本来の用件は何だよ？」


    　鷹音は話を中断するのがつまらない、という顔をしてから、引いてきたカートを俺の方に滑すべらせてきた。


    「それ、あげる」


    「カートを？　中身を？」


    「中身を。カートもあげてもいいけど、別に」


    　金持ちは言う事が豪快だ。俺はカートを受け取って、アルミトランクのふたを開けてみる。中には、古びた漫画の単行本が詰まっていて、その中に定形外の大きな茶封筒が混ざり込んでいた。


    　漫画は経年劣化で黄色くなって、表紙は折れ曲がり、開き癖ぐせのついた代しろ物ものばかりが入っていた。鷹たか音ねが前に勧すすめていた漫画のタイトルが見える。その他にも、何か色々。全部同じ出版社で、この出版社の回し者なのかとさえ思う。


    「……お前の親おや父じって、この出版社の役員かなんか？」


    「おじいちゃんが銀行の頭取。お父さんは保険会社の常務だか専務だかそんなの」


    「なんでそんなエリート一家にこんな偏かたよった漫画ばっかあるんだよ、しっかも古いのばっかりで」


    「一番上のお兄ちゃんが、アメリカ行く時にそのまま置いていったから、私がもらったの。面おも白しろいから読んでみって。鷹音セレクション。……あーそれもオススメ。久く条じようさんカッコ可か愛わいい」


    　俺が適当に取った漫画のキャラらしい。いきなり濃いところを言われても困る。読んだ事もなければ聞いた事もない。


    「もっとメジャーなの読めよ。っつうか少女漫画読め」


    「なんか読む機会なくてさ。お兄ちゃんが持ってたのばっか読んでたんだよね」


    　どの漫画も、どのページを開いても人が殴なぐられているような代物ばかりだった。読む機会がなかったからといって、何もこんなものに夢中にならなくてもいいとは思う。こんなのばかり読んでるから、鷹音は人の輪に加われなかったんじゃないのか。


    　そう考えて、逆だと気付く。


    　人の輪に入れなかったから、身内の趣しゆ味みをトレースするしかなかったんだと、気付く。


    　俺は、とても女がハマるようには思えない漫画の山を眺めて、その話をする気力がなくなった。何だって鷹音は、こんな風に、俺に胸きよう襟きんを開くのかと面倒になった。その距きよ離りは、俺が望まない距離だった。


    　鷹音は、俺のブログを読んでいる同級生だ。


    　今までに、そんな相手はいなかった。俺は、付き合い方の境界線が曖あい昧まいになる。こうして会って話をしているのが、オフ会か何かのような気がしてくる。俺はキャラを変えているつもりはなかったけれど、距離感は明らかに変えていた。


    　鷹音はネットとリアルの間ま境ざかいに立っている。


    　どう接してどう扱っていいのか、俺には分からなかった。


    　鷹音に渡された定形外の茶封筒。


    　分厚く膨ふくらんだそれを、何気なしに手に取る。中には紙束がきれいに納められていた。


    「……んでこれは何だ」


    「調査報告書」


    「……あのクラスの？」


    「あのクラスの」


    　俺は中から紙束を引き出す。手書きの、きれいな字が読みやすく書き連ねられていて、ぱらぱらとめくると写真のカラーコピーなんかも混ざっていた。基本的に、全すべてコピーとして出力されたもので原本じゃない。


    「それ、預かっといて欲しい」


    「……何でだよ。つうか、金かかってんだろ、これ」


    「お金なんかどうだっていい。転校生が持ってて欲しい。全部コピーだからそれ自体には価値殆ほとんどないらしいけど、書いてある事は同じだから」


    「そう、言われてもな」


    「……私さ、明日、やってみる」


    　ぽつりと、放り投げるように、鷹たか音ねは俺にそう言った。


    　俺も聞き返したりしなかった。鷹音は、手に入れたこの情報を、金を使って人を雇ってまで揃そろえたこの情報を使って事態を変えようとしている。元あったように、普通のクラスを取り戻そうとしている。


    　鷹音が眺めていて、それで楽しめる風景を蘇よみがえらせようとしている。


    　最前列で眺める青春群像劇。


    　鷹音の、この上ない、他に替えようのない楽しみのために。


    「……俺の見た限りじゃ、結構厳しいぞ」


    「芹せり雄お、退学しちゃったしね」


    　内々で処分を収めたようだったが、今度は芹雄が耐えられなかった。


    　自主退学なのがそれを物語っている。ＯＬの家に不法侵入していたなんて『趣しゆ味み』を暴かれては居座れる筈はずがない。どのみち、学校側に知られたのでは推すい薦せん枠わくも絶望的で、そうなったらこんなレベルの低い高校になど居座る価値はない。


    　鷹音はその結果に、少しばかり後悔している様子だったが、芹雄のやった事への嫌けん悪お感かんがそれを軽減させている。


    　一人暮らしの女の家への、不法侵入が趣味の変態だ。


    　切り捨ててもそれほど胸は痛まない。残ざん酷こくな話だが結局はそれだけの事だ。女としての嫌悪感が後悔を軽くする。


    　ただ俺は、蒔まき絵え先生があっさりと退学届を受理している事の方が気になっていた。それも、俺が念を押して吹き込んだ嫌悪感が影えい響きようしているのかもしれない。説得して留とどめるべきなのを、そうさせなかったのかもしれない。


    　蒔まき絵え先生は腹芸が苦手なのは、俺も分かっている。嫌悪感丸出しの顔で芹せり雄おを問い詰めたのだとしたら、辞めたくなっても仕方がない。軽けい蔑べつの目で見られ続ける事は、どれだけ秘密にすると言われても耐えられないだろう。


    　気に入った女に声を掛ける事もできずに、部屋に侵入して満足してしまう男なのだ。


    　そのまま居座らせても自じ暴ぼう自じ棄きになって何を始めるか分かったものじゃない。蒔絵先生も本音では厄やつ介かい払ばらいと思っているだろう。


    　蒔絵先生の目的は『ルールを守る事』じゃない。


    　クラスをきちんと完全に統治する事だ。推すい薦せん枠わくはその取引材料に過ぎない。


    　鷹たか音ねの爆弾は、その統治すべきクラスをもろともに吹き飛ばす。芹雄が退学になるのなら、他は警察にでも引き渡さなきゃバランスが取れない。鷹音に聞く限りではクラスの半分が消えていなくなる。


    　それを蒔絵先生が許すとは思わなかった。


    「ダメかもしれないって事？　ここまでやっても通じない？」


    「むしろ、デカすぎるってところだな」


    「もしダメだったら、私、捨てちゃうから、それ。持っていたくないんだ。読みたくもなかったし、知りたくもなかった。それで、何も変わらないんだったら、きっと私、捨てちゃうと思う。焼却炉にみんな放り込んで」


    「だからって、何で俺に」


    「転校生に預けたら、きっと何かしてくれそうだから」


    「……ふざけんなよ」


    「ふざけてない。本気で、お願いしてる。私が失敗したら、転校生がやってみて」


    　鷹音は別に頭も下げなかったし、縋すがり付く様子でもなかった。淡々と、何の感情もなく、ただ目だけで俺に真剣さを訴えかけていて、俺はつい、視線を逸そらした。その目が、悠ゆう一いち郎ろうの目を思い出させた。


    　何かを語る目。


    　俺に何かを伝えようとしている目だ。


    　そういう目が俺のシステムをおかしくさせる。悠一郎の、あの目のように。


    「でも、きっと手間はかけさせないと思う。巧うまくやれると思ってるから」


    「それを期待してるよ、俺も」


    　鷹音も、俺も、自分の都合で周囲に干かん渉しようする。


    　一いつ旦たんネットを介してしまえば、二人とも当たり前に人と関かかわれるのに、オフラインではそれができない。


    　しがらみが多すぎる。


    　コストの悪い、無ぶ様ざまな人間関係にはお互いにうんざりしている。


    「……転校生ってさ、すぐ転校するみたいな事言ってたけど、次いつ転校すんの」


    「さあ。……親おや父じの都合次第だと思うけど」


    　その気配はあった。店の立ち上げに付き合い、軌道に乗せて、そして他からの需要が生じる期間というのは割合、パターン化している。というより、親父がそういう風にスケジュールを組んでいるんだとは思う。


    　今回は、そんなに長くはない。


    　今夜にでも『悪い、また引っ越しだ』と言い出したっておかしくなかった。そしてお決まりの、このままここに住むか、という話。仕送りはするし家賃も払うから、その方がいいんじゃないか、という無む駄だな気遣い。


    　俺は今いま更さら、一つ所にはいられる体じゃなかった。


    　それにまだ親父は気付いていない。日本中に友達がいるとでも思っている。冗談じゃなかった。俺は多分、日本中に敵がいる。俺を恨うらんでいる奴やつらを作り続けている。俺をいつまでも忘れずに、出会い頭がしらに殴なぐりつけてきたっておかしくはないという連中しかいない。


    「ずっといればいいのに」


    「は？」


    「いや、面倒くさそうだなって思って」


    　鷹たか音ねは目を落としながらそう言う。


    　俺は鼻で笑っただけで、何も答えない。


    　ずっといたところで、俺が見るのは鷹音が求める、普通の平凡なクラスだ。俺と鷹音はそこで分かり合えない。最終的に目指す場所が、俺と鷹音では違いすぎる。蒔まき絵え先生が目指そうとしている場所に反発していながら、更に別の場所を互いに求めている。


    　蒔絵先生は、統制された没個性の監視社会を。


    　鷹音は、みんなが平凡に楽しそうに過ごす、自然な学園生活を。


    　そして俺は。


    　俺は、全すべてが壊こわれていく事を望んでいる。俺自身が意図的にそうして嫌きらいになった空間を、反はん撃げきの大義名分を掲げて叩たたき壊していく。黒こげになった荒れ野がそこに広がる事だけを求めている。


    　俺たちは全く別の理想を探している。


    　決してかみ合わない癖くせに、それぞれが自分の理想を同じ概がい念ねんで呼ぶ。


    　俺たちにとってはそれぞれが、紛まがう方なき完かん璧ぺきな、あるべき形でのクラスの有様。


    　重なり合う事のない世界。


    　鷹音は俺に、何を期待しているのだろうか。同じ理想を掲げ、同じ物に向かって邁まい進しんしてくれると信じて、この調査報告書を俺に預けるのだろうか。


    　俺は多分、そんな真ま似ねはしない。


    　俺にできるのは、そんな事じゃない。


    　伝えたくても、俺の口からは結局、そんな言葉は出てきてはくれなかった。
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    　腕の調子が戻るのに三日かかった。


    　その間、俺はずっと学校を休んでいる。家でゴロゴロしながらネットを見たり、鷹たか音ねにもらった山ほどの漫画本を消化したりしていた。一度も、茶封筒の中身は覗のぞいていない。


    　いつもは、俺が自分の足で歩き回り、そして体を犠ぎ牲せいにして得られる情報が、より高い精度で、相手に気付かれる事もなくそこに記述されている。鷹音が自分の金を遣って得たその情報を丸投げされても、素直に受け取る気になれなかった。


    　俺が幾いくらか払ったというなら、まだ分かる。一円だって払っちゃいない。


    　くだらない拘こだわりだと思って見ても、このまま、見ないでおこうとさえ俺は考えていた。茶封筒から意識を逸そらそうとして、殊こと更さら、漫画を読むのに熱中した。一〇〇冊近く、入っている。幾らカートとは言え、痛んだ俺の腕では引きずってくるのも難なん儀ぎした。苦労の分は楽しませてもらわなかったら、割りに合わない。


    　ヤンキー漫画の派生系みたいなものばかりで、一番上のエリート兄貴が読んでいた、というのが少し意外だった。自分に全く関かかわり合いのない世界だから、どんなファンタジーでも受け入れてしまうのかもしれない。


    　読み比べてみると、ヤンキー漫画と一口に言ってもそれなりに趣おもむきがことなっていた。やる事は要するに喧けん嘩かなのだから、切り口を変えていかなきゃすぐ飽きられるんだろう。一つを読み込むというより読み比べるというイヤらしいやり方で、俺はそれなりに熱中した。


    　俺が鷹音にそう呼ばれているからか、『転校生』が出てくる漫画は楽しく読めた。映画のネタが豊富で元ネタ探しに夢中になれたし感情移入してしまう。俺とは似てもいない真逆の性格だったけれど。傭やとわれて学校内のトラブルを解決してまた去っていくという設定らしい。


    　無む茶ちや苦く茶ちやに荒らしていなくなる俺は、この主人公のいいライバルになれるな、とぼんやりそんな事まで考えた。もっともこの話は魔物やら何やらが山盛りで出てくるから俺なんかあっという間に細切れにされそうではあった。


    　こうしている間にも、鷹音は、クラスに対して手札を切っているんだろうと思う。


    　それも忘れようとした。俺が登校したら、クラスのあの雰ふん囲い気きはなくなっていて、ごく普通の、平凡な教室になっている。何をどうしたってたかだか数日で、そんな事にはならないと思うが、可能性を捨てきれずにいた。


    　俺は鷹音から、あの書類を受け取ってしまっている。


    　鷹音が持っている原本と違ってコピーだから、それほどインパクトはなかった。写真もカラーコピーだから直接的な証拠にならない。


    　俺にとってはそんな事は些さ細さいな事だ。


    　書いてある内容が重要だった。あの教室の詳細な図面。どこに何を仕掛けたら倒とう壊かいするかが、労せずして分かる代しろ物もの。


    　鷹たか音ねが、普通のクラスを作り上げていたとしたら、それは俺のシステムに引っかかる。


    　俺は辺りに爆弾をまき散らして、そしてせっかくの平凡さを叩たたき壊こわす。


    　あまりそれを考えたくなかった。億おつ劫くうだった。今までと同じ事を繰くり返す事が酷ひどく面倒で、気き後おくれする。悠ゆう一いち郎ろうの記き憶おくが俺をそうさせる。


    　何となく丸く収まって、俺のシステムが眠っているうちにまた転校する。


    　それを俺は望んでいた。


    　親おや父じからは、次の引っ越しという話はない。もしあったとしても、さすがに俺を連れて行かないかもしれなかった。何にしても、高校を卒業したら一人暮らしをしたらどうだと言い出すだろう。今だって言われているくらいなのだ。俺も、学校に行く必要もなくなったというのに、親父にくっついて回る気はなかった。


    　先々の事、将来の事を考え出すと、別の種類の憂ゆう鬱うつが湧わき立ってくる。


    　学校生活には、やりがいがあった。人間関係の密度を逆手にそれを叩き壊すのに熱中していられた。それが例えば、大学、専門学校、あるいは会社やバイト、そういった中にあっても通用する趣しゆ味みとは思えなかった。


    　そんな熱意を醸じよう造ぞうできるほど、社会には密度があると思えなかった。


    　希き薄はくな人間関係はネットとそれほど変わらない。小中高という学校の中でだけ、俺は敵を見つけられる。


    　俺のブログが、大した見識もない、鋭い批評もない、平凡な、ただ見る物が偏かたよっているというだけのブログだという事は、俺自身がそうだという証あかしみたいなものだった。ごく普通に他人と接していられるネットの中で平凡な、大して面おも白しろくもないキャラクターしか演出できない俺は、同じぐらい希き釈しやくされた現実社会で生きていこうとすれば実際にその程度の人間でしかない。


    　別に変わった人間であろうとは思わなかった。


    　ただ、何の芸もない、という事は、生きていく手がかりがないのも同じだった。俺は学校に、濃密な強制的な人間関係の中に叩き込まれてそこに反発していくという生き方しか知らなかった。


    　何も望まず、やんちゃは引退だという顔をして普通に就職して、ヤンキー漫画は大たい概がい終わる。卒業式で幕を閉じる。昔は悪かったという『設定』だけを残して平凡になっていく。


    　俺も、そうなるのかもしれない。


    　ごく普通になった俺は、悠一郎の視線に耐えられるだろうかと思う。


    　まるで呪のろいみたいに俺に打ち込まれた視線。俺のせいで人が一人焼け、そして一人の人生を盛大に歪ゆがめたという過去。


    　俺はこの先、その報むくいを受けるのかもしれなかった。


    　じゃあどうすれば良かったのか、とも思う。何も分からなくなる。何も分からないままに、悠ゆう一いち郎ろうの視線に、あの顔に、俺は押し潰つぶされていく。ゆっくりと火に焼かれていくみたいに俺の精神を蝕むしばんでいく。


    　鷹たか音ねがしくじっていたら。


    　あのクラスが何も変わらず、あのままでいてくれたら。


    　俺は多分、その方がいい。そういうクラスだったら、俺は何もせずにずっといられる。統とう吾ごに殴なぐられた事など忘れてもいい。


    　漫画の中では、卑ひ怯きような手を使う敵が、主人公に殴られて負けている。


    　主人公視点の物語が続く。


    　殴られて負けた方は、どんな人生を歩むのだろうと考えてしまう。いっそ殺された方が楽なのではないかという錯さつ覚かく。改心して、次は主人公の味方になって現れる。そんな生き方は、俺にはとてもできそうもなかった。


    



    



    　三日ぶりの教室は、特に変わった様子もなかった。


    　統吾と目が合い、俺は視線を逸そらす。萎い縮しゆくしたような仕草で、椅い子すに座る。そうしていれば多分、統吾は満足する。


    　蒔まき絵え先生の腹心。親衛隊の隊長。


    　このクラスを統率し誘ゆう導どうする役目を負った、文字通りの手先。


    　密告が定着したのも、統吾が動いたのだろう。自分の評価としてカウントしなくていいから、とでも言ったのかもしれない。統吾だけが裏切ったのでは、孤立するだけだ。自分の成績に加算しない事で、全員が疑心暗鬼になる。


    　一人、そんな生徒を埋め込んでおくだけで、蒔絵先生の絵図はスムーズに展開する。


    　恋愛関係で強く縛しばり上げた、信用のおけるスパイだ。


    　相変わらず静まりかえり、みんな、優等生のふりをしている。大して頭にも入ってこない自主学習を繰くり返している。考え方を変えれば、受験に備えるならいい環境でもあった。それなのにみんな、推すい薦せん枠わく狙ねらいの演技しか繰り返さない。


    　自力で勉強してそれなりの大学に入ろうなんて思っていない連中だった。


    　自力で努力しても三流五流の私立大学が関の山と考えている連中。より上の、他人に誇ほこれるような場所に入るなら、勉強するより他人を密告していた方が効率的だと分かっているのだから、勉強など必死になってやる必要もなかった。


    　一流進学校のモラルと規律を、三流以下の高校に適用させる。


    　要するに蒔まき絵え先生の意図はそこにある。そしてそれは、見事に実っている。この教室はそのままで、何も変わっていなかった。鷹たか音ねはやはりしくじったのか。それとも、まだ行動に移していないのか。


    　鷹音の姿は見えなかった。


    　ぽつんと、机が空いている。元からそこには誰だれも座っていなかったみたいに。


    　ホームルームの時間になり、蒔絵先生が入ってくる。統制された生徒が立ち上がり、礼をして座る。着席した全員を見回しながら、蒔絵先生は一いつ瞬しゆん、確かに、俺を見た。それは三日ぶりに現れた俺を気遣っているのでも、いたのか、という驚おどろきでもなく、少しばかり警戒したような、怯おびえた目だった。


    　俺が、統とう吾ごに殴なぐられた事を知っている。


    　指示したわけでなくても、統吾はきちんと報告しているだろう。だから蒔絵先生は、俺を警戒する。本当に統吾に殴られた事で、俺が無害になったのかと、却かえって刺激してしまったのではないかと怯えている。


    　俺は大人しく目を伏せた。


    　構わないで欲しい、というリアクションで蒔絵先生の警戒心を解きながら、鷹音がいない事を考えている。まさかとは思う。統吾をちらりと見ると、俺の事など忘れたように蒔絵先生をじっと見つめていた。


    　俺を殴ったように、鷹音を殴ったのか。


    　馬ば鹿かげている。俺とは違う。相手は女で、金持ちの娘だ。ただで済むわけがないし、俺を殴ったのが蒔絵先生の指示でなかったとすれば、そういった行動は慎つつしめときつく言われていてもおかしくはない。


    　だが、クラスは何も変わっていない。


    　そして、変えようとしていた鷹音も、どこにもいない。


    　誰かに訊きいたところで教えてくれるとも思えない。迷惑そうに離はなれていくに決まっていた。俺は、このクラスから、たとえ[image: ]うわさ話ばなしや推測のレベルであろうと恩恵を被こうむる事はない。俺自身がそれを望んでいない。


    「……鷹音さんはしばらく入院なさるそうです」


    　適当に聞き流していた蒔絵先生の言葉の中で、それだけがはっきりと、明確に輪りん郭かくを保って耳に届いた。俺は思わず、伏せていた目を上げて蒔絵先生を見る。俺が、目を上げるのを待ち構えていたみたいに、蒔絵先生は俺を見ていた。


    　逸らすべきだった。


    　そうなんだ、といった無関心を装よそおって、丸くしおらしく擬ぎ態たいすべきだった。俺はそうする事もできずに、ただ蒔絵先生を見ていた。睨にらむでもなく、ただ眺めていた。向こうも、俺をそうやって観察していた。


    　誰だれも、何も質問しない。


    　それこそ、そうなんだ、という無関心に包まれている。恐らく俺だけが唯一、過か剰じように反応してしまっている。


    　俺は何かを知っている、という体ていを晒さらしてしまっている。


    　構うものか、という捨て鉢な気分が湧わき上がってきた。今ここをおいてより他に、自然に、質問する機会がない。


    「……俺、休んでたんで知らないんですけど、何かあったんですか？」


    　俺の声にクラス中が身じろぎした。余計な事を言うな、という無言の圧力。俺はこの瞬しゆん間かんに、多分全員に、統とう吾ごだけではなくこのクラス全員に、自分が混じり合わない厄やつ介かいな人間だと露ろ呈ていした。


    　蒔まき絵え先生は言葉を選ぶように少し、黙だまる。そして喋しやべる。


    「……学校の帰りに、事故に遭あわれたそうです」


    「事故？　車にでもはねられたんすか」


    「階段から落ちた、という話ですけど」


    「階段から落ちるのって事故なんすか」


    　事故に遭う、なんて言い方をするか、と思った。蒔絵先生もその矛む盾じゆんに気付いたらしく勝手に口ごもった。そして、厳密にはそうです、なんて定義論の話を始めている。そんな話じゃない。感覚的な話だ。


    　最初から、階段から落ちて怪け我がをした、と言えばいい。


    「……見舞いに行きたいんですけど、病院って教えてもらえるんですか？」


    「お見舞いには来ないで欲しい、との事です。勉強の邪じや魔まになるからと、鷹たか音ねさん本人が」


    「んな一日ちょこっと見舞いに行くくらいで勉強もクソもねえでしょうよ」


    　俺が発言するたびに、クラスのテンションがきりきりと高まっていく。凍り付いて、張り詰めて、割れてしまいそうになる。俺を、勝手に一人で喚わめき続けて先生に絡からむ俺を、全員が苛いら立だって憎にくんでさえいる。


    　心地よかった。


    　幾いくらでも、こうしてやれる。万まん力りきに挟んで、どこまでもハンドルをねじり上げてやれる。


    　いつもの、俺が慣れ親しんだ空気。偽いつわりの無関心が割れて、俺に向かって敵意が突き刺さってくる。俺のシステムがガソリンを補給されたように勢いよく回転を始める。燻くすぶって点火しきれずにいたプラグが火を放ち、悪意と敵意の混合気を爆発させて稼か働どうする。


    　お前らが、鷹音をどうにかしたのか。


    　そう言ってやりたかった。


    　怒いかりや、憤いきどおりや、そんな感情じゃない。歓喜の声でそう告げてやりたかった。


    　俺のシステムに火を入れてくれた。


    　悠ゆう一いち郎ろうの視線すらもう、思い出しても気にならないほどに。


    「……どうしてもと言うのでしたら、あとで職員室に来てください」


    「分かりました。必ず、行きます」


    　宣戦布告。


    　挑発的に、そう告げる。中国の古代戦記映画のように、空からは無数の悪意と敵意が、曲射された弓矢のように俺に降り注いでくる。


    　纏まとめて、叩たたき潰つぶしてやろう。


    　そう決めていた。


    　俺はそういう『転校生』なのだ。いつもの俺に戻るという、それだけの事だった。
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     ３．許されざる者
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    　紺こん色いろのパーテーションで区切られた空間で、俺は蒔まき絵え先生と向かい合っている。


    　蒔絵先生は、相変わらず顔を硬直させていたけれども、前よりも内心を漏もらさなくなっていた。化粧が濃くなって素顔が分からなくなったような状態。それなりに、腹を据えたのかもしれなかった。据えざるを得なくなった。


    　鷹たか音ねの一件がきっとそうさせた。


    「……鷹音さんとは、親しかったんですか」


    「意外ですか？」


    「正直、意外です」


    「別に付き合ってたとかそういうんじゃないですよ」


    「それでも、意外です」


    　俺も、鷹音も、他人と親しくするようなタイプにはとても見えない。親しくしたがっている風でもない。そういう人間同士が肩を寄せ合っているのは意外と言うなら、そうなんだろう。そもそも親しくしていた自覚も、俺にはなかった。


    　いつも話しているというだけで、付き合ってると[image: ]うわさが立つみたいに、他人から見たら人間の距きよ離りなんてそんな適当で曖あい昧まいな代しろ物ものなのかもしれなかった。当人同士にだって、本当のところはよく分からない。


    「……ぶっちゃけた話しますけど、鷹音に、何しました？」


    「何もしていません」


    「先生が何かしたなんて訊きいてませんよ？　統とう吾ごに何かやらせたんじゃねえのかって俺は訊いてんですよ」


    「……どういう意味ですか」


    「付き合ってんでしょ？」


    　蒔絵先生は、俺のストレートな切り込みに息を呑のんだ。生活圏とは離はなれた場所で会っていた。統吾が、蒔絵先生の目的のために、自分の進学や評価も犠ぎ牲せいにして奉仕している。それだけの事で、俺はそういう結論を出す。


    　この二人だって、俺と鷹音みたいな、何で仲良くしてるのか分からないような関係かもしれなくても、俺はそう言う。


    「先生の彼氏のおかげでしばらく休ませてもらいましたよ」


    「あれは、私も反省しています。まさかそこまでするなんて思わなかったから」


    「自分の男の性格ぐらい把は握あくしておいてくださいよ」


    「……そうですね」


    　あっさりと、蒔まき絵え先生はそう言った。


    　やはり、腹を据えている。生徒に手を出している女教師、という立場を隠す事もなく、正面から俺と向かい合っている。


    　隠す事がなくなって、みんな暴かれて晒さらされて、その方が堂々と開き直れる。


    　そんなタイプ。気の弱い、顔色を窺うかがうタイプの進化形。


    「……そういう事はしないようにと、言っておきました」


    「だから鷹たか音ねを殴なぐったりもしていない？」


    「そもそも、鷹音さんを殴る理由がありません」


    　真顔でそう言う。俺はその表情を見ていた。何の揺るぎもない表情。今いま更さら、隠すにしたって白々しい。蒔絵先生は、本当に、何も知らない。


    「……先生の所に、鷹音、来ませんでしたか？」


    「いいえ。特には」


    「統とう吾ごは本当に、何もしていない？」


    「だから何な故ぜ、そんな事をするんですか？」


    「階段から落ちたなんて思ってないでしょう？」


    　蒔絵先生は頷うなずいた。それから、一度目を伏せてふんぎりをつけるようにしてから、口を開いた。


    「……享きよう一いちくん、何も知らないみたいですね」


    「何をですか」


    「鷹音さんは強ごう姦かんされて入院しています。だから階段から落ちたと言いました」


    　何か言おうとして、口ごもった。事故にあった。車にはねられたみたいな言い方になったのは、そういう事かと理解するものの、思考が巧うまく纏まとまらない。


    「……怪け我がを？」


    「かなりの裂傷を負っているみたいです」


    「裂傷、ね」


    　どんだけ巨根の強姦魔だよ。軽口を叩たたこうとしても、言葉は出てこなかった。


    「犯人は捕まってないんですよね」


    「……まだです。帰宅途中に襲おそわれたそうですから」


    　うちの学校の生徒かもしれない。違うかもしれない。蒔絵先生はそういう含みで言葉を濁にごす。俺は間違いなく、進学クラスの誰だれかがやったのだと確信している。その確信を検証したくて訊きいてみる。


    「いつですか」


    「一昨日です」


    　俺が鷹音と、映画を見に行った次の日。鷹音が、あの調査報告書を使うと言った日。


    　何の関係もないわけがなかった。蒔まき絵え先生は、それを知らない。鷹たか音ねが何をしたのか知らない。だから本当に偶然、誰だれかに襲おそわれたのだと、そう思っている。この顔は、統とう吾ごにそんな指示をしていないと言っている。誰かをレイプしろなんて指示を出すとは思えなかった。同性としてそれはしないだろうし、そんな性格でもない。


    「……何か知っているのなら、教えてください」


    　そう俺に言う蒔絵先生は、俺に、本気で協力を仰ごうとしていた。単純に、許せないと義ぎ憤ふんに燃えていた。この人の腹の据え方はここから来ている。クラスの事など関係ない。


    　教え子が襲われた事に腹を立てている。


    　俺は溜ため息いきを吐ついて力を抜いて、蒔絵先生を遠い目で眺めた。何だか、哀あわれに見えた。


    　普通に、真ま面じ目めな、熱心な女性教師なのだろうにと、そう思った。


    「……蒔絵先生、何だって、この学校……つうか、あのクラスで密告なんか奨しよう励れいしてんですか？」


    「……何の話ですか？」


    「おかしいでしょう、だって。何がおかしいかなんて指摘するのもあほらしいくらいですよ。常識で考えりゃ誰だって馬ば鹿かげてると思いますよ。学力でも、奉仕活動でもなく、他人を密告した量で推すい薦せん枠わくに入れてやるなんてシステム」


    　蒔絵先生は口を噤つぐむ。


    　本人が一番、おかしいと思っているのかもしれなかった。この人は多分、鷹音が校内で襲われたとしても問題をもみ消そうなんて発想はない。学校が潰つぶれるような話に展開したとしても事の真相を明らかにしたいというタイプだ。


    　そうでなかったら、俺に、何か知っているかと訊きいてきたりしない。


    　統吾にでも調べさせればいい。何も、隠していた事を認めてまで、腹を割って俺と話す必要なんかない筈はずなのだ。


    「……実験的に、やっている事です」


    「前にも訊きましたけど、もう一遍、訊きますよ？　なんでその実験に、蒔絵先生みたいな新任教師が抜ばつ擢てきされてんですか。なんで統吾みたいなの体で釣ってスパイに仕立て上げなきゃならないんすか。実験じゃないですよ、そんなもん。本気じゃないですか」


    「……そんな話が、今、何の関係があるんですか？」


    「鷹音が襲われたのは、先生がやってるその実験の、一つの結果ですよ」


    「言っている意味がよく分かりません」


    「クラス全員の調査報告書ですよ」


    　きょとんとした顔をしている蒔絵先生に、俺は、鷹音がぶち込んだ触しよく媒ばいが何だったのか、それがどんな化学反応を起こしたのかを教えてやる。


    「鷹音が、溜ため込んだ貯金使って探偵雇って、クラス全員を調べさせたんですよ。そしたらまあ、洒落しやれにならない代しろ物ものがわらわら出て来たって話ですよ」


    「どうして鷹たか音ねさんが、そんな事を」


    「先生のやってるクソみてえなシステム、叩たたき壊こわすためですよ。他人を密告してちまちま溜ため込んだ点数、全部吹っ飛ばすほどの爆弾、破裂させようとしてたんですよ、あいつは」


    「でも、私にはそんな事、あの子、一言も……」


    　今度は俺が言葉を詰まらせる番だった。


    　蒔まき絵え先生は、この密告を、鷹音の調査報告書を握りつぶすかもしれない。そう思った。クラス内のランキングどうこうという代物じゃない。採用すれば、システムごとどころか学校ごとケシ飛ぶような爆弾だった。


    　事、進学クラスという、学校の顔みたいなクラスの不ふ祥しよう事じが詰まった爆弾。


    　鷹音と他生徒との差は埋めようもなくなる。処分せずには済まされなくなる。あのクラスは半数以上が退学になっていなくなる。


    　俺は、脅おどしに使えと鷹音にアドバイスした。


    　したり顔で。先輩面づらで。上から目線で教え諭さとすみたいに偉そうに。


    　自分がやりたくない事を、中ちゆう途と半はん端ぱに、鷹音にやれとそう言った。


    　あいつに、他人を脅すなんて事が上手にできるわけがない。ましてやクラスの大半を相手取ってなど無理に決まっている。無理だと薄うす々うす分かっていて、失敗しろとの願いを込めて、俺はあいつを踊らせた。


    　蒔絵先生のシステムばかりじゃない。


    　そういうアプローチを仕向けた、俺にだって責任はある。


    「……統とう吾ごは、本当に、何もしてないんですか？」


    「してない、と思います」


    「本人がそう言っただけですか」


    「私は、あの子を信じています」


    　そう断言する蒔絵先生の目は力と自信に満ちていた。その目が、クラスを統括するための便宜上、統吾と付き合っているのではないと告げていた。この先生なら、そうだろう。恋愛ごとを道具に使えるタイプとは思えない。


    　本気で統吾が好きなのだと言われてしまった方が、俺は素直に納得する。


    　そしてそういう事なら、統吾もレイプなんて方法は取らない。指示もしない。蒔絵先生が幻滅するようなやり方を選んだりはしない。


    「……鷹音は、その調査報告書を盾たてに、クラスの連中に一席打ぶったんだと思いますよ。革命を呼びかけたってところですか」


    「本当に、鷹音さんが、そんな事を？」


    「俺だって想像、つきませんけどね。あいつが舞台で主役張るところなんか」


    　観客が、舞台劇の台本が気に入らなくて舞台に乗り込んだ。鷹たか音ねのやった事はそういう事だった。そして見事に返り討うちにあった。そうなる事は織り込み済みで、俺は舞台に上がれとそう煽あおった。


    　やりようで言うなら、蒔まき絵え先生を脅おどす方がまだ良かったかもしれない。


    　鷹音は結局、教師という物に一線を引いていた。生徒の事は生徒同士でどうにかするのだという考え方を捨てきれなかった。青あお臭くさい、同族同士の一体感。仲間同士の友情。鷹音が、傍はたからずっと眺めていたかった舞台劇。


    「……みんなにそんな事言って脅したら、そりゃ統とう吾ごだけの話じゃないですけどね。バラされたら本気でヤバいって事、やってる奴やつもいたんだし」


    「そんなに、酷ひどかったんですか」


    「芹せり雄おの事が、反応見たさで瀬せ踏ぶみの密告だった、つったら分かってもらえます？」


    　蒔絵先生は息を呑のむ。たった一人の迂う闊かつなはみ出し者がいたくらいなら蓋ふたをしてごまかせる。なかった事にできる。クラス丸ごとじゃどうしようもない。


    「どれだけストレス溜ためてたかって話ですよ。ここは先生が前に言ったみたいにレベルの低いバカ学校すよ。就職する奴らの方が圧倒的に多い、進学校とは程遠い場所で、そこに来てる奴らも、そんな高望みなんてハナっから考えてない。それなのに、優等生のフリをしなきゃなんない。周りに白い目で見られても、もう降りられない。そうなったら、相当な事しても自分にオーケー出しますよ。……言ったら、アレですわ、自分へのご褒ほう美び？」


    　これだけ苦しいのだから、このぐらいしたって構わない。


    　こんなに我が慢まんしたんだから、私にはこれが許される。


    　数値化できないはずのものを勝手に、恣し意い的てきな数字に置き換えてみんな納得する。これでイーブンなのだと自分を説得する。そうやって精神的な安定を確保する。


    「薬物の違法取引。性犯罪。そんなのがぼろぼろ出て来たって話ですよ。それをバラすなんて言われたら、暴発する奴が出てもおかしくない。鷹音は、その辺りを制御できなかったんですよ」


    「じゃあ、あのクラスの、誰だれかがやったって……」


    「他にいないでしょう？　だから訊きいてんですよ、俺は。何だってあんなイカレたシステム組んだのかって。推すい薦せん枠わくなんかそっちで適当に決めればいいし、それでみんな納得してこれまでやってきたんでしょ？　何で今いま更さら、そんな真ま似ね」


    「とにかく、今は誰が鷹音さんにあんな事をやったのかを……」


    「話、逸そらさないでくださいよ」


    　逃がす気はなかった。俺はここで、蒔絵先生を追い詰める。鷹音という犠ぎ牲せいが、この女教師を動揺させている今この瞬しゆん間かんを狙ねらって城門を打ち破り中に手を伸ばす。


    「鷹音が調べて暴き出した代しろ物ものに、新しく『強ごう姦かん』が加わっただけの話ですよ。それを見つけ出してどうすんです？　やった奴やつだけ処分して終わりですか？　他はお咎とがめなし？」


    　芹せり雄おのように。


    　あるいはその前の、虐いじめを告白したという生徒のように。一人目なら見せしめ、二人目でもまだ運営に支障はない。三人目となると、どうか。かなり厳しいが、鷹たか音ねの調べた全すべてを公開するのに比べたら傷は浅い。そうさせるつもりはなかった。


    「そう言ったって、どうしろって……」


    「やめりゃいいんですよ、あんな密告の奨しよう励れいなんて真ま似ね」


    「そんな事、今いま更さら……」


    「……まあ、そうですよね。ここまでやって、今更ナシになったんじゃ、そもそもあいつらが納得しない。反動で何やらかすか分かったもんじゃないですしね」


    　俺も、蒔まき絵え先生にそこまでは望んでいなかった。


    　この先生が個人でやっている事じゃない。学校絡がらみの、根深いシステムだ。本人だって内心、賛同していない物に、無理に自分を当てはめて、心を殺して従事している。


    「俺は、俺のやり方でやりますよ」


    「……どういう意味ですか」


    「鷹音に、そう、頼たのまれてますから。あいつが失敗したら、次は俺の番です」


    「一体、何を……」


    「いつもやってる事ですよ。先生の直感、見事に当たってます。俺は、さっさといなくなってくれたらみんな有あり難がたい人間なんです。居座ったら、居座った分だけ悪くなる」


    　人が死んだっておかしくない。


    　付け加えようとして、それは、口に出せなかった。


    　自分が逆に萎なえてしまいそうな、そんな気がした。


    「先生が、現状変えないんなら俺が変えてやりますよ。焼け野原になると思いますけど」


    「そんな事、どうやって」


    「俺、持ってんですよ、鷹音が持ってた調査報告書の写し」


    　それで、蒔絵先生は黙だまる。それだけの物を持っていたら何だってできる。これでみんなに革命を促して、平和なクラスを手に入れようなんて、俺は呼びかけない。蒔絵先生と取引をする事さえしない。


    　俺は全てを爆弾に変えて躊躇ためらいなく点火する。


    「待ってください、その……何とかしてみますから、待って……！」


    「まあそりゃお好きに。俺は勝手にやりますから。どっちが先かって話ですよ」


    　俺はパイプ椅い子すから立ち上がる。


    　俺を、蒔絵先生は止められるかという話。俺が爆破する前に何とかできるかどうか。ここに至っても俺は、心の何ど処こかで、自分のシステムに歯止めをかけている。言い訳をしている。そうしなければ、悠ゆう一いち郎ろうの目を忘れてしまう事ができない。


    　ブースから出て行こうとして、足を止めた。


    「……そういや鷹たか音ねが入院している病院、まだ訊きいてませんでしたね。何ど処こです？」


    　蒔まき絵え先生は素直に教えてくれた。


    　取引に使おうという余裕さえ失っていた。


    



    
      二

    


    



    　私服に着替えて、繁はん華か街がいで人を待つ。


    　動きやすい、気楽なゴムウェストの、デブ御ご用よう達たしのジャージ姿。もう少し頑張ればヒップホッパーな感じになるんだろうけど、別に洒落しやれ込みたいとは思っていない。ごく普通のスポーツブランド製品だった。


    　コンビニで買った強壮剤を飲んで、ネジを締しめ直した。大して効果がないのは分かっている。気持ちをアクティブにするための儀ぎ式しきだ。


    　家で、鷹音にもらったファイルを読んだ。何処から手を付けていいものかと悩むほど、進学クラスの連中は派手にやらかしている。例の、暗あん黙もくの了解で組まれたローテーションが心理的な後押しになって無む駄だに開放的になっている。


    　友達はいない。他クラスの連中からも距きよ離りを置かれている。


    　そんな連中が気晴らしをしようと思ったら、一人で探すしかない。探す方法は、主にインターネットだ。ネットで知り合った、顔も知らない、自分の事を限定的にしか知らない連中との交流は無軌道さを加速させていた。


    　全すべてのしがらみが途絶えたような開放感を錯さつ覚かくさせる。


    　ネットでの出会いはそういう側面が少なからずある。それを俺はよく知っている。それは結局、俺が転校する時に、新しい学校を訪れるたびに味わう物と一いつ緒しよだった。どれだけネットでハメを外したって、あいつらはプロフィールを全削除し、ハンドルネームを変えてしまえば丸く収まると思っている。


    　実際、あながち間違いでもない。


    　いなくなった奴やつをわざわざ探すよりも新しい人間を見つける方が楽だ。文字通り世界中から、『面おも白しろい奴』がアクセスしている。交流の機会は山ほど[image: ]あふれている。いなくなったのなら思い出話として記き憶おくして、他の誰だれかに笑い話として聞かせておけばそれでいい。


    　だから俺みたいに、いずれいなくなるのを前提に、無む茶ちや苦く茶ちやをやっても構わない。


    　むしろ積極的にそうする。進学クラスのストレスはあいつらをおかしくさせる。


    　ささやかに積んだ石の塔を後ご生しよう大事に抱え込みたくて、辛つらくても手放せない。


    　鷹音がそれを横から崩そうとした事は、間違っちゃいない。もう一度、積み直そうなんて思わない。それほどのストレスを抱える行為だともう分かっている。そして鷹たか音ねがしくじったのは、人間は喪そう失しつ感かんを覚えて蹲うずくまる前に、激げき怒どする、という一点だった。


    　そして脅おどしに留とどまっているのなら、そうはさせないと反はん撃げきにだって出る。


    　俺には、分かっていた。


    　分かっていて、そう言った。鷹音に全すべて放り投げた。


    　鷹音の手に入れた調査報告書さえ俺が受け止めていたら、あいつは傷つく事もなかったんだろう。そして同時に、鷹音は、自分の望まなかった物を見る事にもなる。


    　俺は、鷹音のために、あのクラスを正常に戻してやろうなんて思っていない。


    　文書をめくり、写真を確認し、手書きのテキストを読む。無意識に、俺は情報を選別して読み取っている。鷹音を襲おそったのが誰だれなのかを、いつの間にか探している。これは仇かたき討うちなのだと言い訳をしている。


    　そうしていれば悠ゆう一いち郎ろうの目は穏おだやかで、俺の鼻に幻まぼろしの臭においは漂わなかったし、吐はき気も眩暈めまいも覚えなかった。


    　幾いくらでも揺さぶれた。あのクラスははりぼてだ。裏から見たらつぎはぎだらけの突とつ貫かん工事で、ちょっとした爆弾一つで崩落する。問題は、どこからどう崩落させるかというプランだけだった。


    　啓けい士じという奴やつから攻めよう、と思ったのは、結局鷹音の事が頭にあったからだ。


    　こうしてここで、繁はん華か街がいで、俺は啓士が現れるのを待っている。チンピラと付き合いのある、薬物売買に手を染めている生徒。啓士のやっている事は図抜けていた。バラされたらもみ消すという程度では済まない。


    　女生徒が、レイプしろなんて指示を出すだろうか、とも考えた。女だからやらないとも思うし、だからこそそうさせる、とも思う。結局、性別は決め手にならなかった。最も重罪に手を染めていて、一番キレやすそうで、手段を選ばなくて、ゲスな行いを躊躇ためらわないタイプ。絞り込んでいくと、啓士が妥だ当とうに思えた。


    　現れた時、啓士は相変わらずの制服姿で、気を遣わない奴だと笑い出したくなる。確かにこの時間はエアポケット的な時間帯で、進学クラスの連中があまり通らない。みんな塾に行くか、家にいるかだ。


    　啓士は、日焼けした細いひげ面づらの男と会っている。まだ年の若い、ひげの似合わない男で、派手なホストまがいの服と山盛りのシルバーアクセ、そして大きく開いた胸元からトライバルタトゥーの覗のぞく、個性のないアウトローだった。


    　もっとも、あの手の服に個性などいらない。


    　自分が何者かを周囲に喧けん伝でんするためのファッションだ。個性のなさを指摘するのは見当違いも甚はなはだしい。


    　そういう相手と啓士は合流している。


    　ゲームセンターの中へ消えるのを待って、俺も中へと入っていく。汗を搔かいた体に冷房が心地よい。


    　一階はクレーンゲームのコーナーで、二階がメダルゲーム、三階は昔ながらの筐きよう体たいが並ぶ造りだった。まず二階だろうとは思う。前回もそうだった。それほど大きくもないゲームセンターで、客も少ない。


    　二階に上がり、周囲を捜す。フロアには人もまばらで、常連が隅の方で椅い子すを勝手に並べ替えて談笑している始末だった。店員も仕事をするような雰ふん囲い気きではなく、その輪に交ざって世間話をしている。


    　重低音のダンスミュージックが空気を震ふるわせる空間で煙草たばこの煙が立ち上り、ビールの空き缶まで転がっていて、この空間を私物化しまくっている。


    　どこかの部活の、部室にでも入り込んだような雰囲気。それでも、普通の客もいる。派手な女を連れたおっさんや、学生カップル。俺みたいなジャージ姿の小太りが、一人でいるには落ち着かない。


    　店員がトイレの前に清掃中の看板を出しているのを無視して、中に入っていく。向こうも止めようとして、俺が慌あわてた素そ振ぶりだったからか諦あきらめたみたいだった。どのみち、掃除なんかしていない。


    　中に入っていくと、奥に並んだ個室の前で、啓けい士じと男が何かやりとりしていた。俺に気付いて、男が睨にらんでくる。誰だれが入ってきたんだと値ね踏ぶみする目。俺は視線を逸そらして、小便器を使うフリをする。


    　見逃すかな、と思ったけれど、男は聞こえるように舌打ちをして、啓士との会話を打ち切り、こちらに苛いら立だたしげに近づいてくる。


    　便所ぐらい使わせてくれればいいものを、心が狭い。


    「……おいデブ、何勝手に入って来てんだよ、蹴けり飛ばすぞ」


    　そう言った時には、俺の腰に軽い蹴りが入っていた。ジャージに、足跡がこびりつく。


    「小便禁止だバカヤロウ。掃除中って書いてあったべが？」


    　統とう吾ごが、立つのは禁止だと言ったのを不意に思い出した。俺はいろんな所で、色んな事を禁止される。俺の行動を禁じるのが好きな連中はたくさんいた。俺が従うしかないと思っていて、みんな居い丈たけ高だかに、当たり前みたいにそう口にした。


    　もう一発蹴られるタイミングに合わせて反転した。右手の中には、コンビニで買った強壮剤のガラス瓶びん。その底を、思い切り、男のこめかみ目掛けて叩たたき付けてやる。ごっ、といい低音が響ひびいた。モロに決まった事を報しらせる、心地よい音。


    　男が言葉を途切れさせて、バランスを崩す。間の抜けた悲鳴を上げて頭を抱え込む。俺は男の腰にぶら下がっているウォレットチェーンを摑つかむ。極ごく太ぶとの高そうな鎖くさりを摑んで力任せに引っ張ってやると、男がバランスを崩して転倒した。


    　細い安物だったら千ち切ぎれている。中々、ちゃんとした金額の逸いつ品ぴんだ。


    　何が起きたか分からずにきょとんとしている男の顔面に、上から靴底を蹴けり落とす。


    　鼻のひしゃげる感覚が伝わってくる。


    　体重は俺の武器だ。なるべく体重のかかる方法で、鋭く、踵かかとを落としてやる。


    　二、三度食らわせてやると、悲鳴が言葉にならなくなる。何が起きているのか全く理解できなくなる。俺は何の容よう赦しやもしない。首に巻いてあるこれまた太いネックレスを摑つかんで男の顔を引っ張り上げて、片手で、振り回すみたいに小便器に叩たたき付ける。アクセサリー好きは摑むところがたくさんあって、実に楽だ。


    　鼻血が飛んだ。水に混ざって桜色に広がっていく。


    　まだ全身に力がある。俺はもう一度、次は髪を摑んで額を便器に叩き付けてやる。歯を狙ねらおうか迷ったけれど、額にしておいた。俺にも情けはある。いい音がして男の全身が痙けい攣れんした。動かなくなった体を、床に放り投げる。


    　啓けい士じを見ると、怯おびえた顔で、男と俺を交互に見据えながら動けなくなっていた。


    「……おまっ、お前、転校生っ……」


    「あんだその顔。しょぼいデブが喧けん嘩かしたらいけねえのか？」


    「……ふざっけっ」


    　言葉は途切れがちで混乱は収まっていない。俺を基本的に舐なめている。


    　こんな太ったしょぼい転校生が、こんな事をするわけがないと思っている。


    　目の前で俺が、チンピラをどう処理したかをきちんと理解できていない。


    　俺が無造作に近づいていっても、まだ、威い嚇かくするように睨にらみ付けてくる。その横っ面つらを思いっきり、右手に握りしめているガラス瓶びんでひっぱたいてやった。悲鳴を上げて啓士はその場に蹲うずくまる。混乱は頂点に達し痛みが啓士の思考を奪い取る。身動きもしなくなったその後頭部目掛けてガラス瓶を、俺はハンマーのように打ち下ろす。


    　殺す気で打ち下ろす。


    　一発目から手加減をする余裕なんてない。殺す気でやらなければ相手を力で圧倒できない。俺が喧嘩で何かを解決しようとするなら、そこには殺人のリスクが常に付きまとう。統とう吾ごのように、格かく闘とう技ぎでも身につけて力を調節し、充分な余裕があるのなら『ただの喧嘩』で済ませる事もできる。俺には、できない。


    　相手を殺す覚悟と気合。リスキーで気が重い。だから俺は、こういうやり方をなるべく選びたくはなかった。


    　今は、気の重さもなくリスクがむしろ心地よい。これほど放ほう埒らつに他人を痛めつけたいと思っている自分に、俺は少し驚おどろいてもいる。


    　啓士は咳せき込みながら便所の床に蹲っている。怯えて混乱し、無力になってしまっている。


    　俺はしゃがみ込んで、啓士の顔と同じ高さで視線を合わせた。


    「びっくりしたか？　するよな、そりゃ。普通、デブでしょぼいのは、こんな事しないもんな。デブでしょぼいのはみんな優やさしいから、喧けん嘩かとかしないんだよ。他人の痛みに気遣って、自分がそうされても何もできないんだよ、みんなそうだ」


    「……っ」


    　何か言い返そうとして、言葉は重低音に搔かき消された。


    　俺がまた、ガラス瓶びんで啓けい士じの頭をひっぱたいてやった。まだ、瓶は割れない。底で殴なぐってるうちはそうそう割れたりしない。啓士は便所の床に、堪たまらず倒れ込む。湿って濡ぬれたカビだらけの床を這はい回る。


    「俺は優しくねえからよ、こういう事やっちゃうんだわ」


    　腹に、体重を載せて足の底を突き入れてやる。啓士が痙けい攣れんするみたいに体を震ふるわせた。


    「デブの方が、痩やせてるより喧嘩強いんだぜ、知ってた？　物理とか選択してねえのか、お前？」


    「……やめっ……やめろ、何なんだよ、突然、何を……っ」


    「やめねえよ、優しくねえから、俺」


    　頭を、何度も蹴けりつけてやる。啓士は床を這って逃げ回る。ガラス瓶で脳天を殴られたら、しばらくは立ち直れない。その間に、俺の凶器みたいな体重を手足に載せて叩たたき込んでやる。回復しないうちに徹てつ底てい的てきにやる。俺が覚えた、喧嘩の手順。


    　誰だれだって俺を舐なめる。虐いじめられるために生きているような、反はん撃げきもできないデブ。だから一発目は隙すきだらけの相手に、確実に届く。その一発で最大の効果を出すために俺が覚えたやり方が、強壮剤なんかに使われている小さなガラス瓶を使った一撃だった。


    　容易に手に入って、武器に見えず、そして手の中に隠れてしまい携けい行こう性せいも充分。


    　殴り倒すのが最も効果的な時は、こういうやり方を使った。それ以外では、どれだけイジメられようと俺は、直接手出しをして反撃なんかしなかった。疲れるし、俺を避さけるようになるだけで面おも白しろくない。


    　俺を、いつも蹴っていた、小学校の同級生。


    　あいつをこの手で、叩きのめしてやった。完かん膚ぷなきまでやってやった。この世で一番強いみたいにしていたあいつを、冴さえないデブのイジメられっ子だった俺が。それは殴り倒すのが一番効果的だった数少ない事例のうちの、一つだ。


    　啓士が便所の床で丸まって、俺の打撃に震え始めたから、俺は蹴るのを止やめた。


    「……お前か、啓士くんよ？」


    「……？　何がだよ……？」


    「鷹たか音ねに何かしたのはお前かって訊きいてんだよ」


    「……何言ってんだよ、そんなの知らねえよ、……違っ……違う、俺じゃ……！」


    「じゃ、誰だよ？　やってなくてもなんか聞いてんだろ。統とう吾ごがやったとはどうしても思えねえしよ。やりそうなの、お前しかいねえんだわ」


    　啓けい士じは何も喋しやべらなくなった。この窮きゆう地ちを脱出する方法を考えているのか、混乱しきった顔は言葉をほじくりだそうと必死だった。考えているのに、混乱と恐怖と焦あせりで何も言葉が出てこない。俺が近づくと、何もかも忘れて体を一層、丸くする。その脳天に、俺はガラス瓶びんを軽く叩たたき付ける。


    　こつん、こつんと何度も当ててやる。


    　啓士は震ふるえて泣き出していたけれど、何も喋れなかった。喋れなくなっていた。


    　俺は諦あきらめて、啓士のポケットに入っていた携帯を引っ張り出した。その時だけ啓士は我を取り戻し、俺の手を摑つかもうとする。思い切りガラス瓶で頰ほおを殴なぐって、便所の床に叩き付けてやった。


    「やめろ、おい、見るな、それ見るな……！」


    　鬱うつ陶とうしかったので、啓士の丸まった体の上に腰を下ろした。下から、潰つぶれた声が響ひびいた。デブは乗るだけで相手を殺せる。


    　啓士の使っているのは、俺と同じ林りん檎ご印のスマートフォンだ。


    「……暗証番号は？」


    　黙だまっているから、腰を浮かして、もう一度座る。自由落下させた俺のケツが、啓士の内臓と肋ろつ骨こつを痛めつけねじり上げる。啓士はあっさり番号を吐はいた。


    　画像フォルダを覗のぞくと、薄うす暗ぐらい画像がいくつもあって、ネットから落とした変わった画像やら、彼女らしきのと撮影した画像、ハメ撮り風の生ぬるい画像なんかが幾いくつもあって、相手の女は軒並み年上に見えた。


    　ブラウザの履歴やメールも覗く。


    　ソーシャルネットでアカウントを作って、充実のネットライフを送っている。


    　酒を呑のんで上じよう機き嫌げんの啓士が映っている画像もあった。


    「……なんでお前らみたいなアホは、携帯なんかに犯罪の証拠を溜ため込んで持ち歩いてんだよ？　そんな便利か？　常に画像見て何か面おも白しろいの？」


    「……許してください、許して、勘かん弁べんしてください……っ」


    「突然敬語で許しを請こわれても困るんだけどな」


    　啓士はバカだから、犯罪の証拠をネット上のクラウドストレージに何も考えずに転送している可能性もあったから、一応、それも調べた。それはさすがにやっていなかった。


    　鷹たか音ねの画像は一枚もない。というか保管されている枚数が膨ぼう大だいすぎて、確認しきれない。のんびり啓士の携帯を確認していられる状況でもなかった。


    　少し考えてから、俺は面倒になって個室の洋式便座に本体を投げ込んでやった。ぼちゃん、と派手な水しぶきが上がる。


    　啓士は泣きながら、抵抗する気力さえなくしている。呼吸が苦しくてそれどころではなさそうだった。


    　俺が立ち上がって体重から解放してやると、大きく息を吸い込んで咽むせ、咽せながら、啓けい士じは躊躇ためらいなく便所の床に手をついて体調を整えている。


    「……お前、鷹たか音ねに本当に何もしてねえの？」


    「……してません、本当です、信じてください……」


    　泣きながら、土ど下げ座ざする。謝ってもらっても仕方ない。


    　信用するかどうかは微妙だった。何の証拠もないのだから、しらを切り通せばそれで済む。認めてしまったら、それこそ啓士はあのクラスにも、学校にすらいられなくなるし、鷹音の親を敵に回したら街にすらいられなくなる可能性がある。


    　そんじょそこらの女子高生ではなかった。権力者が娘のために本気を出したら、啓士とその家族ぐらいはケシ飛んでしまう。もっとも、そこまでこのバカが考えているかどうかも怪しい。


    　俺は小便器の近くで気絶しているチンピラを思い出して、近寄っていった。ベルトからぶら下がっている、エイ皮のケースに入った国産スマートフォンを見つけ、外して手に取る。


    「……本当に何もしてねえんだな？　写メ送って、コイツとやらせますから薬下さい、とか言ってんじゃねえだろうな」


    　黙だまった。


    　俺はチンピラのスマートフォンから、外部記き憶おくカードを抜き出してへし折った。啓士が、あっ、と声を上げて俺の方に縋すがり付くみたいに前のめりになった。


    「それは、それはまずい……まずいって、ヤバいよ……！」


    「何がまずいんだよ」


    「言ってない、それは言ってないし、その、鷹音なんか紹介しねえし！　……だからその携帯に手え出すのは、ホントに……！」


    「なんか、だ？　ムカつくなその言い方」


    　俺はそのスマートフォンを思い切りぶん投げた。啓士のスマートフォンが入っていた便座に、蓋ふたに跳ね返ってぼちゃんと落ちる。


    「ナイッシュー」


    「ばか、何してんだよ、お前！」


    　啓士は慌あわてて立ち上がって便座にしがみつき、自分のではなくチンピラのスマートフォンを、水の中に手を突っ込んで引っ張り上げようとする。それを横から、俺は脇わき腹ばらを思い切り蹴けり飛ばしてやめさせた。


    　呻うめいて、啓士はまた床に伸びる。


    　俺は便器の水を流した。スマートフォンは流れていかずにそのまま中にある。もう一度、水洗コックを捻ひねる。洗い続けられる携帯の画面を俺は眺めている。文字が乱れ、ざらざらとしたノイズが走り、そしてぷつりと切れて真っ黒になり、最後に表示されていた画面がうっすらと液晶に焼き付いて残っていた。


    　ターミネーター２のラストシーンみたいだな、とぼんやり思った。


    「……ヤバイよ、なんて事したんだよ、お前……あの人のまで壊こわすのは、やりすぎだよ」


    「ヤバイヤバイってしつけえな、どこの芸人だよ。俺はお昼の司会者じゃねえ」


    「あの中に、顧こ客きやくのデータとか全部入ってんだぞ。殺されるよ、俺たち」


    「じゃあ俺が誰だれかなんて絶対に言うな」


    　その言葉で、啓けい士じはようやく、気付いたみたいだった。俺が、啓士のクラスの転校生だなんて、啓士と同級生だなんて事は、啓士が言わなかったら誰も分からないのだ。通りすがりの誰かがやった。それなら、啓士には責任がない。


    　その話を補強するために、俺はチンピラに近寄っていって、腰にぶら下がったシザーケースの中身を見る。錠剤のシートが何枚か出て来て、裏返して見て少し、笑った。


    「……啓士くんよ、お前コレ幾いくらで買ってたんだよ？」


    「……え？　一万円、だけど」


    　俺でも知ってる、ただの抗こう鬱うつ剤ざいだった。その気になれば保険証で安く、精神内科で入手できる。バレても薬事法違反程度の罪に問われるだけの『合法』ドラッグで、効果の程だって殆ほとんどプラシーボと見分けが付かない。


    　呆あきれた話だった。こんなしょぼいドラッグで、啓士は非合法の取引みたいなスリルを感じていたらしい。そりゃ確かに薬事法には触れるし、取引自体は非合法には違いないだろうけれども、覚かく醒せい剤ざいや幻覚剤とは罪の重さも比べものにならない。


    　啓士は、鷹たか音ねを襲おそったりしていないのかもしれなかった。


    　他にやった奴やつがいる。


    　鷹音に脅おどされて逆上した奴が、他にいる。それならそれで、また探すだけだ。啓士にちょっかいをかけにきたのは、何も鷹音ばかりが理由じゃない。どこから始めるか、というきっかけに過ぎなかった。


    「こんなもん買うぐらいなら、コンビニで強壮剤でも買えよ」


    「……知らねえぞ、お前」


    「何がだよ」


    「お前、ホントに殺されるぞ。この人ら半はん端ぱじゃねえんだ」


    　何をビビってやがる、とも思った。一方でやりすぎたとも思っていた。チンピラの携帯を処分するのは確かにやりすぎだった。そこまでする必要はなかった。啓士が鷹音を襲っていない、何もしていないという確証が持てなかった。


    　無む闇やみに、何の根拠もなく不安で、不ふ機き嫌げんになっていた。


    　腹いせのように俺は、余計な真ま似ねをしてしまっていた。


    　倒れたままの啓士に近寄っていく。啓士はやけくそになったみたいに、便所の床に寝転がったまま動かない。


    「……啓けい士じくんよ、お前にちょっと頼たのみあるんで、聞いてもらうぞ」


    「頼みって……」


    「どうにかしてあいつらから、本気の薬物買え。そうだな、メジャーどころでＭＤＭＡ辺りでいいか。いきなりシャブはやりすぎだしな。ヤリコンで使うとか何とか適当に言って、二〇人分くらい買え」


    「そんな金、どこにあるんだよ」


    「うちのクラスにいる、渚なぎさって女にもらえよ。あいつネットで裸晒さらしてる。顔映らないようにしてるし下着姿で谷間晒すぐらいのもんだけど、脅おどすにゃ充分だ。チャット部屋状態で課金してっから金は持ってる筈はずだ。それネタにして金、引っ張ってこい。何ならあいつに買わせたっていい。やれ」


    「……何でそんな事……」


    「あいつがバカみたいに使い込んでて現金が足りなかったら、次は槇まき志しだ。あいつはガッコの中盗撮してネットで売ってる。そんなに際きわどくねえし、便所や更衣室盗撮してるわけじゃねえから大した代しろ物ものじゃねえけど、マニアに受けてるからあいつも小銭は持ってる。その二人から脅して金、引っ張って薬買え。分かったな？」


    　啓士は黙だまり込んでいた。


    　俺を見上げる目が恐怖に彩いろどられている。怯おびえきって、逃げ出したくなっている。


    「……転校生、お前、何なんだよ、一体」


    「分かったのかって訊きいてんだよ」


    　一発、蹴けりをぶち込んでやると、啓士は震ふるえて怯えながら、何度も分かった、やる、やりますと繰くり返す。だからもう蹴らないでくれと泣いて頼み込んでいる。


    　俺は、啓士の髪を摑つかんで持ち上げて、その歪ゆがんだ、哀あわれな表情を覗のぞき込んで睨にらみ付けた。


    「それから、俺の事を転校生って呼ぶな。次、そう呼んだらてめえのチンコの耐久実験してやっからな。酷ひどい裂傷ってやつ、お前も体験してみっか？」


    　ガラス瓶びんを持ち上げて脅すと、啓士は頷いた。


    　完全に自分の意志をなくしている。その目を確認して、俺は啓士を離はなした。何食わぬ顔で、便所を後にする。外には相変わらずダンスミュージックが[image: ]あふれかえっていて、扉一枚隔へだてた便所で何が起きていたかなんて一ひと欠片かけらも伝わっちゃいない。


    　清掃中の札の近くに立っていた、銜くわえ煙草たばこの男が俺をちらりと見て、すぐに興味をなくす。俺はその横をすり抜けて、外へ出る。途中のゴミ箱に、ガラス瓶を捨てた。


    　用は済んだ。


    　ここからあのクラスはぶち壊こわれる。


    　鷹たか音ねの望まない方向で歪ゆがんでいく。


    　啓士の買った薬物など俺には必要ない。あいつがずっと持っておけばいい。遣い道のない、リスクと大金を引き替えにして手に入れるはめになった非合法薬物を、『ただ持っておくだけ』など啓けい士じのバカにできるわけがない。必ず自分で使い始める。そして小遣い稼かせぎに周囲に捌さばき始める。いい感じの壊こわれ具合には間違いない。


    　いつにない自己嫌けん悪おは、強引で無む駄だの多いやり方を取ったからだった。殴なぐり倒して言う事を聞かせるなんてのは面おも白しろくも何ともない。憂ゆう鬱うつで、何も楽しくない。淡々とこなしていくだけで、テンションが少しも上がらない。


    　鷹たか音ねのけりをつける心算つもりだったのに、成し遂とげた気がしない。


    　何かを大きく間違ったような、そんな不安が振り払えなかった。俺はもっと落ち着いて考えるべきだったんじゃないのか。自分に何度言い聞かせても、胸の中のざわつきが止まらない。吐はきそうになってくる。


    　仮に、啓士じゃなかったとして。


    　他の誰だれかがやったのだとして。


    　それが誰なのかを突き止めるまで、俺は元には戻れそうになかった。


    　何一つ冷静に考えられそうにない。


    　立ち止まって落ち着いて、冷静に考えながら一つ一つ組み立てていかなきゃならないと分かっているのに、どれだけ努力してもそれはできそうになかった。


    



    
      三

    


    



    　一週間ほど過ぎて、啓士が警察に捕まった。


    　早すぎる、と俺の全身にいやな汗が滲にじみ出た。まだ啓士を活用しきっていなかった。力ずくという強引なカードを切ってまで手て駒ごまにしたというのに、ものの一週間で廃はい棄き処分になった。


    　逮捕の翌日には、退学処分が決定していた。


    　蒔まき絵え先生はホームルームでそれを淡々と報告し、報告しながら俺を睨にらんでいた。俺も、睨み返した。愛あい嬌きように邪じや魔まされて冷れい酷こくな顔を作れずにいる蒔絵先生を眺めているのは、転んだ猫がごまかすように澄すました顔で佇ちよ立りつしているのを見るような、滑こつ稽けいな気分になる。


    　啓士の罪状は薬物の不法所持。


    　それを蒔絵先生は包み隠さずに、俺らに報告した。


    「……まさかとは思いますが、啓士くんからそういう物を購入したとか、そういう人がいない事を願っています。もし、何か心当たりがあるという方は、あとで個人的に話を伺います」


    　そう告げられて、全員が遠えん慮りよがちに周囲を見て、そしてすぐに下を向く。


    　こいつらの監視に引っかからなかった、悪行。警察になど渡さずに自分たちが気付いて報告していたらかなりのポイントアップになった筈はずだという、悔くやしさ。そして、ひょっとして自分たちのやっている事もバレるんじゃないかという怯おびえ。


    　クラスの空気は不ふ穏おんに蠢うごめいて、安定を欠いていた。


    　後ろめたい事なら、みんなそれぞれ抱えている。啓けい士じのやっている事は図抜けていたが、それでも取引していたのはただの抗こう鬱うつ剤ざいだ。俺が無理矢理、大量の非合法薬物を購入するように言ったから、こんな大事になった。


    　啓士は、どこまで喋しやべるだろうか。


    　俺に脅おどされて、買わせたのだとでも言うだろうか。金の出所も話すだろうか。


    　そうなったら俺も無傷じゃ済まない。道連れにできるのは、精々が、啓士にけしかけた二人。渚なぎさと槇まき志しの二人だ。そして二人とも大した罪じゃない。チャットルームで稼かせいでいるとは言え別に全裸になるでもない渚と、学校の風景写真に近いような画像ばかりをマニアに売っていた槇志では道連れにさえできそうになかった。


    　その上、啓士が鷹たか音ねを襲おそったのではないと俺は確信を深めてしまっている。


    　啓士は俺に、二日ほど過ぎてから弁解してきたのだ。誤解されたまま殺されては堪たまらないという表情だった。その日、啓士は塾にいて、クラスの何人かも同席していた、噓うそだと思うなら確認してみろと説明する顔は、噓とは思えなかった。


    　そもそも啓士は、鷹音が本当に事故で休んでいるとさえ思っていたのだ。


    　レイプされたのだ、という[image: ]うわさはぼちぼち流れ始めていて、それを聞きつけて血相を変え、俺はやってないと駆けつけてきていた。レイプ犯という誤解はまっぴらだったのだろう。


    　俺は、啓士という手て駒ごまを無む駄だに消費して、鷹音のけりもつけられていない。


    　それだけじゃなかった。


    　蒔まき絵え先生も無駄に追い込んでしまっている。


    　啓士で、退学者は三人目だ。このクラスになってから一年もしないうちに、問題行為が発覚して三人というのは多すぎる。もう、限界だろう。これ以上続くようなら教育委員会辺りから調査や査察が入ったっておかしくはない。


    　それだけは避さけたいはずだった。


    　これ以上の退学処分者が出せないとなると、俺の持っている調査報告書も交渉の価値を目減りさせていた。


    　大した破は壊かい工作も進まないうちに、物事の段階だけが進んでいる。


    　完全に、俺はもたついていて、へまばかりしていた。


    　俺は、渚を見る。槇志を見る。


    　どちらも啓士に渡したネタの二人だ。弱みを盾たてに脅して、金を取れと指示した二人。金も薬物も、言うまでもなく口実に過ぎない。大事なのは、啓士が秘密を知っていて、それを悪意で利用しようとしている、という行為だった。


    　この二人のどちらかが、警察に差した。


    　それにしては早すぎる。一度、金を払ってもいる。もう一度なりしつこく啓けい士じが金をせびってくるというのなら、耐えかねて警察に、という線もあるが、金を払って事を収めてから通報というのも不自然だった。


    　誰だれかが通報したのでなければ、啓士が偶然、へまをして捕まったという事か。


    　焦あせりばかりが先行する。


    　何もかも、巧うまく行かなくなっている。俺は計画の立て直しを迫られていた。


    　俺は他にも、幾いくらでも切り口を抱えている。


    　このクラスのどこをどう押せば、このはりぼてみたいなクラスが倒とう壊かいするのか。鷹たか音ねが、俺に、それを教えてくれた。


    　些さ細さいなイタズラ。気の迷い。ちょっとした気晴らし。


    　その程度の物に必要以上の後ろめたさと罪悪感を抱えた連中を煽あおる。幾らでも俺はこいつらの背中を押してやる事ができる。


    　いつになくイージーな筈はずなのに何もかも巧くいかない。


    　たっぷりとあった筈の余裕は目減りして枯渇しかけていた。


    　この事態を何とかしようというのなら、蒔まき絵え先生は本気で俺を斬きり飛ばしにかかる。啓士が俺に脅おどされたと漏もらせば、蒔絵先生には俺を飛ばす口実ができる。転校生の俺がみんなをそそのかしたのだと言い張れば、体面だけは取り繕つくろえる。


    　追い込まれていた。


    　いつもなら、こんな事はしなかった。少なくとも啓士を直接叩たたきのめすなんて無む茶ちやはやらなかった。あくまで俺は嫌きらわれ者の虐いじめられている生徒のレッテルを自分に貼はり続けたまま、他人を煽った筈だった。


    　蒔絵先生が出て行き、ホームルームが終わる。俺は携帯で音楽を聴きくという気分でもなくなっていて、物静かに私語も飛ばない教室から、立ち上がって逃げるように出て行った。


    　一人になれる場所に移動したかった。思考が全く纏まとまってこない。


    　その俺の腕が、後ろから摑まれる。演技ではなく純粋に俺は動揺した。


    「……ちょっと話があんだよ」


    　統とう吾ごが、俺を見下ろしてそう言っていた。


    「話なんかねえぞ、俺には」


    「いいから、ちっと裏、来いよ。今度は殴なぐったりしねえからよ」


    　俺の腕を放し、統吾は歩き始める。俺はその後ろを黙だまって追いかけていく。話なんかない、と反射的に口走っていた。煽り立て、情報を仕入れ、噓うそを吹き込み走らせる機会。その筈なのに、俺は今、本当に一人になりたがっていた。


    　壊こわれかけている。


    　そう考えると、ぞくりと、背せ筋すじに悪お寒かんが走る。悠ゆう一いち郎ろうの視線が、そして鷹音の一件が、俺のシステムを壊こわして暴走させかけている。俺はエラーを起こした機械になりかけている。


    　お決まりの校舎裏に統とう吾ごは俺を導いた。


    　俺を散々に殴なぐりつけ、蹴けり飛ばしてくれた場所だ。


    「デブお前、また蒔まき絵え先生に余計な事言ったろ」


    「……その話かよ」


    　黙だまって殴られてやる気分でもなかった。とは言え、本気で殴り合ったとして、統吾は啓けい士じみたいに簡単にはいかない。叩たたきのめすやり方が有効なのは、啓士ではなくむしろ統吾の方で、それだけに難易度が高い。


    　何しろ、それなりに鍛きたえていて心得もある。正面からまともにやりあったら勝てるわけがない。俺を舐なめているのが唯一の救いだ。一発目は多分、入る。そこから畳たたみ込めるかどうかという問題だった。


    「……そう警戒すんなよ。やりすぎだって怒おこられてんだ、俺も」


    「あんだけ蹴っておいて勝手な事を言うな」


    「とにかく、お前が言った事は、今回はホントに『余計な事』だったんだよ」


    「なんだそりゃ」


    「鷹たか音ねは、みんなの前で秘密を暴ばく露ろしたりしてねえんだ」


    　統吾の言っている台詞せりふがすぐには理解できなかった。


    　俺が理解するのを待ってるみたいに、統吾は黙っている。そして俺が、言っている意味を理解した頃ころにまた話し始める。俺の心中は完全に表情に出ていて、あけすけになってしまっていた。


    「あいつは俺にだけ言ったんだ。みんなの事を調べ上げたってな。……俺と蒔絵先生の事まで知ってたからビビったぜ」


    「んな事、あんだけやりゃあ見当付くだろ、誰だれだって」


    「あそこまでやったのはお前にだけだよ。……鷹音は、お前も同じ事を全部知ってるって言ってた。バックアップって感じか」


    「……鷹音は、みんなにそれをバラして、脅おどす手て筈はずだったからな」


    「本人もそうしたかったけど、どうしてもできないから俺にまず言ったんだな。俺なら蒔絵先生にも繫つながってるし。かといって話が無む茶ちやだし、ホントかどうかもよく分からないから放っといたら、蒔絵先生の方から言ってきてよ」


    　鷹音は、調査報告書の内容をみんなには言っていない。


    　統吾にだけ相談した。鷹音には結局、舞台で主役を張る度胸はなかった。そんな柄でもない。それは、いい。立ち回りとしちゃ妥だ当とうだ。


    　考えてみれば、啓けい士じも、渚なぎさも、槇まき志しも、相変わらず同じ事を繰くり返していた。鷹音にそんな風に脅されたのなら、しばらくは控えて当たり前だというのに、何も生活習慣を変えていなかった。


    　そして俺は、そんな事にも気付かないで、視野狭きよう窄さくを起こした中での思い込みで突っ走ってしまった。


    「……啓けい士じの事は聞いてたけど、まさかとは思ってたんだよ。やってたとしたって、あいつも金あるわけじゃねえだろうし。ああいうクスリってたけえんだろ。そうそうハマれねえだろって高くくってたらあのザマだしな」


    　大した事じゃなかった。それを、大問題に発展させたのは俺だ。


    　無む駄だな犠ぎ牲せいと労力。


    「……鷹たか音ねが、俺に何を期待してたのか、イマイチよく分かんねえんだよ。何でそんなに執しゆう念ねん深くいろんな事調べて、調べてんのに密告しないで俺に言うのかが。お前なら、何か分かってんのかなと思って」


    「サボタージュだよ」


    「は？」


    「お前らのその、ばかみてえな密告システムを放ほう棄きさせたくて、鷹音は、んな事やったんだよ。誰だれも乗らなきゃ、何も変わらない。今まで積み上げてきたモノがなくなっちまったら、もう一度積み直そうなんて思わないだろ」


    「……いや、似たような事言ってたけどよ。それにしちゃネタがキツすぎるっつーか」


    「キツいのばっか集まっちまったんだよ。そこまでのモンはあいつも期待してなかったし、そもそも必要なかった。爆竹程度で良かったのに、プラスチック爆弾がごろごろしてたって話だ。……要するにあのクラスは、そんだけイカレてんだよ」


    「事情も知らないで勝手な事を抜かすなよ、お前」


    「事情なんか知るか。むしろ知らねえから言ってんだよ、素直な感想をな」


    「蒔まき絵え先生の親おや父じさん、自殺してんだよ」


    　吐はき捨てるように統とう吾ごは言った。俺が誤解したままなのが癪しやくで、持っている札を自分から開く。俺や鷹音が動揺するんじゃないかと、ようやく開く。それが何だよと言いたくなったのを堪こらえた。挑発する時じゃない。驚おどろいたような顔をして見せる時だ。


    　蒔絵先生にだって事情はある。それを分かっていないんだ。そんな気分にさせてやる。


    　あとは勝手に話し出す。


    　自信満々で空砲の引き金を引く。


    「親父さんも教師でさ。昔、生徒に悩まされて、どうしようもなくなって病やんで、自殺しちまったんだよ。蒔絵先生がやってんのは、その仇かたき討うちみたいなもんだ。そんでもまだ、お前はあの人の事否定できるのかよ」


    「……んな勝手な家庭の事情の割りにゃ、随ずい分ぶん権限与えられてんな」


    「教頭が親父さんの同期で、色々思うところがあったってよ」


    　それで、新任に等しい蒔まき絵え先生があれだけの事を仕切れている理由が分かった。俺にとってはその程度の話だ。統とう吾ごはそれを聞いて感動でもしたんだろうか。この人のために骨を折ってあげたいとでも思ったんだろうか。


    　筋金入りのアホだ。


    「じゃあクラスの奴やつらにもそれ話して協力仰あおげよ」


    「んなの話して納得するかよ。どうせ面おも白しろがるだけに決まってるだろ」


    　そのぐらいは分かってるらしい。同時に、理解者は自分だけだぐらいに思っている。狙ねらってやってるなら蒔絵先生も大したタマだったけれど、多分、天然でやってるに違いなかった。アホのカップルには付き合いきれない。


    「蒔絵先生に酔っぱらってるヤツ以外には、そりゃどうだっていいだろうよ、誰だれの親おや父じがどういう事情でクビ吊つろうが電車に飛び込もうがよ」


    「あんだと？」


    　統吾の目がきつくなった。俺を睨にらみ付けている。そうすれば俺が目を伏せるとそう思っている。俺は一切視線を動かさずに、睨み返してやる。


    「……鷹たか音ねに相談されて、何かしたのか、お前？　何もできずにまごまごして、俺に先に蒔絵先生に言われた挙あげ句く、そんでもどうしていいか分からなくて、俺を引っ張り出してきたんだろ？　お前はさ、蒔絵先生のご機き嫌げん取る事しか考えられねえんだからよ、黙だまってすっこんでろ。余計なのは、お前だ」


    「……殴なぐらないって言ったから図に乗ってんのか、このデブ。また蹴けり回されてえのか」


    　言った事も守れない。すぐ許容範囲を超える。


    　この手のタイプは、いつだって勝手なルールを他人に押しつける。殴るの殴らないのと、気分次第で幾いくらでも基準を変える。


    　俺の方に近づいてきて、高い目線から、俺を見下ろす。


    　見下している。


    　目線を逸そらしてやる。ビビったと思わせる。自分に自信がありすぎて、その反応が当たり前だと信じ込んでいる。俺みたいなのはそうする筈はずだと無条件に信用して、そして油断する。


    　ポケットの中にある、林りん檎ご印のスマートフォン。


    　アルミカバーに包まれたそれを握り込み、カバーの角を、思い切り統吾のこめかみに叩たたき付けてやる。ガラス瓶びんなど用意していなかったから、やむを得ない。不意打ちで来た強きよう烈れつな打だ撃げきによろめいて、統吾が長身を崩す。


    　低くなった頭を、髪の毛をつかみ取って、校舎の壁に叩き付ける。


    　統吾が悲鳴を上げて力なくぶっ倒れ、地面に這はいつくばった。念のため、もう一発、後頭部に足裏を踏ふみ降ろす。統吾が半ば意識を失って、朦もう朧ろうとしているのが無意味な手足の動きで分かる。


    　無む性しように統とう吾ごに腹が立っていた。


    　殴なぐりたくて仕方がなかった。啓けい士じに対してそうだったように、直接的な暴力を、無意味に、無む駄だに発散させたかった。それが何か利点を生むわけじゃない。むしろ不利益しか被こうむらない。今だって、統吾を叩たたきのめして見下ろして、何か有意義な事が生まれるわけじゃなかった。


    　鷹たか音ねに何か言われて、何もしなかった統吾に苛いらついていた。


    　鷹音に何か言われたという、それ自体が不愉快だった。


    　入り込んでくるなという苛いら立だちが湧わいてきて、それはこんな形で発散された。うめき声を上げて悶もだえている統吾には目もくれず、俺は校舎裏から、不ふ機き嫌げんな顔で立ち去っていく。立ち去り際ぎわに、手の中のスマートフォンを確認した。


    　無む垢くから削り出しのアルミカバーが歪ゆがんで、本体の強化ガラスにヒビが走っている。タッチパネルはまだ反応したが、液晶がチラ付き始めている。いつ反応しなくなるかも分からず、携帯の交換に行く手間を考えると、引き返して統吾を蹴けりつけてやりたい苛立ちが湧いてくる。


    　舌打ちをして、その衝しよう動どうに耐えた。


    　俺は取り返しの付かないほどに間違いを繰くり返して、それを分かっていながら、何一つ自分を制御する事ができなくなっていた。


    　分かっていた。


    　俺が余計な事を言ったから、統吾の動きは鈍った。鷹音を疑い信用させなかった。俺が埋め込んでいた、統吾に言った警告じみたはったり、あのやりとりが統吾の足りない頭をショートさせてしまったとしたら。


    　それすら俺は間違っていた。しくじっていた。


    　統吾じゃなく、俺自身を叩きのめしたくて仕方がなかった。


    



    



    　家にいるとドアポストが音を立てた。


    　公共料金か何かの支払い通知かと思った。こう引っ越しが多くて期間も短いとなると、銀行からの引き落としも設定しにくいから、いつも現金払いだ。


    　公共料金関係の色の付いた、分かりやすい封筒ではなく茶封筒だったのを見た瞬しゆん間かん、全身に塗まみれていた汗が熱を失って引いていき、違う種類の脂汗がにじみ出してくる。手にとって確認する。俺の名前だけが書いてあった。


    　慌あわてて扉を開けて周囲を確認しても、誰だれも見あたらない。俺は扉を閉めて、鍵かぎをかけた。


    　眩暈めまいがする。封筒は固く、少しだけ重い。開封しながらベッドに戻り、座りながら中身を取り出した。


    　写真の束だった。きちんと焼いた物ではなく、厚手の用紙にプリンタで出力した代しろ物もので、強く指で擦こすると滲にじんでしまう。


    　俺が登校している写真。俺が、統とう吾ごに殴なぐられている写真。


    　そんなものが連続して現れる。鷹たか音ねと並んで座っている写真は、ライブハウスに行った時の物だった。


    　懐なつかしい顔もある。三つ前の中学にいた同級生。顔立ちは少し変わっていた。


    　小学校の時の同級生もいた。俺の今までの人生で転校した先の連中、そこで関かかわってきた連中の顔が何人も映し出されている。小学五年くらいまでは遡さかのぼれていた。それ以上は辿たどれなかったのか、見あたらなかった。


    　悠ゆう一いち郎ろうを虐いじめていた奴やつの、包帯に巻き付かれた顔も映っていた。包帯の隙すき間まから覗のぞく目が、こちらを恨うらめしげに睨にらんでいる。包帯の下には一生消えない、焼け焦こげて歪ゆがんだ顔が隠れているのが見て取れた。


    　俺が捨ててきた人生の欠片かけら。


    　跡を濁にごしまくってきた巣穴。


    　それが拾い集められて、写真に撮られてここにある。今まさに俺がいる巣穴まで撮影されている。統吾や鷹音、蒔まき絵え先生までどこかから盗撮されていた。


    　誰だれだ、と思う。


    　こんなヒマな真ま似ねを、と笑いたくても、笑いは込み上げてこなかった。この前送られてきたバタフライナイフを、封筒ごと拾い上げて取り出し、写真の束に並べておいた。誰が、何のためにこんな事をしているのか分からない。


    　写真をめくっていく。懐かしい顔には恨みも怒いかりも湧わいてこない。土に埋めてきた、死んだペットがもう一度訪ねてきたような、そんな気味の悪さ。


    　俺は、転校する先々をめちゃくちゃにしていなくなった。


    　爆弾を仕掛けて倒とう壊かいさせて、高笑いをする爆弾魔まみたいに、人間関係を険悪にして。壊こわしてきた場所の事など考えもしなかった。それからどうなっているのかなんて、たまに気にして、すぐに忘れた。どうでも良かった。犯行現場にわざわざ戻る間抜けな犯人になるつもりもなかった。


    　向こうは、どうでもいい筈はずがない。


    　性格の悪いデブが全すべて仕組んだと、俺が煽あおって挑発して吹き込んで、それが原因だと分かっている。ずっと覚えている。


    　ネットの上で暴れたやつが、アカウントとプロフィールを消して、ハンドルネームを変えて別人みたいな顔で人間関係を帳消しにするみたいに、俺は転校するというやり方でそうしてきた。ワイドショーで年寄りの評論家がばかみたいに繰くり返す『若者のリセット感覚』だ。ゲーム感覚じゃ生きられない、と語るばかどもに俺はいつだってほくそ笑んできた。


    　これがゲーム感覚で生きているんじゃなくて何だというのだと思った。


    　試しに重要な選せん択たく肢しで明らかなハズレを選んで、殺しちゃいけないキャラを殺して、無む茶ちや苦く茶ちやにしてリセット。似たような物だ。俺の人生も人間関係も、引っ越しのたびに、転校の度たびに更新され刷新されてきた。


    　それを、リセットされていないのだと、この写真は突きつけてくる。


    　なくなっちゃいない。俺のやった事はずっとそこに留とどまって、そして影えい響きようを与え続けている。忘れる事など許さないという意志。


    　誰だれがこんな事をしているのかと考える。


    　悠ゆう一いち郎ろうか。俺のやっている事に気付いて、俺の上を行って、恐らくは恨うらんでいる相手。


    　俺を恨んでいる相手なんて日本中にいる。


    　今まで転校した先に幾いくらでも[image: ]あふれている。それでも、転校する前に、俺がリセットボタンを押す前に気付いたのは悠一郎だけだった。送られてきたバタフライナイフも、悠一郎が持っている筈はずの物だ。


    　もう自由の身になったのか。


    　人を一人、焼き殺そうとして、実際に火を点つけて。いくら何でも早すぎた。一年後だというならまだ分かる。まだ三か月も経過していないのだ。


    　考えても何も分からなかった。


    　全身の痛みさえ気にならなくなってくる。俺は自分の置かれている場所が、周囲の状況が何一つ摑つかめていない。視界ゼロの暗くら闇やみの中で、ふわふわとした足場の上で、何かが突かれているのを恐れている。


    　捨ててきた筈の人間関係が息を吹き返して俺に絡からみついてくる。


    　それは何よりも、俺には恐ろしい感覚だった。


    　写真をめくっていく。不意に現れた白い裸体に、俺の目が吸い寄せられる。幼い、肉付きの薄うすい体。血と汗に塗まみれた陰毛が、その肌に刻まれたトライバルタトゥーそっくりに見えた。


    　鷹たか音ねの体が、捨てられた人形みたいに地面に転がっている。眼鏡が歪ゆがんで外れレンズが割れている。プラスチック製のリュックが土まみれに放り出されている。


    　その体にのしかかっている男の姿まで、その顔まで、克明に映し出されていた。


    　芹せり雄お。


    　独身女性の部屋に入り込んでいた変態。


    　啓けい士じなどより、よほど犯人に相応ふさわしかった。芹雄は苛いら立だった顔で、誰かを殴なぐりつけるような形相で、鷹音に覆おおい被かぶさっている。裂傷を負わせている。


    　俺が様子見で密告した相手。


    　何の人格も認めず、捨て駒ごまとして学校から追放させて、芹雄自身になど何の注意も払わず、ただ蒔まき絵え先生の反応を見たいがために切り捨てた相手。蒔絵先生に悪印象を刷り込んで、誘ゆう導どうまでさせた相手。


    　だが、なぜ鷹音だ。


    　なぜ俺じゃない。あるいは蒔まき絵え先生だっていい。


    　そこまで考えて、俺は猛もう烈れつな吐はき気に襲おそわれた。便所に駆け込んで、しゃくりあげるように喉のどを鳴らす。胃液が込み上げてきて口から[image: ]あふれ出す。淡い色に崩れかけた昼飯が全すべて吐き出されてきても吐き気は収まらなかった。


    　あれを撮影した誰だれか。


    　その誰かが、芹せり雄おをけしかけて、鷹たか音ねを襲わせた。


    　その光景を写真に納めて、ご丁てい寧ねいに俺の足跡まで調べ上げて、纏まとめて画像として送りつけてきた。直接にここへ来てポストに突っ込んでいった。


    　何もかも俺の所せ為いだと突きつけてくる。


    　それが間違っていないのを俺は知っていた。この学校での事件も、今まで転校した先での事も、全て俺の仕し業わざで、俺の仕組んだ事で、俺はそんな事は百も承知の筈はずなのに、吐き気が収まらない。


    　悠ゆう一いち郎ろうが俺の制御を離はなれたように。


    　今ここで起きている事は、俺の制御をとうに離れていた。誰かが、俺の邪じや魔まをして、俺を壊こわし続けている。


    　どうやってここに来たのか。


    　何な故ぜ捕まらずにうろつき回り、俺をつけ回せるのか。


    　そんな事はどうだって良かった。事情など、どうだっていい。


    　悠一郎が、俺の周辺にいる。


    　どこかに潜ひそんで、今ここで便所で吐いている俺の事さえ監視しながら、俺を追い詰めている。


    　俺はようやく、それを確信していた。


    



    
      四

    


    



    　病室で、突っ立ったまま、俺はベッドにいる鷹音を見下ろしている。


    　鷹音はベッドに横になって、リクライニング機能で上半身だけを起こして漫画を読んでいた。個室で、表には一人、ガードマン然とした背広の男が立ち尽くしていた。


    「よっす」


    　俺を見ても、鷹音は片手を上げてそんな挨あい拶さつをしただけだった。別に泣いてもいない。怒おこってもいない。無表情なままで、ただ眼鏡だけが、フレームレスの何ど処こにでもあるような代しろ物ものに変わっていた。


    　写真を思い出す。


    　俺が好きなブランドの、クラシックなデザインをした鼈べつ甲こうとメタルフレームのコンパチブル。歪ゆがんで曲がって、レンズが割れてしまっていたのを思い出している。


    「……何読んでんだ？」


    「んー。新しいの開拓しようかなと思って」


    　とは言え、表紙にはしゃれた感じの、いかにも悪そうなキャラクターが一人大きく描かれていたからヤンキー漫画には違いないんだろう。


    「面おも白しろいか？」


    「結構好き。キャラの髪型変わりすぎなのと、強さレベルが把は握あくできないのがちょっと苦手だけど」


    「強さレベルって何だよ」


    「誰だれが誰に勝てるとか勝てないとか。結構ノリでキャラクターの強さ変わる漫画多いから。それやられると何となく醒さめる」


    　会話は、そんな程度の物だった。俺が何も訊きかなければ、鷹たか音ねも何も言わない。ページを繰くる音だけが、静かな病室に響ひびいている。一冊読み終わって枕まくら元もとに積み上げて、鷹音は新しい、恐らくは次の巻を手に取って、また読み始める。


    「転校生さ」


    　目線をページに落としたままで、独り言みたいに鷹音が呟つぶやく。


    「私が泣いたりしてた方が、話しやすかった？」


    「……今よりもっと話しかけにくい」


    「だと思った。元から、あんまり他人に話しかける人じゃなさそうだしね」


    　鷹音の、ページを繰る手が止まる。紙かみ擦ずれの音は聞こえなくなる。それでも鷹音は、同じページを、読み終えている筈はずのコマをずっと見つめたままでいた。


    　そして黙だまる。


    　俺は、何を言えばいいのか分からなかった。強ごう姦かん被害に遭あって入院している女にかける言葉なんか知らなかった。慰なぐさめればいいのか、怒おこって見せたらいいのか、何一つ分からない。俺の感情は死んだように眠っていて、こうして鷹音を見ても、自発的に湧わいてくる何かなど、欠片かけらも感じられなかった。


    「……私、やっぱりしくじったのかな。どう思う、転校生は？」


    「……しくじった、んだろうな」


    「爆弾が大きすぎるって言われてたのにね。まんまと巻き込まれちゃった」


    「お前の責任じゃない」


    「そういう事言って煽あおらないでよ、私、反省してるんだから。やっぱり、他人の事を調査するなんてやりすぎだったんだなって。お金まで遣って。自力で調べるとかさ、偶然知っちゃったならフェアだけど、そういうの反則だと思った」


    「……反則じゃない」


    「何でよ。お父さんがお金持ってて、だから私もお金持ってて。お父さんのツテ使って、人にお願いして。ズルいでしょ、そんなの」


    「何一つ、ズルかない」


    　俺は淡々と、素直に、思った事を喋しやべっていた。気遣って、慰なぐさめて、謝って。そんな事は一切やらなかった。俺は他人に、そんな事ができない男だった。たとえ相手が鷹たか音ねでも。取り返しの付かないような傷を負わされた相手であったとしても。


    「俺は生まれつき、このツラで、気付いたら太ってた。性格に至っちゃ最低だ。お前は生まれつき金持ちで、親父は権力を持っていた。利用しちゃいけないなんて事はない。足が速いとかツラがいいとか、そんなもんと同じだ」


    「……なんでそんな事言うの？」


    「そう思ったから、そう言っただけだ」


    「私、ズルしたから失敗してこんな目に遭あったって思ってた方が楽なんだけどな」


    「だから俺にゃ友達なんかいねえんだよ」


    　鷹音は、微かすかに笑った。自じ虐ぎやく的てきな冗談に聞こえたのかもしれない。溜ため息いきを吐ついて、鷹音は単行本を閉じた。初めて、この病室にいる俺を見た。俺の視線を受け止めた。


    「……どこまで知ってる？」


    「芹せり雄おがやったって辺りまで」


    「何されたか知ってる？」


    「……大体は」


    「詳しく聞かせようか？」


    「別に、いい」


    「それは、気遣い？　じゃなかったら、転校生ってホントに私に興味ないの？」


    「俺が今まで受けてきたイジメやら嫌いやがらせやらの詳細を訊ききたいか、お前」


    「……そっか」


    　納得したというより、ごまかして納得させた気分だった。俺の経験と、鷹音のされた事は単純に比較していいような気がしない。かといってまるで違うとも言い切れない。そもそも俺は、本当に、そんな話は聞きたくなかった。


    「転校生はさ、こういう目に何度も遭ってんだよね、そういえば」


    「……こういう目、ってほど単純でもねえけどな」


    「それでも、そういうのに仕返ししたり思い知らせたりするの諦あきらめないし、自分からそうさせたりするんだよね」


    「そうだな」


    「……凄すごいと思う。本気で。私、もう一回きりでダメになっちゃったもん。怖くて辛つらくて、もう耐えられない。怖くないの、転校生は」


    「怖いと思った事は、一度もない」


    　あるとしたら、悠ゆう一いち郎ろうの時だけだ。俺は、あいつのポジションを引き受けたって良かった。俺があんな目にあったとしても、構わなかった。それは多分、俺に失う物がなかったからだ。あいつらに奪われるような物は何一つとして、俺は持ち合わせちゃいない。


    　鷹たか音ねは違う。女だからだ。奪われるに足る物を持っていて、それを奪われて蹂じゆう躙りんされた。だから怖い。だから辛つらくて耐えられない。


    　俺が悠一郎に抱いだいている恐怖や動揺は、俺の大切な物がそこにあったからなのかもしれない。虐いじめさせて、爪つま弾はじきにさせて、俺にラベルを貼はらせて、そこから周囲を叩たたき壊こわす俺の性せい癖へきを見抜かれた事が怖かったのかもしれなかった。


    　ただのクズ野郎になりたくなかった。


    　あいつらは心の何ど処こかで、俺に悪態をつきながらも気き後おくれしていた。自分たちも悪かったんじゃないかと思って煩はん悶もんしていた。


    「……どうしたら、怖くなくなる？　そんな風になれる？」


    「こんな風にならずに済むのがいい人生だろうと、俺は思うけどな。……俺はさ、周囲の人間ってのは、悪意を向けてくるとハナっから思ってる。俺を受け入れてくれるなんて期待しちゃいない。舐なめられて、バカにされて、そのうちイジメられる。それを不公平だとか悪い事だなんて喚わめいたって仕方ねえとも思ってる」


    　縋すがるように鷹音は俺の話に耳を傾ける。俺が脅おどせなんて言ったから、こんな事になったのに。いや、それ以前から、そもそも俺が転校してきて、鷹音と仲良くしていたから、距きよ離りを詰めすぎたから、こんな事になったというのに、まだ俺を頼たよる。


    「これは不公平です、差別ですいけない事ですって喚わめき散らして、誰だれかに正してもらうのなんて俺はまっぴらだね。大事なのは何が正しいかなんかじゃない。正しいとか間違ってるなんて喚いたって何も解決しない。配られた手札が気に入らなくたって勝負はしなきゃならない。ベタ降りで人生繰くり返してたって、持ち金が減っていくだけだ。俺が配られてるのは、文字通りのブタだよ。クソみてえな手札だ。それで俺は、フルハウスやロイヤルストレートを持ってる連中に勝負をかけなきゃならない。悪くて間違ってようと、俺は何だってやらなきゃならない」


    「……それって、怖くないの？」


    「怖いより、勝った時の事を考えると爽そう快かいだ。堪たまらない。そんな事ばっか考えて生きてるろくでもねえ男だよ、俺は」


    　ブラフ混じりの駆け引き。イカサマ。暴力。何だっていい。


    　いい手札を配られただけのバカども相手に、クズ手じゃ勝てないと諦あきらめるしかないのなら、俺は一生何もできない。相手を図に乗らせて勝てると確信させて油断させて、そして叩き潰つぶす。俺が場を抜けた後で、あいつらは俺のイカサマに気付く。


    　俺が短い人生で繰り返してきた鉄火場のやりとり。


    　そんな事をせずに済むのなら、その方がいいに決まっている。


    「……私、どうしたらいい？」


    「知らねえよ、俺はお前のコンシェルジュじゃない」


    「相変わらず、愛あい想そないね、見舞いに来ておいて」


    　鷹たか音ねは言葉ほど不満そうではなかった。微かすかに笑ってもいた。俺が気遣いの言葉なんかかけたら、その方が気持ち悪いし不安になるに決まっている。


    「そもそも俺は見舞いに来たわけじゃない」


    「……じゃ、何しに来たの？」


    「これからどうするか、訊ききに来た。お前がしくじったみたいに、俺もしくじった。どん詰まり寸前だ。蒔まき絵え先生は多分、いつだって俺のクビを飛ばせる」


    　きょとんとした顔で、鷹音は黙だまり込んでいた。何を言ってるんだという顔。そんな話をわざわざしにきたのかと呆あきれているのかもしれない。俺は、そんな話ぐらいしか、鷹音と交わせない。


    「私がどうしたいかなんて、転校生、気にしてくれるの？　じゃあ、私に酷ひどい事した人を殺してって頼たのんだら、そうしてくれるの？」


    「やるよ。お前がそうしてくれって言うんなら」


    「冗談だよ。……だったらもっと前から、私の頼み聞いてくれてても良かったのに」


    　その通りでしかなかった。俺は今いま頃ごろになって、鷹音の望みなんて訊いている。その通りにするなんて口にしている。殺して来いというなら、そうするつもりで。俺が死ねというなら、死ぬつもりで。


    　そのくせ、『すまなかった』の一言を口にしない。する事ができない。思いつきもしない。


    「俺は、お前が持ってる手札の一つだ。役に立つかどうかも分からないけどな。……まあ、俺なんかよりずっと頼りになるカードを、お前は生まれつき配られてるだろ」


    「お父さんの事？」


    「凡ぼん庸ような親おや父じさんなら、警察に言う。暴力的なら、表に立ってるおっさんに命令して芹せり雄おなんか物理的に粉々にする。俺と似たようなタイプなら、多分社会的に二度と浮かび上がれないようにする。その程度の力は持ってるだろ、お前の親父さん」


    「……どうしよう」


    「何がだ？」


    「あんまり訊くから、芹雄にやられたって言っちゃった、私」


    　鷹音は黙り込んだ。この期ごに及んで芹雄の心配かと呆れたが、心配するような目に遭あわせてしまうような父親なのかもしれなかった。父親のおこぼれみたいな力でも、鷹音はあれだけの事ができた。その父親本人ともなれば、どうにでもできる。


    「……芹雄が粉々になろうが、これから先一生うだつが上がらない人生だろうが、それが芹雄のやらかした事の結果だろ。あいつは、嚙かみつく相手を間違ったんだ」


    「そうじゃなくて、やるなら、私がやりたかっただけ」


    　はっきりとそう言われてしまうと、俺が言葉をなくす。怖くて、辛つらくて、もう耐えられない癖くせに、まだ心の何ど処こかで鷹たか音ねはそう考えている。草食動物の中に紛まぎれ込んだ肉食獣。雀すずめの中の孔く雀じやく。鷹音はやはり、何処か普通とは違っていた。


    　だからこそあの教室に、優等生を演じようとして硬直していたクラスが耐えられなかった。


    　他人の顔色を窺うかがって猫なで声しか出せないクラスに苛いら立だち続けていた。


    「私が入院してる間に、全部片付けちゃうんだろうな。……最近、あの学校辞めろってうるさいし。違う学校行けばいいとか、何だったらアメリカのお兄ちゃんところに行ったっていいとかさ」


    　芹せり雄おが辞めていったみたいに。


    　それはさすがに、思っても口にしなかった。居心地が悪くなって、他人の視線が気になって、いたたまれなくなって、恥ずかしくて。そうやって学校からいなくなる。いなくなる事で、全すべてをゼロに戻せる。


    　俺が今まで、ずっとやってきた事と本質は一いつ緒しよだ。


    　リセットボタンそのもの。


    「それも面倒だしね。こんなに面倒だったら、いっそ死んじゃったっていいし、私」


    「……死ぬのかよ」


    「選せん択たく肢しの一つとしては。誰だれかに自分を見られてるなんてまっぴらだし」


    　晒さらし者になるのは鷹音には耐えられない。自分が今まで、他人をそうしてきたから、鷹音にはその辛さが分かる。このまま学校に戻ってしまえば、鷹音は、傍観者ではいられない。観客ではなく、舞台に上げられる。たった一人で演じる、一人芝居の主役として。


    「死ぬぐらいだったら学校からいなくなっちまえばいいよ」


    「……それも面倒じゃない？」


    「似たようなもんだよ。転校ばっかしてきた俺だから言うけど。何回も死んで、そのたんびにいろんな事を帳消しにしてきたようなもんだ、俺なんか。だったら、ホントに死ぬより違う場所に行けばいい」


    「……ひょっとして慰なぐさめてる？」


    「俺が誰かを慰めると思ってるのか？」


    「全然思ってない」


    　鷹音は笑ってそう言った。多少なりとも、明るい笑顔にはなっていた。


    「……好きにしていいよ。転校生のやりたいようにやんなよ。私に振り回されないで、一人で。何も気にしないで、今まで通りに。誰も怖がらないで、ふてぶてしくさ」


    「それが望みなら、そうするよ」


    「……でもせっかくだから、一つお願い聞いてもらおうかな」


    　ベッドの上から、下に手を伸ばす。そこにバッグが置いてあった。あの、オレンジと黒のツートンカラーのリュックではなくて、どこにでもあるようなトートバッグ。引っ張り上げて中をまさぐり、小さな、細長い箱を取り出した。


    「これあげるから、受け取って」


    　何だこれ、と言いかけて止やめた。俺がずっと欲しかった、サングラス。鷹たか音ねがかけていた眼鏡と同じブランドの、高価な生産中止品。


    「もう扱ってないなんて言われたから、本国のメーカーに直接問い合わせて在庫漁あさってもらったの。私に付き合わせちゃったから、そのお礼。受け取って」


    　俺は前に出た。鷹音の、枕まくら元もとに立った。伸ばしかけた手で箱を摑つかみ取らないで、そのまま、鷹音に押し戻した。


    「受け取れない」


    「何でよ？　欲しかったんじゃないの？」


    「かけないからな。持ち腐れだよ、せっかくなのに」


    「かければいいじゃん」


    「俺はそれをかけてる他人が見たいんだよ。俺がかけたいわけじゃない。俺がかけたら、見られなくなっちまうだろ」


    　他人を見て楽しんでいたいという気持ちは、鷹音には一番効果的な言葉だと思った。ただ単に言いくるめただけだ。申し訳なくて受け取れないという言葉を、謝罪を口にできなくて、いつもみたいに口から出任せを吐はき出しただけだった。


    　鷹音は黙だまって、箱を小こ脇わきに置いた。


    「じゃあ違う事頼たのんでいい？」


    「何だよ？」


    「じっとしてて」


    　そう言って、鷹音は僅わずかに腰を上げて体重を傾け、俺にしがみついてきた。俺の腹を抱え込むみたいにして、無ぶ様ざまに。細い枝に絡からみつかれたみたいに感じた。


    「……何してんだお前」


    「じっとしててって。上書きしてんだから」


    「何だそれ」


    「転校生にやられた事にする」


    　頭の中が混乱して、俺は二の句が継げない。じんわりと、鷹音の体温が、俺の脂肪に伝わってくる。細い腕が俺の体に絡んで微かすかに震ふるえていた。俺は言われた通りにじっとしたまま動かない。動いていいのかも分からなかった。


    「……お前さ。全部、俺の所せ為いだって分かってんのか？」


    「分かってるよ、そんな事」


    「じゃあ何でこんな事してんだよ？」


    「……転校生、私が、転校生の事好きだとか思ってる？」


    「全然思ってない」


    「だからやってんの」


    　意味が分からなかった。俺は途方に暮れて、しがみついている鷹たか音ねをぶら下げたまま、病室の枕まくら元もとで立ち尽くしている。


    「……こんなんでいいのか、お前」


    「ダメ？」


    「お前次第だけど」


    　鷹音が、俺にしがみついたまま顔だけを上に向ける。俺と目を合わせ、ちらりと、視線を外に流す。その先に、部屋の外に立っている警備の男を意識する。


    「じゃあ、二人で芹せり雄おを殴なぐりに行こう。それでみんな終わりにしようよ」


    「負けを認めるのか？」


    「認めるけど、一発殴るくらいいいでしょ。私は、手札がどうこうなんて事じゃないの。手が痛くなって私が悪い事になっても、あいつをぶん殴ってやりたいの」


    「手で殴るなよ。やるんなら何か固いもんで殴れ。ドリンク剤の瓶びんなんかオススメだ。……つうか、いつ行くんだよ」


    「明日。すぐに行かないと、お父さんが先回りしちゃうかもしれないし。それでいい？　何とか監視躱かわして抜け出してみせるから、家で待ってて」


    　直接殴るなんてくだらない真ま似ねは止やめろ、と思ったけれど、口には出せなかった。俺だって似たような物だ。無む駄だに啓けい士じを、殴って追い込んだ。俺の大きな過ちのひとつ。殴りたかったと言うより他に動機は説明できない。


    　だから鷹音がそうしたいというなら、手伝ってやろうとそう思った。


    　俺が途中から引き受けたっていい。鷹音がもういいよと言うまで追い込んでやればいい。


    　鷹音はまだ俺にしがみついて上書き作業とやらを続けている。何を考えているのか、まるで理解できない。


    　腹の方から、鷹音の声がした。


    「……転校生ってなんか貴き腐ふワインみたいな匂においがする」


    「何言ってんだお前」


    　金持ちの娘は例え方が違うな、と思いながら、俺は何も言わず鷹音の好きにさせておいた。鷹音の様は、大きな熊くまかなにかのぬいぐるみにしがみついて眠る子供みたいにしか見えなかった。
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    　病院の帰りに、芹せり雄おの家にまっすぐ向かった。


    　どうにも気にかかっていた。誰だれかが、恐らくは悠ゆう一いち郎ろうが送ってきたあの写真。芹雄がクローズアップされすぎていた。


    　あの写真を見たら、芹雄の所に俺が向かうに決まっている。そう仕向けている。


    　露ろ骨こつな策略の匂においがした。のこのこと初見で鷹たか音ねを連れて行くハメにはなりたくなかった。罠わなでもあるというなら俺が先に踏ふみ抜いておくに越した事はない。


    　今いま更さら、鷹音が体を張る理由なんか何もない。


    　それは俺の仕事だった。手伝うというなら、これが多分、一番役に立てる。


    　とは言え、多少の緊きん張ちようを伴って辿たどり着いた芹雄の家の前にいたのは、悠一郎でもなければ、芹雄でもなかった。


    　小さな建て売り住宅の前に蹲うずくまるみたいに停とまっている白い車。軽自動車かと思うほどのコンパクトサイズのくせに、どこか丸みを帯びて愛あい嬌きようがあり、持ち主によく似合うフィアットに乗り込もうとしていた蒔まき絵え先生と鉢合わせする。


    　蒔絵先生は俺を見て、怪け訝げんそうに顔を顰しかめた。


    　何な故ぜここに俺がいるのか、その理由に不ふ穏おんな物しか感じ取っていない。


    「……芹雄くんなら、いませんよ」


    　先回りしたように、蒔絵先生はそう教えてくれた。


    「いないって」


    「お母さんの実家にいるそうです。何だか、引っ越したがっているみたいで」


    　ちらりと、建て売りの一軒家を蒔絵先生は見ていた。買ったばかりのような新築家屋はサッシに青い養よう生じようフィルムの痕こん跡せきさえ残っている。すぐに引っ越すには勿もつ体たいない、とでも言いたげだった。


    　それなりの理由があって、そして性急に、逃げるように引っ越したがっている理由も、蒔絵先生はもう知っているのではないかと、そう思った


    「……先生は何しに来たんですか」


    「元担任ですから。事情は聞かなきゃと思って。……それに学校辞めるっていうの、そんなに強く留めなかったのも悪かったのかなって」


    　俺に吹き込まれた嫌けん悪お感かんを拭ぬぐいきれなかった。


    　実際は、芹雄がどの程度の事をしていたのかなんて分からない。蒔絵先生は、些いささか幼稚で単純な発想しか持っていなくて、それなら思春期の暴走程度で収めていたかも分からない。俺が、より際きわだった嫌悪感をイメージさせてやった。芹雄が、もう学校にはいられないと考えてしまうほどのイメージ。


    　その結果として、鷹たか音ねは芹せり雄おに襲おそわれた。


    「……鷹音の事、分かってるんですよね」


    「この前、お父さんから伺いました。正直私は、表おもて沙ざ汰たにしたくありませんし、あちらもそういう考え方でしたけれど、多分、理由は別なんでしょうね。……この街からいなくなる前に、どうしてそんな事をしたのかだけ、話をしたかったから」


    　芹雄を、指導できると思っているのだろうか。今いま更さらの教育者ヅラだった。取引で生徒らを自じ縄じよう自じ縛ばくの状態に追い込んで手間を省いて合理化して、それで生まれた不具合に向き合おうというのも勝手な話だ。


    　自分が、芹雄に嫌けん悪お感かんを隠しきれなかったから退学させた、という可能性が、取り繕つくろうようなそんな真ま似ねをさせてしまっているのかも分からない。


    　何にせよ芹雄はもういない。鷹音を連れてきていたら、無む駄だ足あしになっていた所だ。


    　明日の手間が省けた。納得しないかもしれなかったけれど、元から、あほらしい話でもある。手を痛くするだけ損な話だ。鷹音の父親は、そんな事さえ娘にさせたくはないだろう。俺とは比べものにならないほど豊富な手札と、手て練れん手て管くだを備えている筈はずだ。


    「……享きよう一いちくん、ちょっと乗ってく、車？」


    　考え事をしていたら不意にそう言われて、俺は首を傾かしげた。


    「何でまた」


    「話がしてみたいから。職員室じゃ大きな声でできない話」


    「……構いませんよ」


    　俺も、蒔まき絵え先生とは話がしたかった。この人が自分を殺してまで、あのイカレたシステムに乗った理由も知りたかった。それこそ、今更知ったところでどうしようもないのだけれど。


    　蒔絵先生の車に乗せられて、俺は小さな白いその車に窮きゆう屈くつに身を縮める。


    　走り始めると、ハンドルを捌さばく蒔絵先生の動きは、きびきびとして安定感があった。無む闇やみやたらにスピードも出さないし、振り回しもしない。そのくせ、小さな車体を車列の隙すきに割り込ませて追い越す手て際ぎわに迷いもなく、みるみる車は前に進んでいく。


    　シフトにはオートマモードもあるのに、蒔絵先生はマニュアル操作を続けている。渋滞にでも遭あわないうちは、使う気がないという仕草だった。


    「……しかし意外なモン乗ってますね、先生」


    「そう？　唯一の趣しゆ味みみたいなもんだから」


    「にしたって、フィアットって」


    「そんなに高いクルマでもないんだけど。……似合わない？」


    「俺は似合わないと思いますけど、まあ好きにしたらいいんじゃないですかね」


    　蒔絵先生がどんな趣味を持とうが知った事ではなかった。統とう吾ごも乗せてもらっているのかと、ふと思う。俺が座っているシートは、本来ならあいつの席だ。くだらない話ではあっても、多分、統とう吾ごはそう思っている。そこに俺が座っているというだけで、さんざんに蹴けられた事の意い趣しゆ返がえしになっている気がした。


    「……享きよう一いちくんの事、調べさせてもらった。悪いとは思ったけど」


    　俺の思考を中断させるに充分な言葉を蒔まき絵え先生は滑すべり込ませてくる。


    「前の学校の事から、たぐれる限り」


    「……そう来ましたか」


    「教師もその気になれば、そのぐらいの事、できるから」


    「探偵が調べに来るよりゃ、相手も口、開いてくれそうですしね」


    　鷹たか音ねと同じ事をするとは思わなかった。今まで、俺は教師にそこまでの警戒心は抱いだかせずにきた。蒔絵先生が俺に、普ふ段だんは話さないような事を言わせた事の代だい償しようだった。職員室では話せないような事には違いなかった。


    「じゃあ悠ゆう一いち郎ろうがやらかしたなんて事も聞いてるわけですか」


    「……それもあなたが仕組んだの？」


    「ちょっと煽あおってやっただけですよ。あんな事になったのは、あいつらの性根の話です」


    「その、性根だけど。担任の先生が言うには、イジメてた子、性根を入れ替えたみたい」


    「……何ですか、それ」


    　蒔絵先生が何を言い始めるのか、俺は少し期待した。横顔を盗み見ても、何の表情もない。どんな話を手に入れたのか、俺は興味をそそられていて、引き寄せられていた。ここでいい加減な噓うそを言われても信じてしまうかもしれなかった。


    　同じ手を使われていると思うから、多少、警戒はしているものの、好奇心には抗あらがえなかった。情報の魔ま力りよくだ。


    「反省してるんだって。加害者の子。……その悠一郎くんだっけ？　その子に詫わびて、全身に酷ひどい火傷やけど負ってるのに、こうなったのは自分のせいですから、罰ばつしないであげてくださいって」


    「……まさかそれで悠一郎、無罪放免って話じゃないでしょうね？」


    「殆ほとんど似たようなものみたいだけど。担任の先生は、イジメてた子が真人間になったって感動してた。慰い謝しや料りようとか治ち療りよう費ひなんかも一切受け取らなかったって言うから、告訴もしてないでしょうし」


    「……蒔絵先生、どう思います？」


    「人間がそんなに劇的に変わるものなのかなって思ってる。でも、顔に負った火傷が完治しないみたい。そうなったら、私も色んな事反省して謝るかもしれない」


    「ツラが崩れたぐらいじゃ、却かえって怒いかり狂いそうですけどね」


    「もう酷いらしいのよ、火傷のレベルが。はっきり言えば、これからまともに生きていけないかもってぐらい。そうなったら、他人に少しでもいい印象持ってもらいたくて努力すると思う、私なら。そうじゃなかったら生きていく自信がない」


    　蒔まき絵え先生は、意外によく見ていた。


    　俺もそんな所かと考えていた。そうそう、人間の性根なんて入れ替わらない。入れ替わったように演技をするだけだ。火傷やけどで善人になるなら、問題児は片かたっ端ぱしから焼いて回ればいいとさえ思う。


    　被害者の尽力で、加害者である悠ゆう一いち郎ろうは殆ほとんど咎とがを受けなかった。


    　返納された慰い謝しや料りようと治ち療りよう費ひ。


    　俺の周囲をうろちょろできる時間と金は手に入れたわけだった。鷹たか音ねのように探偵でも頼たのんだのかもしれない。俺一人を徹てつ底てい的てきにマークするぐらいなら、教室丸ごとを監視してもらうほどの金もかからないだろう。


    「……なるほど。やっと見えてきましたよ」


    「どういう子なの、悠一郎くんって」


    「何てこたあない、イジメられっ子ですよ。ひょろひょろしてて女みてえな顔してて。話し方とセンスが絶望的に他人を苛いらつかせる。イジメられててゾンビ映画が好きっていう代わり映えのしないタイプですよ」


    「ゾンビ映画？　……そういうものなの？」


    「ま、あいつはゾンビ映画とスプラッタの見分けも付かないし、古すぎると絵ヅラが地味で受け付けないっていう典型的に浅いヤツでしたけどね。ナイト・オブ・ザ・リビングデッドのリメイク版しか見てない癖くせに語りたがるタイプですよ」


    「あの、よく分からないんだけど」


    「ゾンビが敬礼するって言っても笑えないヤツなんですよ。一連のリメイク版でも特にデイ・オブ・ザ・デッドはクソだってのにそれしか見てない。まあ元の映画もクソなんですけど」


    「その評価はケナしてるの？」


    「褒ほめてます」


    「ごめん、もう理解できないからその話、終わりにして」


    　笑い声が聞こえて、俺は不ふ承しよう不ぶ承しように口を閉じた。話が逸それたのは自覚している。


    「映画好きなの、享きよう一いちくん？」


    「だらだらたくさん見てるだけですけどね」


    「なんか意外なような、そうでもないような。……っていうか、生徒とこういう話するの久しぶりで笑っちゃった。ごめんね」


    「……あんなクラスじゃ、そりゃそんな話もできないでしょうけど」


    　言い方が皮肉っぽくなったのは、話を中断されて苛ついたからかもしれない。俺は、教師やクラスメイトとこんな話をした事はなかった。悠一郎や鷹音ぐらいだ。


    「……先生、統とう吾ごとはこういう話すんじゃないんですか」


    「そりゃするけど、何となくあの子とは線を引いてる部分はあるしね、正直」


    「何で付き合ってんですか」


    「何でって言われても。何となくとしか」


    「クラス纏まとめるのに利用したいとか、そういう事じゃなくて？」


    「正直、それもあったけど」


    　車列が途絶えた瞬しゆん間かん、蒔まき絵え先生はアクセルを踏ふみ込んだ。俺の体がシートに押しつけられる感覚がある。メーター読みの速度はそれほどでもない割りに加速が激しいから、えらい速度で走っているような錯さつ覚かくがあった。


    「……でも、あの子を好きなのは本当。別に利用したいのが先じゃない。あの子が、私に告白してきた時、本当なら断るべきなのに何でか受けちゃった」


    「ストレスでしょ、それ」


    「そうかもしれないし、違うかもしれないし。そういうの私、あんまり分かんないしね」


    「楽しいんすか。俺もそういうの分かんねえですけど」


    「鷹たか音ねさんと仲良くしてたんじゃないの？」


    「あいつと四六時中、一いつ緒しよにいたいなんて思いませんし」


    「……そういえば統とう吾ごくんの事、殴なぐったでしょう？」


    「お返しですよ。さんざん蹴けられてんですから、前に」


    「それを責めるんじゃなくて、何でそんな事したのかなと思って」


    「さあ。ムカついてたってのはありますけど」


    「鷹音さんの事で？」


    「……」


    　何かを言い返そうとして、何も言葉が出てこなかった。鷹音の事で苛いらついていたから。あいつの仇かたきを取ろうとして俺は行動を開始して、啓けい士じを殴り倒して、鷹音に頼たよられて何もしなかった統吾までそうした。


    　何な故ぜ、俺は、鷹音のためにそこまでやるんだろうと、そう思った。


    　俺があいつに惚ほれていて、好きで仕方がなくて、一緒にいたくて。そんなだったら話は分かる。俺の中をどんなにつつき回したって、そんな人並みの恋愛感情は湧わいてこない。性欲に限定したって無理だった。


    「あいつに関しちゃ別にって感じですけど」


    「……その割りには勘かん違ちがいで啓士くんに随ずい分ぶんな事、したみたいだけど」


    「知ってたんすか、やっぱり」


    「そりゃまあ警察に訊かれたり、啓士くんがこんな事言ってたなんて話たくさん入ってくれば、私だって推理くらいできるもの。その気になったら、私、享きよう一いちくんをいつでも退学にできる。気付いてなかった？」


    「覚悟はしてましたよ。啓けい士じが喋しやべったら、その時点でゲームセットだとは思ってました。まさか、もう知られていたなんてのは予想外でしたけど。……で、何で俺をクビにしないんです？　その方が楽でしょ？」


    「立て続けに四人は聞こえが悪いし。……それはまあ、冗談だけど」


    　蒔まき絵え先生の口調は軽くなっていた。素が滲にじみ出ている。唯一の趣しゆ味みだというこの車の中でなら、蒔絵先生はいろんなしがらみから逃れられるのかもしれなかった。俺が映画の話をするのと同じだ。このドライブを中断させたら、蒔絵先生はきっと苛いらつく。走らせ方や車選びのセンスで他人を否定したり非難したりもするだろう。


    　誰だれにだってそういう部分があって、俺にさえそれはある。


    「私ね、多分、教師として考えたら、享きよう一いちくんみたいな生徒にこそ指導しなきゃならないって思ってる。それこそ、問題児で邪じや魔まだから退学、なんて事しないで。……ま、本音では、って事だけど」


    「……建前は違うんですか」


    「あのやり方してたら、それは無理だからね」


    　あの学校のあのシステムに乗るのであれば。俺みたいなのは辛しん抱ぼう強く親身になったって仕方がない。時間の無む駄だだ。生徒が自分から、自分を律して他人を監視するのが骨こつ子しであって、そこに教師の側から、はみ出した生徒へのアプローチはない。


    「統とう吾ごが言ってましたよ。蒔絵先生、なんか事情があってあんな事してんだって」


    「あの子、そんな事まで教えたの？　それとも聞き出した？」


    「どっちとも言えませんけど。……親おや父じさんが自殺してるとか何とかって。仇かたき討うちかなんかのつもりで、あんな事考えたんですか？」


    「私よりは、教頭先生の主導だったけど。私の父はね、生徒を巧うまく指導できなかったの。挙あげ句く、女生徒とのわいせつ行為みたいなの仕組まれちゃって。教頭先生は、その時の事情ずっと見てたから、私より我が慢まんできなかったのかも」


    「……それで、娘の蒔絵先生が抜ばつ擢てきされたわけですか」


    「私も、恨うらみっていうんじゃないけど、悔くやしい思いはしてたしね」


    　発ほつ端たんというなら、蒔絵先生の父親が自殺した事なんだろう。そこに様々な要素が絡からみついておかしくなった。俺や鷹たか音ねや悠ゆう一いち郎ろう。蒔絵先生が教師になって、よりによってあの高校に赴任した事。教頭が、ずっと後悔を溜ため込んでいた事。連れん鎖さしてぶっ倒れた先に転がっていたのは、芹せり雄おや啓士、それに鷹音だった。それだけの成果しか出せなかった。


    「……それで？　わざわざドライブに連れだして、話したい事ってそんなんですか」


    「ううん。それもあるけど、本題はまた別。……享一くん、これからどうするつもり？」


    「どうするって」


    「あのクラス、多分もう無理。私たちのやってた事、全部台無しになると思う」


    「俺の所せ為いですか」


    「違うでしょ。鷹たか音ねさんと享きよう一いちくんが、二人で壊こわしたの、あのクラスを」


    「……俺と鷹音と、悠ゆう一いち郎ろうですよ」


    　鷹音が調べて俺が仕掛けた。それなのに、襲おそわれたのは鷹音だった。蒔まき絵え先生でもなく、俺でもなく。俺と鷹音が仮に何もせずにいたとしても、悠一郎が控えている。三人がかりで襲いかかったのだ。草食獣の群れなど狩られるだけで終わる。番犬だった統とう吾ごは、飼い主の寵ちよう愛あいしか眼中にない頭の悪いバカ犬だった。


    「その、イジメられてた悠一郎くんって子が、何か絡からんできてるの？」


    「俺と鷹音だけじゃ不自然だなって、先生も思ってるから、俺を調べてたのに悠一郎が今どうしてるかなんて事まで調べたわけでしょ？　すっとぼけないでくださいよ」


    「とぼけるつもりなかったんだけど、確証、持てなかったから」


    「結局、俺なんですよ。俺そのものが疫やく病びよう神がみみたいなもんなのに、後ろからおかしなのまでくっついてきて、いい迷惑でしょうよ、先生も、鷹音も」


    　それほど問題でもなかったクラス。どれも些さ細さいな事だ。些細な悪事や無む茶ちやに興奮するようになったのはストレスからだとしても、どれも、隠しておこうと思えばそうできた。クラスの連中だってそれを分かっていて、順番に休んでやりくりしていた。


    　鷹音が、他の誰だれも持っていない『金』というカードでそれを暴き立てた。


    　そして俺が、それを受け取って膨ふくらませた。


    　蒔絵先生は大筋で間違っちゃいない。俺と鷹音。そして悠一郎という不確定要素が三つも重なっただけの事だった。


    「でもね。そんなにダメかな、あのクラス。私はそう悪いと思ってなかった。詰まらないし、好きな事もできないし肩が凝こると思うけど、でも勉強には集中できるんだし。進学希望の人間を集めてるんだし、元々」


    「あんなガッコに進学クラスなんて作るのが、そもそも間違ってんですよ。何だって大学ごときに、今時そんなに行きたがるもんだか理解ができませんけどね」


    「だから夢中になったの、多分、みんな」


    「……何の話ですか」


    「元から無理だって思ってるし、劣等感もあるでしょ。かといって正攻法じゃ入れる大学なんてたかが知れてる。そんな時に、誰でも知ってるような大学に入れるかもって思ったら、夢中になっちゃうものなの」


    「……勉強しなくてもいいわけですしね」


    　あの学校がもう少しレベルが高ければ、みんな、冷静でいられたかもしれない。あんなレースに参加しなくても入れるというのなら。視野にきちんと進学を入れているのなら、大学進学そのものにそれほどの価値を見いださなかったかもしれない。


    　あいつらにとって推すい薦せん枠わくレースは、レースそのものに意味があった。


    　単純な競争。シンプルなランキング争い。


    　一度乗ってしまえば惜おしくて手放せなくなる。より熱狂してしまう。あいつらにとって進学など、本心ではどうだって良かったに違いなかった。


    　これがもっとマシな、普通の進学校だったなら鷹たか音ねも不満は抱いだかなかったんだろう。みんながみんな素の状態で優等生だったのなら、そこにはそれなりにドラマの生まれる余地がある。演じる事に追われて不自然な硬直状態になど陥おちいらない。


    　そんな硬直した連中を引き戻すために鷹音は、金を遣って、立ちたくもない舞台に立って。挙あげ句くの果てに傷つけられて。


    　憐あわれすぎて苦笑いすら込み上げてくる。


    　鷹音と、親しくなってしまった。


    　言葉を交わし、距きよ離りを縮め、考えを交換し合って。


    　そういう相手ができて、そういう相手が傷つけられて、だから俺はいつもの俺にまた、戻ってしまっていた。


    「どうするの、享きよう一いちくんは、これから？」


    「どうするって、続けるのかって事ですか？」


    「続けるとかじゃなくて、この先。この学校はともかく、転校したとして、それから」


    「……何の話ですか」


    「高校を出て、進学するのか、就職するのか知らないけれど、その先。……もうこんな真ま似ねがしたくてもできなくなったら、享一くんはどうするのかなって」


    　俺は黙だまり込む。何も言えなくなる。時折俺が自問する将来設計。そこら中を焼け野原にしてよそに行くなんて暮らしは、今しかできない。それができなくなった時の事。素知らぬ顔で普通にしていたくても、俺にはもう、それも無理だった。


    　思い出だと、若かったと、そんな言葉で流せる筈はずがなかった。どれだけの人間に恨うらまれているか分からない。日本中に、悠ゆう一いち郎ろうみたいな奴やつがいて、俺を恨み続けていたっておかしくない。かといって周りを潰つぶさなかったら、俺は普通に他人と接している事さえできない。


    　あれほど俺に理解を示している鷹音を相手にしてすら、俺はどう接していいか分からない。


    　近寄らないでくれと言いたくなるのだ。生身の距離感がどうしても摑つかめない。


    「何の展望もありませんからね、俺なんか。クソ映画観てつまんないブログ書いて、ネットの知り合いと時間過ごしながら、ぼちぼち仕事して食い扶ぶ持ち稼かせいで。そんなのしかないですよ、俺」


    　今は、いい。学校生活とのコントラストとして、それは刺激的に成り立っている。


    　自分にも普通に人と接するような一面があるんだなと感じる事は、常つね日ひ頃ごろが普通じゃないから意味がある。


    　それだけの繰くり返しになったら、俺はどうなるんだろうかと思う。


    　ネット上でも、俺は、同じ事を繰り返すかもしれない。転校する必要さえない。アカウントとプロフィールを変えて、事によったら性別さえ偽いつわって、俺は様々なコミュニティに入り込んでいける。


    　そこをぐずぐずにしてしまう。


    　そうなった時に、コントラストとしての場所がもう、俺には残っていない。そして俺は、ネット上でまでそんな事はしたくなかった。俺が普通に存在し続ける事のできる場所を失いたくはなかった。


    「俺は、手を引きますよ。鷹たか音ねが休んでるんだから、俺も休めばそれで解決だ。悠ゆう一いち郎ろうは俺にしか興味ないだろうし」


    「クラスに復帰して、みんなの輪に加わろうとかは思わない？　鷹音さんも一いつ緒しよに」


    「……正気で言ってるんですか？」


    「生徒の面倒や悩みに力になってあげるのが教師だからね」


    「いいですよ、俺の事は。生徒だと思わないで。どうせそのうち、また、俺はどこかに転校してくんですから」


    「お父さんに話して、卒業までここにいるってのはどう？」


    「耐えられませんよ、残念ながら。……俺みてえな厄やつ介かい者もの、義務教育でもねえのに手て間ま暇ひまかけて面倒見てても時間の無む駄だですよ」


    「私は、そういう事をしたくて教師になったからね。……でもきっと、享きよう一いちくんに何か指導するとか、救うとか、私の役目じゃないのかもね。あなたがちゃんとした、まともな人間になれるとしたら、きっと鷹音さんがきっかけになるんだと思う。少なくとも、享一くんは、他人のために何かしようと思ったんだから」


    　それは、励ましているようにも聞こえた。俺に希望を与えようとしているみたいに。


    　鷹音が俺の希望だとしたら、俺はもう何もかも失っている。鷹音があんな事になったのは、俺の所せ為いなのだ。それこそ小学校の時から繰り返してきた俺の行為が、周囲への悪意が、巡り巡って鷹音を巻き込んでいた。


    　俺さえいなければ、鷹音は何もしなかった。


    　俺は不要で、そればかりか害悪でしかない人間で、そして別にそんな事は構わなかった。害悪であるなら、その期待に応こたえてやればいい。


    　鷹音にとって不要で、害悪でしかない自分に耐えられなかった。


    　俺の住むアパートの前で、車は静かに停とまった。スムーズなブレーキワークは大した衝しよう撃げきも感じない。


    「ごめんね、付き合わせて」


    「いいすよ。確かに、学校じゃこんな話する気にもなりませんから」


    　シートベルトを外し、倒していたシートを起こしながら、ふと思う。口にする。


    「……ところで統とう吾ごってこの車、乗った事あるんすか」


    「？　なかったと思うけど、どうして？」


    「いや、何でもありません」


    　少しばかり気が済んだ。蹴けられた事は帳消しにしてやろうという気分になった。馬ば鹿か馬ば鹿かしいとは思うけれど、俺は帳消しにする口実が欲しかった。何も考えていたくなかった。悠ゆう一いち郎ろうの視線が消えなくなる。いつまでも突き刺さり、のしかかる。


    　車を降りて、蒔まき絵え先生に一礼した。


    　車が去っていく。俺は溜ため息いきを吐ついて、自分の部屋に戻った。シャワーを浴びようかと思って、そんな気力は残っていないと気付いた。とにかく、眠りたかった。ベッドに這はい上がろうとして、不意に、ベッドの下にある箱を引きずり出す。


    　送りつけられてきた写真の束。


    　明日、鷹たか音ねが来るんだったなと思い出した。全部摑つかみ取って、キッチンのシンクに放り投げた。親おや父じの使っているジッポライターの補給オイルを持ってきて上から振りかけ、ライターで火を点つける。


    　厚手の紙が見る間に燃えていき、黒く炭に変わっていく。


    　鷹音の預けた調査報告書も、その炎の中に投げ入れた。大きく燃え上がるたびに蛇じや口ぐちを捻ひねり、火が大きくならないように調節しながら、全すべてが燃え尽きていくのをじっと眺め続けていた。


    　全て燃え尽きて、シンクに黒い消し炭が溜まる。こそげ落として、三角コーナーの網あみに突っ込んで、ゴミ箱に捨てた。作業を終えて、俺は唯一残ったバタフライナイフを手に取る。死なない程度になまくらな刃。それを翳かざして、眺めながら、ベッドに寄りかかる。


    　学校に行かなくなれば、悠一郎は俺だけを狙ねらう。


    　元々、俺だけを狙っていたのだ。とばっちりそのもので、俺にぶつけられた爆弾の余波で、あのクラスはぐちゃぐちゃになったような物だ。芹せり雄おは権力者の娘に手を出して、家族ごと引っ越さざるを得なくなった。啓けい士じは警察に捕まった。


    　そこまでしたクラスにのほほんと居続けろとは、蒔絵先生も酷こくな事を俺に言う。あるいは、嫌いやがらせも入っているのか。そこまで性格が悪い教師じゃないとは分かっていても、俺には、悪意の方が素直に受け入れられた。


    　鷹音が来たら芹雄の事をどう説明しようかと、そればかり考えていた。


    　何かメールでも来ていないかと、ひび割れたスマートフォンを起動させようとしても、それはもう完全に壊こわれてしまっていて液晶には通電する気配もない。自分が、あれほど居心地の良かったネットから完全に遮しや断だんされたのだと気付いたのは、それからしばらく過ぎてからの事だった。


    



    
      六

    


    



    　携帯ショップの扉を蹴けり壊こわしかねない勢いで、不ふ機き嫌げんに俺は退店する。


    　壊れましたですぐ代替品がもらえるような壊れ方じゃないのは分かっていたのだけれど、対応が悪くてイライラする。重度の破損に関しては新品を新しく買い取る事になり補ほ償しようの対象外になるのだが、その値段がころころ変わる。


    　俺の壊れ方は『通常の使い方』とは明らかにかけ離はなれていて、落としましたで済むような物じゃなく、機能も完全にイカレていた。統吾の脳天には鉄板でも入っていたのかと無む駄だに苛いら立だちが増してくる。


    　その修理代金が、最終的な結論として海外から個人輸入するより高く付くとあって、ショップの店員などは新規加入で切り替えた方が安上がりですよなどとのうのうと勧すすめてくる始末で、かなり横おう柄へいなクレーマーじみた態度になってしまった。


    　何にしてもそんな金はない。壊れている間の回線使用料をどうしてくれるとゴネても良かったのだけれど、とてもそんな気分じゃなかったからもういいと吐はき捨てて店を出てきてしまっていた。


    　苛立っているのは、ネットが見られず、他人の更新が確認できないからだ。


    　鷹たか音ねから何か連絡があっても対応できないのもあるが、そっちはどうとでもなる。午前中から来るとも思えなかったが、いつ来るのかも確かめられないとあって、仕方がないから家の鍵かぎを開けたままにして、勝手に入れと貼はり紙をしておいた。違うヤツが入り込むかもしれないけれど、どうせ入った所で盗むような物も見あたらない部屋だった。


    　そもそも、鷹音が俺の家にちゃんと辿たどり着けるかも分からない。


    　最も寄よりの駅で立ち尽くしていたりしたら目も当てられなかった。


    　ネットカフェで三〇分、ウェブ巡回とメールチェック。俺のメールはいわゆるブラウザメールだから、ネットに繫つながりさえすれば確認できる。携帯のキャリアメールなど使った事もなかった。特にメールはなく、カフェを出て暇ひま潰つぶしにでもとレンタルショップに寄りＤＶＤを物色し、五枚セット千円のレンタル料金で棚を無駄に占拠しているクソ映画を借りる。


    　鷹音にも何か観せようと考えて、あまり性的でないのを借りようとして、クソ映画とエロスが切り離しにくいのを思い出して困る。


    　それから家に戻って一枚観るたび駅に行き、北口と南口をぐるりと回り、しばらくそれを続けてからまた家に戻る。映画の内容なんか頭に入らない。恐ろしい手間だった。ショップのサポートに腹が立つ。そもそも殴なぐるのに使った自分にも腹が立つ。


    　誰だれを恨うらんでいいのか分からなくなってくる。画面では安っぽい造りの宇宙人と半裸の女が戦っている。腹筋の鍛きたえられ具合と頭身が俺好みだった。


    　駅に行く。ファンタジー世界に流れ着いた宇宙飛行士が、宇宙飛行士という設定は全く生かされる事なくただのマッチョと化して剣を振り回す。


    　また駅に行く。北口と南口を回って三周する。古典的な伝言板も覗のぞくが、もう何か月も何も書かれた様子はない。伝言板を持ち歩く世の中だ。俺の便利な伝言板は、壊こわしてしまっていた。


    　またネットカフェに行ってメールをチェックしても、何もない。いい加減、嫌いやになってきて五分で出て来た。汗だくで、早足で帰宅して、誰だれもいない部屋を確認するともうやってられるかという気分になって残りのＤＶＤを連続で消化した。


    　俺の好みから少しだけズレた、『分かりやすいバカさ加減』の映画ばかり借りてきてしまっていたから、物足りなくて退屈だった。


    　結局、日が暮れても鷹たか音ねは訪ねてこなかった。メールが使えるのならこちらから訊たずねる事もできるし、鷹音から何か連絡してきてもすぐ対応できるというのに、じれったい事この上ない。


    　扉がノックされる音で、俺は意識を取り戻す。


    　映画がつまらなさすぎてぼんやりして、眠りかけていた。そもそも、前にも一度観た映画だった。クソ映画は一度しか笑えない。二度も三度も観られるならそれはもう、真っ当な傑けつ作さくと言っていい。


    　親おや父じが帰ってきたのかと、ぼやけた頭でそう考えた。鷹音が来るという話さえ忘れてしまっていた。何も考えずに鍵かぎを開けて、鍵を忘れた親父に文句の一つでも言おうかとそう思っていた。


    　俺は、どうかしていた。


    　鷹音が来るという事だけで頭をいっぱいにしていた。


    　芹せり雄おはもういないのだから適当に映画でも観せるかなんて考えていた。


    　スマートフォンが壊れてしまって、どうやって連絡を取り合ったらいいのかとか、いつ来るのかとか、駅からの道は分かるのかとか、そんな事しか考えていなかった。


    　今日一日ぐらい、と根拠もなく油断していた。芹雄がもういなかった事で気が抜けた。罠わななど、何も芹雄の家に設置する必要はない。あいつは、悠ゆう一いち郎ろうは、俺の住むこのアパートを知っているに決まっている。写真の件を深読みしすぎていた。


    　あり得ないほど愚おろかな視野狭きよう窄さく。


    　扉を開けると、そこに立っていたのは、親父じゃなかった。鷹音でもない。


    　悠一郎が立っていた。


    　女みたいな顔。小柄な体たい躯く。人を小こ馬ば鹿かにしたようにしか見えない笑顔。それら全すべてが俺の頭に冷や水を浴びせかけ、全身が総毛立って、そして俺は自分がいた世界を思い出す。


    　暖まりきらないエンジンをパワーバンドに叩たたき込む。


    　軋きしんで歪ゆがんだ音が俺の中で聞こえてくる。焼け焦こげた幻まぼろしの匂におい。壊こわれかけた俺のシステムが無理に稼か働どうしようとしてノッキングを起こす。


    　俺は何か声を掛けようとした。


    　悠ゆう一いち郎ろうは、俺の些さ細さいな、どうでもいい挨あい拶さつに喜んでいた。おはようとか、じゃあなとか、それを取ってくれとか、そんな普通の言葉にさえ飢えていた。だから俺はそんな言葉で悠一郎を釣り上げた。


    　同じ言葉をかけてやろうかと、そう思った。


    　言葉が出る前に、俺の心臓を斜め下から衝しよう撃げきが撃うち抜いて、俺をその場に転倒させた。悠一郎の右手が握っている、大型のテレビリモコンみたいな、黒い固まり。その姿は歪ゆがんでかき消えて、何を握っているのか俺が認識する前に、二度目の衝撃が俺の意識を根こそぎ刈り取っていた。


    



    



    　歯が折れて、その折れた歯が頰ほおと舌を傷つける。


    　曲がった鼻からの血が止まらない。何割かは喉のどに逆流してきて呼吸を妨さまたげる。


    　体中が軋きしむ。肋ろつ骨こつが腹の中でばらばらになっていくような感覚が繰くり返される。何本かは実際に折れて、砕けていた。


    　視界が歪ゆがんでいる。目が潰つぶれたのではないかと思うほど、瞼まぶたが腫はれている。眼底が脈動してずきずきと痛む。


    　俺を殺す勢いで殴なぐり続けたのは、悠一郎じゃなかった。


    　俺が、ゲームセンターの便所で叩たたきのめしたチンピラだった。まるっきり同じやり方を返されていた。不意打ちからの滅めつ多た打うち。大抵のやつはそれで仕留められる。俺だって例外じゃない、どころか、一ひと溜たまりもない。


    　ゲームセンターの入っているビルの、屋上。そこに拉ら致ちされてきて、袋だたきにされていた。見物人も多数いる。俺にいいようにやられたチンピラは、自分の強さや無む茶ちやぶりを全員に、改めて示さなければならなかった。


    　勿もち論ろん、スマートフォンを潰されたという単純な恨うらみによる報復もある。顧こ客きやく情報が収入に直結する連中だった。


    　ゴミクズみたいになった俺をチンピラが見下ろしている。いい加減、殴り疲れたという顔をしている。俺が一切許しを請こわないのに苛いら立だって、力任せに責め続けて、そして疲れ切って息を荒らげている。


    「……何なんだこのブタ、アタマ、イッちまってんのか」


    　吐はき捨てる。


    「一っ言も泣き言は言わねえわ、そのくせ反撃するでもねえわでよ。やりにくくて仕方ねえ」


    「その辺にしとけよ、もういいだろ」


    　誰かが止めに入る。勢いで殺してしまわなくて良かったという安あん堵どした声。俺の有様は、多分、充分な見せしめになっているレベルに達しているんだろう。俺には何も分からない。全身の感覚が熱く、手足がちゃんと動くのかも分からない。


    「……そのブタ、金、取れんのか？」


    「家覗のぞいてきたけどよ、貧乏暮らしだ。闇やみ金きんに親ァ突っ込ませても断られるんじゃねえかってレベルだったよ」


    「金も取れねえんじゃ、どうしたもんかね」


    「あのさあ」


    　甲かん高だかい声が割って入り、その声に俺の意識が蘇よみがえった。激痛を忘れようと朦もう朧ろうとしていた感覚が不意に立ち上がり、同時に、全身の激痛も明めい瞭りようになる。構わなかった。手も足もまだついているのがよく分かる。


    「……そいつ裸にして、ケツの穴にパチンコ詰めさせようよ。年の数だけ。笑えない？」


    　得意げな発言に返事はなかった。一いつ瞬しゆん、息を呑のんだような静寂が押し寄せる。誰だれかが鼻で笑って、その静寂は切り崩された。


    「……何だよそのグロ画像。ひくわ」


    「そのぐらいされて当然だろ、こんなやつ」


    「知らねえよ。……調子にのんなよ。やりたきゃ勝手にやれ。教えてもらったのは助かったけどよ、んな変態プレイにまで付き合う義理はねえんだよ。……何なんだお前。コイツに何の恨みがあんのか知らねえけどよ、お前も相当イカレちまってんな」


    　その提案に白けたというように、連中は俺を一発、蹴けり飛ばしてから、ぞろぞろと下へ戻っていってしまった。俺はぼろくずみたいになったまま、屋上に放置されている。後の事など、何も考えていないのだろう。死んだら死んだでそれでいいし、俺が勝手に帰ってもそれはそれで構わない、そんな無計画さが伝わってくる。


    　屋上に残っているのは、俺以外には、一人きりだった。


    　歪ゆがむ視界の中に、懐なつかしい顔が俺を見下ろしている。悠ゆう一いち郎ろうは薄うす笑わらいを浮かべて、俺に挨あい拶さつされるのを待っているみたいに見えた。


    「お久しぶり。元気してた、キョウイっちゃん？」


    　何か言い返そうとした。声の代わりに咳せきが出て、痰たんが音を立てて絡からむ。


    「あれ、挨拶してくんねえの？　俺、キョウイっちゃんの挨拶だけがその日一日の活力だった時期もあったんだけどな」


    　相変わらず耳みみ障ざわりな声と話し方だった。ごく普通の世間話ですら、悠一郎の口から出ると、聞いている人間は不快になる。


    　だから嫌きらわれる。だから、虐いじめられる。俺と同じだ。


    　他人に合わせて自分を抑えて、他人よりも多く気遣いを浪費して。そんな生き方はしたくなかった。俺も悠一郎もそうだ。違うのは、悠一郎は余りにも無防備で、そして自分がハンデを背負っていると自覚していなかった。


    　話し方がムカつく、なんて理由で他人を虐ぎやく待たいしていいわけがない。勝手な先入観で他人を評価するのは悪い事だ。誰だれだってそう言う。悠ゆう一いち郎ろうを虐いじめていた連中だってそう答える。


    　だからやらない、なんて話にはならないというだけだ。


    　悠一郎は正しさだけを抱えて、何も悪い事などしていないという保障だけを抱えて底辺を這はいずる事になる。俺は、そんなのはまっぴらだった。


    　だから他人を騙だます。


    　だから、他人を傷つける。


    　曖あい昧まいに受け入れられるぐらいなら最初から底辺を選んで、上にいる連中の世界を揺さぶって突き崩して。


    　苦笑が漏もれかけた。顔に激痛が走って引き攣つり、笑えなかった。


    　無意識に拳こぶしを握りしめていた。


    　全身の激痛が、俺の体を縛しばり付ける。動くのに、痛みが邪じや魔まをする。骨も折れている。打だ撲ぼくは筋肉を断裂させ、皮ひ膚ふを裂いている。それでも、動けない筈はずはなかった。荒い呼吸で激痛に耐える。痛みは、俺の唯一の、現実にいる友達みたいな物だった。これがあるから全すべてに苛いらつく事ができる。俺はこの痛みを返す事を考えていられる。


    「いやいや、無理すんなって、立てるわけねえじゃん。つうか、死んでてもおかしくないんだぜ、キョウイっちゃん」


    　上半身が、動いた。防水加工のされた屋上のアスファルトから背中を引き剝はがす。べりべりと、乾いた血で糊のり付づけされた皮膚が剝がれる音がする。


    　俺は起こした上半身を腕で支えながら、悠一郎と視線を合わせた。悠一郎は一歩後ずさり、明らかに怯おびえてから、俺がそれ以上動けないのを確認して余裕を取り戻す。俺は、口の中に転がり続けていた歯の破片を、赤い唾だ液えきと一いつ緒しよに吐はき捨てた。


    「……これで終わりか？　お前の手札は、これで出し切ったのか？」


    　悠一郎は息を呑のんで立ち尽くしていた。


    　俺の有様を見て、呆ぼう然ぜんとしていた。理解が追いつかずにまごついていた。


    　直接的な暴力という意味では、悠一郎だってこれほどの目に遭あってはいない。ここまで体をぼろぼろにされてはいない。娯楽の域を超えているからだ。悠一郎が引っ張り込んだあいつらにとって、暴力はビジネスだった。楽しくなかろうと見せしめを兼ねて容よう赦しやなく叩たたきのめす。遠えん慮りよ呵か責しやくなくやる。そして実利が伴わなければ、ただの娯楽で無む駄だにサディスティックになったりもしない。


    　悠一郎は自分が、この暴力に耐えられないのを知っている。


    　痛みは、悠一郎の敵で、傍そばにいられる事に耐えられない。俺も同じだとそう思っていて、それが覆くつがえされた。


    「……どれだけやられたって俺は、痛いぐらいじゃ詫わび入れたりしねえよ。遠い所から手て間ま暇ひまかけてきてご苦労な話だけどな」


    「……驚おどろいたね。まだやんの？　もう俺に完全にやられてるって自覚してんよね？」


    「してるよ。それでも俺は白旗上げる気分にゃなんねえな。足りねえんだよ、この程度じゃ」


    「本気で殺されでもしねえと、分かんねえのかよ、お前」


    　俺は無理矢理に体を動かす。指が二、三本ばかり、おかしな方向に曲がって赤黒く腫はれている。動かすたびに走る激痛も気にせず、フェンスに辿たどり着いてよじ登るようにして立ち上がる。背中を凭もたれかけさせて、そして俺は悠ゆう一いち郎ろうと視線を合わせて向き直る。


    「……じゃあ、殺してみるか、悠一郎？」


    「いいね。例のナイフで刺すとか？　芸がないよね、その殺し方。キョウイっちゃん、そういうとこ発想が地味なんだよな」


    　自分の発想が、行動力が非凡だとでも言うように悠一郎は誇ほこらしげに笑っている。


    「あのナイフだよ。あれ送りつけて来たら、俺が刺すとでも思った？　不用意だしひねりもないし。あれ見た瞬しゆん間かん、俺、なんか何もかもあほらしくなったんだよ。こんなに俺はコケにされてんのかって、そう思ったね」


    　だから、焼いた。俺の発想を覆くつがえして、飛び越えて、俺を見下ろした。


    　悠一郎は全すべてを悟って、俺が何をしてきたのかを、悠一郎をどう扱って来たのかを、送られてきたナイフ一本で了解した。


    　余計な事というなら、俺はそこから間違っていたんだろう。悠一郎を見誤った。舐なめていた。いつの間にかまやかしのラベルを貼はって油断して、不意打ちの一いち撃げきに打ちのめされた。


    「あれはビビったっしょ、ガソリン。とことん大事にしてやろうと思ってさ。俺は、キョウイっちゃんとは違うよ。やろうと思ったら、できる。キョウイっちゃんは自分で殺したりなんかしないもんな。他人にやらせて高見の見物ってのがいつもの手だもんな」


    「分かってんじゃねえか」


    「そりゃ嫌いやになるほど思い知ったよ。だから俺は、キョウイっちゃんに同じ事をする。今までやってきたのと同じ事を、徹てつ底てい的てきにやってやるよ」


    「……お前、本気でそんな事思ってんのか？」


    　俺は全ての動揺に蓋ふたをした。不審も疑念もかなぐり捨てて、無表情を取り戻す。


    　何の事はない、悠一郎は喧けん嘩かを売りに来ている。俺を言葉で殴なぐり、蹴けりつけに来ている。


    　いつだってそんなのは当たり前だった。


    「ド素人しろうとが俺の真ま似ねなんかしてっと、今度はお前が火だるまになんぞ。それともまたケツの穴にパチンコ玉詰め込まれたいのか？」


    　動揺しない。


    　質問もしない。


    　悠ゆう一いち郎ろうへの負い目さえ忘れて、傲ごう慢まんに言い返す。それだけで悠一郎は動きを止める。俺が不安で、何をするつもりだと問いかけてくるのを期待しているから、俺はそうしない。


    「俺にもやろうとしてたよな、さっき？　俺はお前みてえにケツの穴が拡張されてねえからそうそう入らねえんだよ。お前、幾いくつ入れたんだっけ？　感心するわ、二桁けたとか」


    　悠一郎は殴なぐりかかりそうになっていた。本当に俺を殺しかねない顔。女みたいな顔が歪ゆがんで引き攣つって、ヒステリーを起こした中年女みたいな表情になっていた。女の、悪い部分が凝ぎよう縮しゆくしたような顔。ガソリンの入った広角ビンを握りしめていた時と同じ顔。


    　他人に小こ馬ば鹿かにされるルックス。俺も、悠一郎も、人間関係の第一歩でまず躓つまずく。


    　ルックスがもたらす先入観とレッテルを、俺たち自身の性格と挙動が裏打ちして評価を確定させてしまう。


    　他人に蔑さげすまれて、馬鹿にされて晒さらし者にされて暴力を受けて。


    　悠一郎はそれをぶち壊こわす快感を覚えた、俺と同じ種類の人間になっていた。


    「……っとにムカつくな、てめえは」


    「ムカつくってんなら、お前もいい線いってるよ。俺らはどっちも、嫌きらわれ者で、虐いじめられてきたモン同士だからな」


    　底辺同士のいがみ合いだ。


    　世界で一番みじめな揉もめ事だった。


    「……じゃあキョウイっちゃんに、何としてでも詫わび入れてもらうにゃ、やっぱアレしかねえのかな」


    　悠一郎が指で背後を指し示す。


    　そこに横たわっている物に、俺は初めて目を向けた。そこにあるものになど俺は、まるで気が付かなかった。鷹たか音ねが、ぐったりとして横たわっている。


    「キョウイっちゃんの家の近く、暢のん気きにうろうろしてたから攫さらってきちゃったよ。キョウイっちゃんと同じスタンガン使わせてもらったから、怪け我がはしてねえよ。……でもアレ心臓に悪いんだっけ？　知った事じゃねえけど」


    　悠一郎がへらへらと笑う。それだけの実行力を悠一郎に与えたのは、俺だ。チンピラの携帯を無む駄だに破は壊かいした。鷹音の事が頭を過よぎって、冷静さを失って、ひょっとしてこの中に、鷹音の画像が入っているんじゃないかとそう思って便器に放り込んだ。


    　無駄に増やしてしまった敵を、悠一郎は煽あおり立てて操って俺に向かわせる。


    　完かん璧ぺきに、俺のやり方をトレースしていた。


    　悠一郎はポケットに手を突っ込んで、何かを握って取り出して、俺の目の前で落として見せた。防水加工のアスファルトで、微かすかな音を立てて、銀色の玉が弾はずむ。幾いくつも、悠一郎の手からこぼれ落ちてくる。


    「あの女にも入れてやろうか、今度は二桁」


    「……本気かよ」


    「キョウイっちゃんに詫わびいれさせるためなら、俺はそのぐらいするよ。お前のせいでどんだけの目に遭あったと思ってんだよ。調べたら、お前、転校先で似たような事ばっかりやってんのな。最低のクズ野郎だよ、お前」


    　クズ野郎。


    　さすがに悠ゆう一いち郎ろうは、俺に的確なラベルを貼はり付ける。俺を表現するのに、それより他にいい言葉はなかった。


    「言っておくけど、キョウイっちゃんがどんだけ詫びても俺は許さないからな。あらかじめ言っておくから、分かっといてくれよ。お前は、許さないって言ってる俺に許してもらうために詫びるんだ。どんだけ頑張ってくれるか、期待してる」


    　悠一郎をイジメていたバカが、燃やされて、二度と治らない火傷やけどを負わされてもまだ、詫び続けたように。俺がそうする事を悠一郎は望んでいる。期待している。他人に詫びさせる事が悠一郎の傷を癒いやす。


    　そのためなら鷹たか音ねを壊こわす。


    　俺の目の前で、ぐずぐずになるまで壊し続ける。


    「……せっかく治って歩けるようになったのにまた、だからな。何を考えて、一人で歩き回ってたんだかな、あの女」


    　自分の手で。父親の力ではなく、自分でやるために。


    　そのために俺を訪ねてきた。たった一人で。せっかくの、父親の力も身につけずに。くだらない話だ。使える手札は使えばいい。何で殴なぐろうと結果は同じだ。自分の手で殴ったら、手が痛むだけ損に決まっているのに。


    　それなのに、鷹音は一人で来た。父親ではなく俺を使うために。


    　俺は、芹せり雄おがもういないのだという事さえ教えなかった。何な故ぜ教えなかった。蒔まき絵え先生の車の中ででもメールぐらいできた。あの時はまだ、俺のスマートフォンは生きていた。そうでなくたってネットカフェからでも伝えれば良かった。


    　なのに俺はアホみたいに焦じれて苛いら立だったまま、鷹音が来るのを馬ば鹿か面づら下げて待ち続けて、映画なんか見て時間を潰つぶしていた。


    「……やれんのか、お前が、自分で？」


    　鷹音がどんな家の女なのかぐらい、調査の手を入れたのならある程度は分かっている筈はずだった。それとも、そっちまでは手が回らなかったのか。どっちにしろ、芹雄をけしかけるのとは訳が違う。


    　俺たちは滅めつ多たに自分からなんて動かない。他人にやらせる。吹き込んで、煽あおって、他人の炎で周囲を延焼させる。そうせずに自分が動いた事で、俺は事を厄やつ介かいにしてしまった。啓けい士じを直接殴ったから悠一郎につけ込まれた。


    「やれるさ。舐なめるなよブタ」


    「……お前もパチンコ台みてえにされる前に、そうなっておきゃ良かったのにな」


    「全部お前のおかげだよ。俺がこうなったのも、あの女がこうなるのも。分かってんのかよ？　こうなって当然なんだよ、因果応報だ」


    　悪い事をしたら罰ばつせられる。


    　他人に悪意を向けたら自分もそうされる。


    　勝ち逃げなど許されない。


    　知るか。そう思う。心からそう思う。


    「俺に詫わびろってんなら、お前、余計な事をしすぎたよ」


    「あんだと？」


    「何もしないうちに俺んとこに来ていたら、俺はお前に詫びてたよ。どうしようもなかっただろうな。お前は、余計な事をしすぎたんだよ」


    　俺と同じように、余計な事を。余計な事だけを。


    　そこまで真ま似ねる必要はなかったというのに。


    　悠ゆう一いち郎ろうはやりすぎた。俺の捨ててきた過去は恨うらみ辛つらみを溜ため込むうちに、手加減と見極めが効かなくなっていた。せっかくかけていた呪のろいを自分から解除してしまっていた。


    　俺のシステムは全開で機能している。


    　悠一郎なんてニセモノに、俺の憐あわれな後輩に煽あおられて、火が付いて、回転数を上げていく。焼き切れそうなほどにパワーバンドに入り続けている。


    「やれるもんならやってみろ。芹せり雄おじゃなくお前がやるんだぞ。カマ野郎が女をやろうなんて大それた真ま似ねができるんなら、やれよ、早く」


    「……お前、あいつと付き合ってんじゃねえのかよ」


    「てめえの通り一遍の単純な物の見方にゃうんざりだよ。何のひねりもなくゾンビ映画を浅く語りやがって。大体、俺の好きな女はアーシア・アルジェントなんだよ、クソが」


    　ぽかん、としていた。悠一郎は困惑していた。言われた名前が分からずにいた。


    　アーシア・アルジェントも知らないような奴やつだから、鷹たか音ねと俺を誤解する。単純に浅く、付き合っているとか愛し合っているとかばかげた事を考える。二人で一いつ緒しよにいたぐらいの事で。そんな事があるわけがないなんて考えもしない。


    　俺は、何とか腕を動かして、のろのろとポケットに手を入れる。脂肪ではちきれそうになったズボンのポケットは、歪ゆがんでぱんぱんになっていて、指を入れにくい。何とか、指を入れ、中から畳たたまれた金属の棒を引き抜いた。


    　バタフライナイフ。


    　畳まれたまま、俺は悠一郎に放り投げた。


    「もう一遍、やるよ、それ。……そんなにムカつくんなら鷹音をレイプするなんて手間かけるより、刺し殺せ」


    　悠ゆう一いち郎ろうは俺を見下ろし、睨にらんだまま、奥歯を震ふるわせていた。


    　怒いかりと、怯おびえで、痙けい攣れんしかかっている。体が千ち切ぎれそうなほどに。


    「……何なんだよ……何だってんだよ！　怖くねえのかよ、なんでビビってねえんだよ、お前！　こんだけやって、何でだよ！」


    「怖くねえからだよ」


    　俺は、誰だれの事だって怖がらない。


    　どんな事態だって怖いとは思わない。クラス全員に憎にくまれて嫌きらわれて阻そ害がいされても。他人に逐ちく一いち嘲あざけられ勝手な批評をされ、どう扱われても。怖いと思った事なんて一度もない。


    　孤独も。孤立も。


    　蔑べつ視しも悪意も辱はずかしめも暴力も。


    　どんな痛みも俺は、何一つ怖いなんて思わない。


    　何も怖がらない俺を望んでいたのは、鷹たか音ねだった。


    　鷹音がどうされようと、俺は怖がったりはしない。


    「馬ば鹿かなやつだな、お前は。本物の馬鹿だ。俺の真ま似ねなんかしやがって」


    　人を一人焼いて、悠一郎は一線を踏ふみ越えた。よりによって俺の方へ踏み越えてきた。


    　俺を縛しばっていた、あの目。俺と同じ種類の人間になった悠一郎は、あの呪のろいを自分で搔かき消してしまった。俺を縛っていたあの視線は、もう何の効果も俺に及ぼしはしなかった。


    　悪意、敵意、傲ごう慢まんな上から目線。


    　こいつは、悠一郎は、俺が今までに相手にしてきた連中と同じ目をしていた。そんなものは何ともない。馴なれきった、いつもの事だと飽きてさえいる視線だった。


    　そんな物には、俺は縛られない。


    　俺を縛るのは、俺に理解できない物だけだった。そんなものはもう、この世にあと一つくらいしか心当たりがない。縛られてすぐそこに転がっている。無防備で間の抜けた、俺の好みからかけ離はなれている女。


    「生きてんだから、俺だってさすがに死ぬのは怖がるかも分からない。だから、俺をビビらせたかったら、それで刺せ」


    　悠一郎は、俺が立ち上がるのに四苦八苦しているうちにナイフを手に取っていた。展開し、ブレードをむき出しにしていた。切れ味の悪い、なまくらな刃。


    「……何でお前の指示通りにやんなきゃなんねえんだよ、ふざけんなよ」


    「もう、ナイフ握ってんじゃねえか。……何ならガソリンかけて焼いてもらってもいいぜ。ただ俺は、ツラがこれ以上歪ゆがんだところで、ビビり上がったりしねえし、お前に謝ったりもしない。……そうだな、それができたら、許してやるよ。お前がやった事」


    　その一言が、悠一郎の目を本気にさせた。


    　一気に体温を上昇させた、獰どう猛もうな表情を垣かい間ま見みる。それは、悠ゆう一いち郎ろうの中から初めて噴出した雄おすの遺伝子そのものだった。


    「……許すって何だよ、何でてめえが許す方になってんだよ！」


    「こんだけの事しといて何言ってんだ。それを全部、許してやるって言ってんだから、素直に刺しちまった方がいいぞ。つうか、はっきり言うと、殺してみろよ、俺の事を。やれるもんなら」


    　立場を、言葉だけで変えてやる。悠一郎が詫わびて、俺が許す側であるかのように。


    　それだけ挑発しても悠一郎は一線を越えられない。あの時のように、ガソリンをかけて火を点つけた時のように、踏ふみ込めない。それは俺の思い通りになるだけだからだ。俺の意表をついて俺に勝つ事にはならないから、止まるしかなくなってしまう。


    「……お前、心底、俺の事舐なめてんのか？　だったら思い知らせてやるよ」


    　悠一郎が、鷹たか音ねの方に歩いていく。俺を視線だけで殺せるような目をして、振り返って睨にらむ。もう笑っていなかった。その顔の方が世の中を巧うまく渡っていけると教えてやりたくなる。


    　俺を睨む悠一郎は、鷹音を見ていない。


    　鷹音が、目を覚まして身じろぎしているのに気付いていない。安っぽいフレームレスの眼鏡はかかったままで、焦点を合わせるみたいにそれを無意識にかけ直して、屋上のアスファルトに横たわったまま視界を巡らし、そしてフェンス際ぎわにいる俺を見る。俺に気付く。


    「……鷹音」


    　か細く名前を呼ぶと、びくりと鷹音が反応した。周囲の状況に、悠一郎に気付く。俺の酷ひどい有様までは見えていないかもしれない。悠一郎がようやく、目を覚ました鷹音を見下ろした。やけくそになって、鷹音にのしかかろうとする。


    　助けてくれと鷹音は言おうとしたのかもしれない。俺を見て、その言葉を呑のみ込んだ。


    「……殴なぐれ」


    　俺はそれだけ呼びかけた。鷹音の目が、レンズの奥で歪ゆがむ。自分のスカートに、無造作に手を突っ込んでくる悠一郎を嫌けん悪おの視線で睨み付け、床に零こぼれた四角い塊かたまりを手に取った。


    　握りしめられていた鷹音の手の中で、海外製のスマートフォンのその角が、悠一郎の耳に炸さく裂れつする。悲鳴を上げて悠一郎が転がった。意識を失っていない。痛みに身を引いただけだ。耳を押さえたまま、悠一郎は鷹音を睨んでいる。


    　自分に痛みを与えた鷹音を、俺と同じくらいに憎にくんでいる。痛みは、悠一郎の敵でしかなかった。


    　全身に残った力を込めて、俺は無ぶ様ざまにフェンスを乗り越えた。乗り越えて、転がって、立ち上がれなくなった。俺の行動の意味が悠一郎には分からない。理解できていない。俺だって理解できていないのだから当たり前だ。


    　屋上の端はしから下を覗のぞき見る。まだ人が多い。繁はん華か街がいには光が[image: ]あふれている。


    　飛び降りれば騒さわぎになる。鷹たか音ねをどうこうしている場合じゃなくなる。何より、俺がいなくなったのなら、悠ゆう一いち郎ろうにはそんな事をする意味がなくなってしまう。


    　吹き上げてくるビル風が俺の顔をなぶる。汚い天然パーマが舞い躍る。


    　鷹音の悲鳴が背後から聞こえる。もう一度、悠一郎にのしかかられている。背後から、食らいつくみたいに。


    　限界だった。俺は助けに入れない。鷹音も、一発殴なぐる以上の事はできそうにない。


    　悠一郎は鷹音をもう一度壊こわす。自や棄けになったらそのぐらいの事はする。階下のチンピラを呼び戻すかもしれない。鷹音が誰だれの娘なのかも分かっていない憐あわれな馬ば鹿か共でも、今は何だってできる。


    　まずい事に、あの馬鹿は今、バタフライナイフまで持っている。


    　なまくらとは言え、刺せる代しろ物ものを。俺がして欲しいと思ったタイミングではなくて、今この瞬しゆん間かんにこそ、悠一郎は鷹音をナイフで刺しかねなかった。


    　また余計な事をした。最後の最後まで締しまらない。今回はやられ放題だ。俺みたいな奴やつの末路には、それも相応ふさわしいのかもしれなかった。


    　俺は何もかもを終わらせなければならない。


    　鷹音を、助けてやらなければならない。


    　何だって俺が、好きでもない女のために、鬱うつ陶とうしく絡からみついてきて映画もろくに観ない、他人を眺めて喜んでいる性根のねじ曲がった金持ちの娘を、幼児体型のそそらない女を、助けてやらなきゃならないんだとそう思う。


    　笑いが込み上げてくる。


    　全く、何の冗談だ。


    　死ぬ事と、転校していなくなり二度とクラスメイトに会わない事。


    　何の事はない、どっちも似たようなものだ。俺はいつだって物事の締めくくりに死んできた。そして新しい土地で生き返り、好き放題に荒らし回ってまた死んだ。死んでいる俺を執しゆう念ねん深く追いかけてきたのは悠一郎ぐらいなものだった。


    　悠一郎が俺のやろうとしている事に気付く。鷹音を抑え込んだまま、叫ぶ。


    「……やれるもんならやってみろよ」


    　その台詞せりふが悠一郎の見つけた活路だった。そこまで俺の思い通りだった。


    　俺にとって、死ぬ事といなくなる事は同意義だというのに。


    「……飛び降りれるもんなら、やってみろ。毎度適当な事ばっかりほざきやがって。お前なんかそうやって、他人にクソみてえな言葉吹き込むぐらいしか能がねえんだろうが。俺は、二度とお前になんか騙だまされない。飛び降りれるわけねえだろ、そんな事できないんだよ、お前は！」


    　俺のイメージ。悠一郎が俺に付けたラベル。


    　薄うす汚ぎたない知恵の回る、悪意を他人に吹き込んで高笑いしているクズ野郎。そんな奴は、飛び降りたりしない。謝罪してこの場を凌しのいで、後日にツケを払わせる。だから悠ゆう一いち郎ろうは、そう想定して俺に接した。


    　以前の俺ならそうしたかもしれない。


    　そこを悠一郎につけ込まれたかもしれない。


    　下は丁ちよう度ど、通行人が途切れていた。


    「……転校生……ちょっと、何する気……!?」


    　鷹たか音ねが気付くのは遅かった。その辺りはもう少し、頑張る必要がある。


    　襲おそう者と襲われる者が中ちゆう途と半はん端ぱな体勢で争いを止めて、俺を見ているのは何だか滑こつ稽けいな光景だった。


    「……じゃあな」


    　他に気の利きいた台詞せりふも浮かばなかった。山ほど映画を観てきたというのに、頭に過よぎったのは鷹音がくれた漫画にあった台詞だった。実際の所、映画で『気の利いた死に際ぎわの台詞』なんてそんなにない。敵を倒した決め台詞ならともかく。


    　俺は自分からバランスを崩して虚こ空くうに身を投げ出す。心臓が鷲わしづかみにされて縮こまり、手が反射的に、救いを求めてフェンスを摑つかもうとするのを必死になって制止する。


    　悠一郎がぽかんとした顔で、落ちていく俺を見ているのが一いつ瞬しゆん、目に映る。


    　自由落下の感覚が、全身の血流をおかしくさせて貧血状態になった。屋上のフェンスが遠ざかっていく。


    　一仕事終えたような開放感しか、そこにはなかった。もう何ど処こにも行かなくていい、何もしなくていいという安あん堵どしか湧わき上がって来なかった。


    　死ぬ事さえ俺を恐怖させてはくれなかった。


    　それとも、死なないとでも思っているのか。甘く見ているのか。


    　ネットにもう繫つなげない。鷹音の顔も見られない。その二つも別に、恐怖はない。ただぼんやりと寂しいなとは感じたけれど、それだけだった。


    　激痛が来た。


    　血ち飛沫しぶきが飛んだ。


    　膝ひざと腰が破裂したように突き破られて骨が顔を出し、俺の全身が地面に叩たたき付けられて粉々に磨すり潰される感覚に、意識が断裂し視界が暗く暗転する。俺の体が弾はずんで、そしてもう一度アスファルトに打ち下ろされる。殺しきれない慣性が俺の溜ため込んだ体重を凶器に変える。


    　感情など軽々と引き千ち切ぎれてしまう。


    　思考も感覚も何もかもなくなってしまう。


    　死ぬのはただ、それだけの事でしかなかった。


    　俺はぼんやりと気付いていた。


    　死ぬ事すら、俺はこれっぽっちも怖くない。
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     ４．Hereafter


    



    　悠ゆう一いち郎ろうのバカは、どこかに消えてしまった。


    　警察に捕まったという様子もない。俺が飛び降りたビルには警察が入り、いい口実とばかりに大量の逮捕者が出たが、その中に悠一郎はいなかった。


    　巧うまい事逃げたのかもしれないが、鷹たか音ねが絡からんでいる。悠一郎が攫さらった女が核爆弾並みの破は壊かい力りよくを持っていた事など、連中は知るよしもない。


    　鷹音の父親は最も早はや、虫けらみたいなチンピラを叩たたき潰つぶす事に何の躊ちゆう躇ちよも覚えないだろう。実刑を食らって刑務所に行って、そこでどんな目に遭あうのかと考えると少しばかり哀あわれにも思えてくる。


    　あいつらは、本当に何も知らなかったのだ。鷹音に性的な興味を抱いだかなかったのは本能の為なせる業わざかもしれなかった。それをしていたら全員纏まとめて産廃と一いつ緒しよに埋められていても俺は全く驚おどろかない。


    　悠一郎の所在は全く分からない。


    　別に、調べたわけでもないからその辺りをうろうろしていたっておかしくないのだが、一度、俺あてに病院に、誰だれかから電話がかかってきた事がある。取り次いでもらって出てみると、泣くような声で『許してくれ』と叫んで切れた。


    　それが悠一郎なのかどうかは分からない。声は引き攣つっていて聞き覚えがない代しろ物ものに変わってしまっていた。


    　接続の切れた音だけを響ひびかせるコードレスホンの受話器を看護師に返しながら、頑張れよ、とだけ思った。哀れな後輩だったが、俺に助けられる事でもないし、助ける義理もない。やった事は自分で処理して一人前だ。もっとも、まだ一人前になりたいと思っているかどうかは分からなかったけれども。


    　俺は言った通りに許している。他の奴やつが許すかどうかまでは知った事じゃなかった。


    　そして俺はと言うと、友人の啓けい士じが薬物にハマっている事に義ぎ憤ふんを感じ、薬物の売人から携帯を奪って処分したがその報復を受け、逃れようとして屋上からダイブした、という筋書きにはめこまれてしまっていた。警察も事態をこれ以上、複雑にしたくなかったのか、それで納得した様子だった。


    　口から出任せとはこの事だった。そりゃあ、誰だれからも嫌きらわれて当たり前だなと我ながら再確認せざるを得ない。


    　啓士が何か喋しやべっていたとしても、多少の矛む盾じゆんは解消される。俺が、啓士に薬物を買わせても何の利益もないからだ。勿もち論ろん、転売しようなんて目もく論ろんでいた、とも取れるけれど、その前に啓士は捕まっている。


    　起きていない事を勘かんぐるよりも、起きてしまった事で帳ちよう尻じりを合わせる。


    　取りあえずはそうする事に決めた様子だった。


    　何にせよ本格的な事情聴ちよう取しゆはこれからだ。どう転ぶかは分からない。俺はあれから三か月も病院に入院していたのだ。


    　全身酷ひどい有様だったが、特に右足は骨が開放骨折し、腰骨と踵かかとも砕けていて、生きていたのが奇跡的だ。無意識に足から落ちたのが良かったらしく、背中や頭から落ちていたら、いくら何でも助かっていない。四階建ての屋上から、という微妙な高さも影えい響きようした。それでも、それなりの大手術をしたという話だった。


    　他ひ人と事ごとみたいに、俺はそれを看護師から聞かされた。


    　三か月も入院が長引いたのは、足のリハビリのためでもあった。右足を犠ぎ牲せいにして助かったようなもので、切断処置も検討されたぐらいだ。


    　杖つえが手放せなくなっていたし、右足には金属製のブレースが嚙かまされたままだった。多分、この先ずっとこうだろうと言われていた。


    　俺は何とか日常生活に復帰できるようになり、今日が退院の日だった。待合室で俺が待っているのは、親おや父じじゃなく、警察のお迎えだ。ようやく事情聴ちよう取しゆなのだけれど、被害者の割りに、警察の目は厳しかった。


    　俺が前にいた学校と連絡を取ったのかもしれない。俺が負った怪け我がやら何やらを差し引いても、手加減の必要がないクズだという事が、警察にバレてしまっているのかもしれなかった。別に、どうだって良かった。


    　たまに暇ひま潰つぶしに、俺が悠ゆう一いち郎ろうだったら、鷹たか音ねの父親とどう渡り合うか考えてみる。


    　鷹音が襲おそわれている写真。そのぐらいしか武器はない。勝てる気がしなかった。俺が幾いくらハッタリといかさまを繰くり返して、手札をエースのフォーカードにしてみせたところで、鷹音の父親はエースを十枚並べてみせるだろう。


    　俺など及びも付かない権力と財力と、イカサマとハッタリを駆使して鼻であしらうに違いなかった。きちんとした成功を収めた権力者なら、そのぐらいはやってみせる。


    　悠一郎がもし、そんな相手と渡り合っているのなら尊敬の拍手を俺は惜しまない。


    　なので、頑張れよ、と小こ馬ば鹿かにしたトーンで呟つぶやく事にしている。幽ゆう霊れいになって悠一郎が俺の前に現れたら指をさして笑うんだろうな、と思いながら。


    　とは言え、俺も他人に同情したり小馬鹿にしたりしている場合ではなかった。


    　俺のやってきた事は褒ほめられる事じゃないし、警察が本気でやれば立件して実刑を食らわせるぐらいはできるのかもしれない。いちいち六法全書で判例を参照したりはしていないから、何かしら引っかかったっておかしくはない。


    　どうだって良かった。親父に多少、迷惑を掛けるかなと気になるのはそれぐらいだ。


    　どうせなら強こわ面もての刑事と優やさしげな老刑事でもやって来ないかなと期待している。何なら黒人と白人のペアでも構わないし、いつも深刻な顔をしている背の低い中国人でもいい。まあ、どれも本気では期待していない。現実はそんなに面おも白しろくない。


    　俺は待合室でコーラをがぶ呑のみし、厚切りのポテトチップスを食べながら、警察のお迎えを待っている。ピザが欲しかったけれど、さすがに病院じゃ食えない。


    　スマートフォンは壊こわれたままで、俺はネットやメールというものから三か月、離はなれていた。三か月も音おと沙さ汰たがないと、俺も過去の人だろう。消息を訪ねにメールを送った人もいるかもしれないが、確認も返信もできない。


    　何か嫌いやな事があってアカウントを捨てたか、可能性としては本当に死んだか。


    　気にはしているが、確かめようがないし、そのうち気にもしなくなる。名前すら知らない、顔も分からない人だって多い。俺のハンドルネームが本名そのままだなんて、会った人にしか言っていないし、それだって噓うそかもしれない。


    　外見も、話し方も、身分も地位も性別も、何一つ入り口に存在しない世界。


    　本人のパーソナリティがテキストに出力されて、それを交互にやりとりするコミュニケーションで成り立った、緩ゆるく薄うすい繫つながり。


    　俺はそのうち、またあの居心地のいい世界に戻るんだろう。俺は、あそこでなかったら普通じゃいられない。今だって、いつだってそうできる。スマートフォンを直すか買い換えるかしてしまえばそれでいい。


    　何となく、それをせずにいた。病院だからというのでもなく、一人になってみたかった。


    　どうせあの世界は失われない。流れずにいつまでもログとして漂い続け、いつだってアクセスできる。死んだように扱われていても、一言ログを残すだけで生き返る事ができる。


    　待合室には、俺の他は老人しかいなかった。みんな、ぼんやりと座って受け付けの呼び出しを待っている。俺はもう手続きを済ませてしまっていて、長なが椅い子すの隅っこに蹲うずくまっている。


    　俺の目の前を、ドライカーボンの箱みたいなリュックが通り過ぎる。限定品の、リュックとしては誰だれも買わないようなばかみたいな値段の限定品。好きで買い換えたというより腹いせでそれらに決めたようにしか、俺には思えなかった。


    　鷹たか音ねは、眼鏡も変えていた。ブランドは同じだけれど、赤いフレームの、女らしいデザイン。前の方が俺は好きだった。


    　俺を見つけて無言で近寄ってきて、長椅子の、俺とは反対の端はしっこに座り込んだ。


    　不自然な空間を挟んで、俺と鷹音は一いつ緒しよの椅子に座っている。


    　鷹音が何も言わなかったから、俺も何も言わなかった。


    　大だい丈じよう夫ぶなのか。


    　そう言いたかったけど言葉が出なかった。だから黙だまっていたら、向こうから口を開いた。


    「……痩やせた？」


    　ぼそりとそう言われた。知った事かと思った。


    「しらねえ。体重なんか量ってない」


    「やつれたの方が正しいか」


    「かもな」


    　また会話は途切れる。鷹たか音ねがリュックを降ろして、膝ひざの上に抱え込む。以前の物より一回り大きく、鷹音が抱え込むには大きすぎた。しがみついているみたいに見える。


    「……何で飛び降りたりしたの」


    「そうでもしなきゃあいつ止まらないだろ」


    「そうだったけどさ。死んじゃったのかと思って、びっくりした」


    「少し前まで、死ぬかもしれないって言ってただろ、お前も」


    「その話しないで。恥ずかしいから」


    　死ぬ気はなくなったらしい。


    　鷹音がどこまで分かっているのか知らない。悠ゆう一いち郎ろうが誰だれで、何をしていたのか。俺との関係であるとか、そういった事を俺は説明する気もない。その気になれば、鷹音は幾いくらでも調べられるし、耳にも入れられる。


    「そういや転校するかアメリカ行くって言ってなかったか、お前」


    「取りあえず、同じ学校に通ってる」


    「……あの学校まだ通ってんの？」


    「通うでしょ、そりゃ」


    「いや、だって、お前」


    「何？」


    　不ふ機き嫌げんにそう言われると、俺も何も言えなくなる。あまり、刺激したい事でもない。


    「私が行きたいって言ってんだから、それでいいの」


    「まあ別に文句ねえけどさ、それでいいんなら」


    「心配してんの、転校生？」


    「するわけねえだろ」


    　ばかばかしい。気になっただけだ。


    　鷹音が小さく溜ため息いきを吐つくのが聞こえてくる。それも知った事じゃない。


    「……学校、どうなのよ、今」


    「んー、曖あい昧まいに、何となく、普通」


    「お望み通りになったか？」


    「なったような、物足りないような。……まあでも、統とう吾ごくんがそれとなく、みんなに言って回ったみたいだし」


    　幾ら何でも動くのが遅い。鈍くさい奴やつだった。バカが考えて動こうとするからこうなる。


    　蒔まき絵え先生が、そうしろと言ったからやったという所か。教師の側が公おおやけに認めていた事でもない。だったら統吾の口から、個別に、それとなく報しらせておけばいい。密告制度は止やめました、的な事を。


    「あんま見ないようには努力してる、周りの事」


    　鷹たか音ねは笑ってみせる。空から元気なのか、立ち直っているのか、俺には読み取れない。そうそう立ち直れる事でもない気がするし、本人次第なのかもしれない。俺は、女じゃないから理解はできなかった。


    「転校生はどうすんの？　また転校すんの？」


    「親おや父じ次第だな」


    　親父は、俺が過去にやらかした事のしっぺ返しで死にかけたのだと、今ひとつ理解していないみたいだった。


    　俺が入院している間に、親父の仕事は一段落してしまっている。逆に、俺が入院している間は働かせてもらえないかと職場に願い出ているぐらいだ。腕のいい親父のその申し出は却かえって喜ばれているらしい。


    　俺も、足がこのザマで、まだ通院も必要だから病院は馴なれている方がいい。引っ越す理由が見あたらなくなっていた。


    　それでも、親父には他からのオファーはあるらしく、俺が動けるようになるのを待っているのは分かっていた。


    「今度はどこ行くの？」


    「……さあ。学校入るの、もうめんどくせえし、行かないかもな」


    「引きこもるの？」


    「それも、親父に悪いしな。かといって働くったって、この足じゃな」


    「酷ひどいの、その足」


    「多分、一生まともに動かない」


    　鷹音は黙だまり込む。同情して欲しいとは、俺は思っていなかった。鷹音だって多分、一生引きずるような傷は抱えてしまっている。俺なんかの足一本とは比べものにならないかもしれない傷だった。


    「……じゃあどうすんの」


    「どうするかね。死んじまってもいいし」


    　口が勝手にそう動いた。本音を吐はいていた。


    　あの時、飛び降りて地面に激突した瞬しゆん間かん、死ぬと思った瞬間の、暴力的なまでの意識の断絶を思い出す。何一つ引き留められない強制終了。死ぬ寸前に泣き喚わめくとか後悔するとか、そんな暇ひまさえ存在しない。あれはあれで悪くない。


    　鷹音はじっと俺の顔を見ている。


    「……何でそんな嫌いや味み言うかな？」


    「嫌味じゃねえよ、死んでもいいかなって思ってるだけだ」


    「何で？」


    「散々、他人に迷惑かけてきてっからな。これから先も、そうすると思う。そうできなかったら、俺は何にも人生が面おも白しろくない最低の人間だしな」


    　クズ野郎。


    　悠ゆう一いち郎ろうにそう罵ののしられた。平凡な、何と言う事はない罵ば声せい。それでもデブだのブサイクだのと言われるよりかは腹に堪こたえた。本質を突いていた気がする。見かけで迷彩した、俺の本質。惑わされる事のない完かん璧ぺきなラベリング。


    　そういう人間なのだと疑いようもなく、そう思う。


    　そのクズが自殺するなんて思わなかったのが、悠一郎の失敗だった。あいつが俺に引き起こしたエラーそのものが、あいつの計算を狂わせた。


    「……嫌いや味みじゃなくて本気で言ってんだったら、いつ死ぬの？」


    「は？　いや、いつって言われても、そうなってもいいなってだけで」


    「んなもん人間、ほっといてもいつか死ぬでしょ。時期は？　どうやって死ぬの？　また飛び降りちゃったりすんの？」


    「いや何も考えてないけど」


    「うわ、かっこわる」


    「お前だって言ってたじゃねえかよ」


    「やっぱ嫌味なんじゃん」


    　面倒くさくなって俺は口を閉じた。こういう絡からまれ方をするとは思わなかった。確かに、嫌味のようにも取れる。取って欲しくなかった。


    「いいじゃん、学校行かないんならそれはそれで、ブログでも更新してれば。広告とか貼はってさ。お父さんに口利きいてあげようか？」


    「いいよ、んなにアクセスあるブログでもねえし」


    　金持ちは暢のん気きで羨うらやましい。父親のコネを使う事に抵抗が薄うすくなってる気がした。そこの拘こだわりを捨てたら鷹たか音ねは手が付けられなくなりそうだった。兄貴のように使われるような真ま似ねもしない、小さい権力者だ。


    「……でもやっぱ、学校行った方がいいよ。行き場ないならまた、うちのクラスに入ればいいじゃん」


    「そりゃ無理だ。入りたくない」


    「……まあ転校生だしね。転校していくのが転校生だからね」


    「お前、それ日本語オカしくないか」


    「そう？　何か深い意味に聞こえない？」


    「聞こえない。……もういいから帰れよ、この通り生きてるし、死なないから」


    「ホントに？」


    「ホントだっつの」


    　だったらいいけどさ、と言って鷹音は立ち上がる。リュックを背負い直す前に、蓋ふたを開いて中に手を突っ込み、何か取り出した。綺き麗れいな状態の、小さな箱。もう生産中止になって新品では手に入らなくなったサングラス。俺が受け取らなかったサングラスだった。


    「……これが何だよ」


    「あげるに決まってんでしょ。意地でも受け取らせるから」


    「意地でもって、お前。……まあ、親おや父じの力でも使われて、うちの親父のいる店潰つぶされてもかなわないからな」


    「するわきゃないでしょ、そんな事」


    　できる、と言っているだけだった。まだその辺りを分かっていない。そう言いかけて黙だまり、あほらしくなって結局受け取ってしまった。たかだかサングラスの話だ。それに俺は本当にこれが欲しかったのだ。


    「……かけてみ。見たい」


    「だからやだっつの。俺がかけたいんじゃないって言っただろ」


    「見たいだけだってば。さっさとかけてみって」


    　鷹たか音ねに急せかされて、俺は溜ため息いきと共に箱を開け、中からサングラスを取り出す。本当に、本気で、気が重い。かけたくない。期待しきった鷹音の顔に、今いま更さらそんな言葉が通じるとも思わなかった。


    「……言っとくけど、笑えるぞ」


    「うん。大体は予想ついてる」


    　舌打ちをした。仕方なしに、サングラスをかける。俺の顔を見ていた鷹音が、堪こらえきれずに吹き出していた。


    「……やっぱり、痩やせた方がいいかもね」


    「だろ」


    「人民服みたいの着たらそのものだよ、だって」


    「うっせえな、分かってんだよ」


    　俺が転校するたびに付けられた仇あだ名な。ずっと呼ばれていなかったのに、ここに来て鷹音に認識された。俺は眼鏡っぽいものを付けると、北の有名人にそっくりな顔になる。


    「でも痩せたら何か、それはそれでつまらん」


    「俺はお前を楽しませる為ために太ってんじゃねえんだよ」


    「難しいなー。私は太っててもいいと思うけど」


    「さっき痩せろっつったばっかりじゃねえか」


    「いやいや、世間はどうか知りませんけど鷹音サン的にはそのままでもいいよ？」


    「……何を言ってんだお前」


    「んー？　そういう事にしたら、私と世間の顔色、どっちを窺うかがうのかなと思って」


    「ふざっけんな、絶対痩せる」


    　病院だというのに鷹たか音ねは馬ば鹿か笑わらいを続けている。


    　俺は溜ため息いきを吐ついて、窓を見た。窓に映っている自分の、サングラス姿を見て気分が滅め入いる。どのみち、足がこんなでは太ったままなのも不都合だった。多少は、落とさなきゃならないとは思っている。


    　仮に激やせしたとして、俺の外見は、少しはマシになるんだろうか。それは、今まで蹴け躓つまずいていた入り口を、スムーズに通れるようになるんだろうか。


    　足一本を犠ぎ牲せいにしなきゃ、俺はその程度の事さえできない。


    　できるかどうかもまだ分からない。


    　そうなったとして、俺のこの性根がそのままじゃ何も変わらない気もする。外見なんて些さ細さいな問題に過ぎないとも思う。


    　鷹音は何も変わっていない。そう見える。実際は分からない。俺が遠縁になって自分が傷つけられた事ぐらい、三か月も過ぎれば分かる。事実を並べ直しているだけで気付く。それなのに鷹音は、俺にサングラスをくれた。会いに来た。


    　外に、白い野や暮ぼったい車が停とまるのが窓から見えた。


    　中から、スーツ姿のおっさんが二人降りてくる。どんな俳優にも似ていない、ただのおっさん二人組。


    「……お迎えだ」


    　俺はポテトとコーラをゴミ箱に放り投げると、杖つえを立てて体重を移動させ、てこの原理で自分の体を引き上げる。コツを摑つかむのに随ずい分ぶんかかった。俺は今じゃ、機械的に椅い子すから立ち上がる事ができる。


    「逮捕されんの、転校生？」


    「さあ。……色々やってきてっかんな。ぽろぽろ引っかかってんかもな」


    「じゃあ監獄ダイエットしなよ。そしたら、出所の時はお迎えに行ってあげるから、人民服持って。痩やせてもまだそうなのか確かめたい」


    　俺は面倒になって首を振り、杖を操って、一歩歩き出す。右足に装着された金属のブレースが、動かすたびに床に当たってカチャカチャと痛々しい音を立てる。俺が一生付き合っていく音。やらかしてきた事の代だい償しようとして重いのか軽いのか分からない。


    　自動ドアが開いて刑事が二人、俺を見る。そちらに行こうとして、俺は鷹音を振り返った。


    「んじゃな。蒔まき絵え先生によろしく。たまにゃ統とう吾ごを車乗せてやれっつっとけ」


    「……？　分かった。あ、そうだそれと！」


    　大切な事を思い出したという顔で鷹音が喚わめく。殺気立っているようにも見えて、何か怒おこらせるような事をしたのかと俺は首を傾かしげる。


    「……何だよ」


    「アーシア・アルジェントってどんな人？」


    「……陰毛の代わりに天使の刺いれ青ずみ、股こ間かんに入れてる女だよ」


    「いんっ……」


    　鷹たか音ねが無意識に自分の下半身に目を落とす。何をする気か知らないが、お前にはもうトライバルが入ってんだろと言いたくなった。さすがに俺もそれは口にしない。


    「転校生、ほんっと趣しゆ味み悪いな」


    「ほっとけ。つうか、いつまで転校生なんだよ、俺は」


    「ずっとじゃない？　それとも転校生、私の事名前で呼んでみる？」


    「……呼んだだろ」


    「え？　いつ？　まじで？　全然覚えてない、いつ呼んだ？」


    　本気で分かっていないようだった。どうだって良かった。俺はずっと転校生で何の問題もない。気にもならない。そうやって薄うすぼんやりとしたまま忘れてもらえたら、それが一番楽だった。


    　まだ、『いつ呼んだ』と訊いてくる鷹音の言葉を聞き流して、俺は刑事の所に歩いていく。動きの不自由な俺を少しは気遣っている様子だった。それでも、俺を見る目はそれなりに冷たい。


    　こいつらを仲なか違たがいさせてみようかと、そんな気になった。


    　俺を見る視線が、俺の中に突き刺さってきて、煽あおり立ててくる。


    　刑事の一人が堪こらえきれないという顔で吹き出して、俺の悪意を霧む散さんさせた。


    「……そのサングラスかけてると、誰だれかに似てるなお前」


    　俺は舌打ちをして、サングラスを外して胸ポケットに仕舞う。調子が狂う。鷹音が余計なモノを俺にくれたから、悪さもろくにできなくなる。


    　ホントに痩やせるか、と気の迷い程度には、そう思ったりもした。


    



    
      （了）

    

  



  
    江波光則


    Mitsunori Enami
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